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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序　 章序　 章　 はじ め に　 はじ め に

序－１ 　 梱包内容の確認序－１ 　 梱包内容の確認

Enet-SSEnet-SS には以下の品目が含ま れます。には以下の品目が含ま れます。 　 品目数量を ご確認下さ い。　 品目数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は、不足がある場合は、 弊社営業部までご連絡下さ い。弊社営業部までご連絡下さ い。

◆◆ Enet-SSEnet-SS本体本体 11 台台

◆◆ 調歩同期用調歩同期用RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 11 本本

両端に両端に Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス のピ ン メ ス の RS232CRS232C のク ロ ス ケーブ ルです。のク ロ ス ケーブ ルです。

Enet-SEnet-S と 端末機器と の接続に使用し ま す。と 端末機器と の接続に使用し ま す。

◆◆ Enet-SSEnet-SS ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) 11 冊冊

◆◆ Enet-SSEnet-SSはは､RoHS､RoHS指令に対応し ていま す。指令に対応し ていま す。

◆◆ 22台の調歩同期式台の調歩同期式RS232CRS232C機器を機器を Enet-SSEnet-SSを介し てを介し て UNIXUNIXマ シン等と ネッ ト ワ ーマ シン等と ネッ ト ワ ー

ク 通信する こ と ができ ま す。ク 通信する こ と ができ ま す。

◆◆ イ －サネッ ト は、イ －サネッ ト は、 10BaseT10BaseTま たはま たは 100BaseTx100BaseTx に対応し ていま す。に対応し ていま す。 接続に合わせ接続に合わせ

て自動認識を行います。て自動認識を行います。

序－２ 　 本機の特徴序－２ 　 本機の特徴

RoHSRoHS指令と は指令と は

20032003 年年11月、月、 EU (EU (欧州連合欧州連合) ) は電子電機機器に含まれる特定有害物質は電子電機機器に含まれる特定有害物質  ※※    のの

使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。

同指令は同指令は 20062006 年年77 月月11 日よ り 施行さ れ、日よ り 施行さ れ、 そ れ以降特定有害物質を含む対象それ以降特定有害物質を含む対象

製品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。製品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。

※※ 特定有害物質特定有害物質66品種品種

「 鉛「 鉛・・水銀水銀・・カ ド ミ ウ ムカ ド ミ ウ ム・・六価ク ロ ム六価ク ロ ム・・PBB (PBB (多臭素化ビ フ ェ ニ ール多臭素化ビ フ ェ ニ ール ) ) ・・

  PBDE (  PBDE (多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル) ) 」」

※※ 設定に必要な通信ソ フ ト設定に必要な通信ソ フ ト 【【 TERM WINTERM WIN】】 は弊社は弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ード し て く だよ り ダ ウ ン ロ ード し て く だ

さ い。さ い。

詳し い使い方は、詳し い使い方は、 同時にダ ウ ン ロ ード さ れる専用マ ニ ュ ア ルを ご参照く ださ い。同時にダ ウ ン ロ ード さ れる専用マ ニ ュ ア ルを ご参照く ださ い。

http : //www.d ata-link. co. jp /http : //www.d ata-link. co. jp /
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み方序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み方

初めて初めて Enet-SSEnet-SS を ご使用になる場合は、を ご使用になる場合は、 こ のマ ニ ュ ア ルを次の順に読みながら 実行こ のマ ニ ュ ア ルを次の順に読みながら 実行

し て下さ い。し て下さ い。 　　 Enet-SSEnet-SSは使用に先立ち 、は使用に先立ち 、 11台台11台に設定を行っ てから でないと 動作台に設定を行っ てから でないと 動作

し ま せんので、し ま せんので、 必ず下記の手順を実行し て下さ い。必ず下記の手順を実行し て下さ い。

◆◆ イ ーサネッ ト 側は、イ ーサネッ ト 側は、 TCPTCP//IPIP、、 UDPUDP、、 ARPARP、、 TELNETTELNET※※11 を 内部に標準で搭載し ていを内部に標準で搭載し てい

ま す。ま す。 ネッ ト ワ ーク 通信は、ネッ ト ワ ーク 通信は、 TCPTCP//IPｿｹｯﾄIPｿｹｯﾄある いはあるいは UDPUDP等を用いて等を用いて Enet-SSEnet-SS とと

通信を行います。通信を行います。

◆◆ TCPTCP//IPIPコネクショ ンの開設／終了は、コネクショ ンの開設／終了は、Enet-Enet-SSSS側／ホスト側のどちらから も可能です。側／ホスト側のどちらから も可能です。

◆◆ 通信条件、通信条件、イ ーサネッ ト 関係のア ド レ ス等は、イ ーサネッ ト 関係のア ド レ ス等は、プ ロ グ ラ ムモ ード で対話式に設定プ ロ グ ラ ムモ ード で対話式に設定

が可能です。が可能です。 こ れら の条件設定は、こ れら の条件設定は、 フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROM (ROM (電気的消去、電気的消去、 編集可能編集可能) ) にに

記憶さ せま す。記憶さ せま す。設定は、設定は、RS232CRS232Cチ ャ ン ネルと タ ーミ ナルソ フ ト を使用し た方法チャ ン ネルと タ ーミ ナルソ フ ト を使用し た方法

とと TELNET LOGINTELNET LOGIN に よ る方法が可能です。によ る方法が可能です。

※※11：： ネッ ト ワ ーク 端末よ りネッ ト ワ ーク 端末よ り Enet-SSEnet-SS に対し てに対し て TELNETTELNET　　 LOGINLOGIN を行う 事でを行う 事で

Enet-SSEnet-SS のの   設定値変更／設定値変更／Enet-SSEnet-SS の再起動が可能です。の再起動が可能です。

[第2章 簡単な通信テスト ]を参照にし て 2点間の物理的な接続を確認し ます。

[第3章 伝送仕様について ] [第4章 コ マ ン ド と リ ザルト ] を よ く お読み頂いた上で

システム構成で必要な設定を行います。

[第1章 通信を行う 前の準備]を参照にし て Enet-SSに動作条件を設定し ます。

[第5章 使用例] を参照にし て実際の通信を行います。 RS232C機器を接続時には

[第6章 物理的仕様] の中にRS232Cケーブル接続の例があり ますので接続機器に合

わせたケーブルをご利用下さ い。

イ ーサネ ッ ト

ハブ

Enet-SS

RS232C相手機器

UNIXマ シン

W indowsPC等の

ネ ッ ト ワ ーク 機器

10/100Base

RS232C

イ ーサネ ッ ト

他の Enet

シ リ ーズ

端末機器等

ハブ

Enet-SS

RS232C相手機器

10/100Base

RS232C
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序－４ 　 各部の名称と 働き序－４ 　 各部の名称と 働き  (LED (LE D とと SW )SW )

Et hr net RS2 RS1

Enet-SS
Et her net /RS232c PROG POWER CONNECT2 PACKET PROGCONNECT2

PACKET(LED)

CONNECT1(LED)

POWER(LED)

PROG

TCP、 UDPパケ ッ ト 送受信時に緑で点滅

RS1と TCP / IP開設、 UDP接続時緑で点灯

電源投入と と も に 赤に点灯し ま す

電源投入時押下し ている と

通信条件固定のプ ロ グ ラ ム

モ ード から 起動する

Ethernet

RJ45コ ネ ク タ

RS232C

Dsub9ピ ン オ ス (DTE配列) 止めネジ＃4-40UNCメ ス イ ン チ ネジ

PROG(LED)

プ ロ グ ラ ム モ ード 起動時に赤で点灯

橙色

(LINK検出時点灯)

緑色

(パケ ッ ト 送信時点滅)

ACケ ーブ ル

FG端子

CONNECT2(LED)

RS2と TCP / IP開設、 UDP接続時緑で点灯
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

◆◆ TCPTCP// I PI Pチ ャ ン ネルチ ャ ン ネル

イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称

◆◆ RS232CRS232Cチ ャ ン ネルチ ャ ン ネル

RS232CRS232C機器に接続さ れるチャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称機器に接続さ れるチャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称

◆◆ 自機自機

Enet-SSEnet-SS と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位

◆◆ 相手機器相手機器

Enet-SSEnet-SS とと TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、 イ ーサネッ ト を介し てネッ ト ワ ーイ ーサネッ ト を介し てネッ ト ワ ー

ク 通信するサーバを含む通信相手機器の総称ク 通信するサーバを含む通信相手機器の総称

◆◆ 端末機器端末機器

RS232CRS232C に接続さ れる端末機器の総称に接続さ れる端末機器の総称

◆◆ フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM

電気的消去、電気的消去、 編集可能な編集可能な ROMROM。。 　 パソ コ ン等でメ モ リ ス イ ッ チ等に使用さ れて　 パソ コ ン等でメ モ リ ス イ ッ チ等に使用さ れて

いるいる ICICの名称の名称

◆◆ TERM WINTERM WIN

弊社弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ード し たよ り ダ ウ ン ロ ード し た TERM WINTERM WINは、は、 パソ コ ン を使用し てパソ コ ン を使用し て Enet-SSEnet-SS

のプ ロ グ ラ ムモ ード を実行する為に、のプ ロ グ ラ ムモ ード を実行する為に、 使用し ま す。使用し ま す。

ま た 、ま た 、 通信テス ト にも使用し ま す。通信テス ト にも使用し ま す。

キー入力がキー入力が RS232CRS232C に出力さ れ、に出力さ れ、 RS232CRS232C から の入力は画面に表示さ れます。から の入力は画面に表示さ れます。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

プ ロ グ ラ ムモ ード と は、プ ロ グ ラ ムモ ード と は、 各種条件を設定する際の各種条件を設定する際の Enet-SSEnet-SS の状態を言います。の状態を言います。

ネッ ト ワ ーク 関係のア ド レ スやネッ ト ワ ーク 関係のア ド レ スやRS232CRS232Cの通信条件等は、の通信条件等は、利用に先立ち一度プ ロ利用に先立ち一度プ ロ

グ ラ ムモ ード で設定を行う 必要があり ま す、グ ラ ムモ ード で設定を行う 必要があり ま す、不揮発性メ モ リ に記憶さ れる為、不揮発性メ モ リ に記憶さ れる為、そそ

の後は電源を入れるだけで設定さ れた条件で動作し ます。の後は電源を入れるだけで設定さ れた条件で動作し ます。　 プ ロ グ ラ ムモ ード の　 プ ロ グ ラ ムモ ード の

実行には以下の２ 通り の方法があり ま す。実行には以下の２ 通り の方法があり ま す。

1)1) Enet-SSEnet-SSのの RS232CRS232Cポートポート RS1 (CH1) RS1 (CH1) を 使用し て、を使用し て、 RS232CRS232Cポート を持つポート を持つ

パソ コ ン＋タ ーミ ナルソ フ ト で設定を行う 方法。パソ コ ン＋タ ーミ ナルソ フ ト で設定を行う 方法。

2)2) Enet-SSEnet-SSのイ ーサネッ ト ポート を使用し て、のイ ーサネッ ト ポート を使用し て、 TELNETTELNETが起動可能な端末よが起動可能な端末よ

り 設定を行う 方法。り 設定を行う 方法。

◆◆ LFCR

キャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バイ ト 。バイ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、 LFCR   のの 22バイ ト がバイ ト が

付加さ れていま す。付加さ れていま す。

序－５ 　 本書で使われる 用語序－５ 　 本書で使われる 用語
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第１ 章　 通信を行う 前の準備第１ 章　 通信を行う 前の準備

第１ 章　第１ 章　 　 通信を 行う 前の準備　 通信を 行う 前の準備

１ －１ 　 電源の投入１ －１ 　 電源の投入

コ ン セン ト にコ ン セン ト に ACACプ ラ グ を差し 込み、プ ラ グ を差し 込み、フ ロ ン ト の電源フ ロ ン ト の電源SWSW をを ONONにする と 電源投入とにする と 電源投入と

なり ま す。なり ま す。 　　 POWERPOWERのの LEDLEDが赤で点灯し ま す。が赤で点灯し ま す。 　　 ま た 、ま た 、 PROGPROG とと CONNECT1,2CONNECT1,2 とと

PACKETPACKETのの LEDLED が緑で点滅し ま す。が緑で点滅し ま す。

１ －２ 　 通信条件の設定を 行う１ －２ 　 通信条件の設定を 行う  ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

Enet-SSEnet-SSは、は、各種通信条件、各種通信条件、相手機器のア ド レ ス等を フ ラ ッ シュ相手機器のア ド レ ス等を フ ラ ッ シュ ROMROMに記録し て、に記録し て、

そ の設定条件で動作し ます。そ の設定条件で動作し ます。従っ て 、従っ て 、ご利用前に、ご利用前に、各種条件を フ ラ ッ シュ各種条件を フ ラ ッ シュ ROMROMに予に予

め設定し ておく 必要が有り ま す。め設定し ておく 必要が有り ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード と は、プ ロ グ ラ ムモ ード と は、フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMへの編集、への編集、

書き込み作業を行う モ ード です。書き込み作業を行う モ ード です。

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMは、は、電源を切っ ても そ の内容が消去さ れる こ と はあり ま せん。電源を切っ ても そ の内容が消去さ れる こ と はあり ま せん。再度、再度、

電源投入し た後、電源投入し た後、設定さ れた内容で動作し ます。設定さ れた内容で動作し ます。フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMへの書き込み繰りへの書き込み繰り

返し 寿命は、返し 寿命は、約約1010万回です。万回です。プ ロ グ ラ ムモ ード 終了時に、プ ロ グ ラ ムモ ード 終了時に、一括し て書き込みを行い一括し て書き込みを行い

ますので、ま すので、 通常の使用では充分の回数です。通常の使用では充分の回数です。

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM への書き込みは以下のへの書き込みは以下の 22 つの方法が可能です。つの方法が可能です。

◆◆ Enet-SSEnet-SS のシリ ア ルチャ ン ネルを使用し てタ ーミ ナル機能を持つ端末機器のシリ ア ルチャ ン ネルを使用し てタ ーミ ナル機能を持つ端末機器 ( (パパ

ソ コ ン等ソ コ ン等) ) を 使用する方法。を使用する方法。

◆◆ Enet-SSEnet-SSのイ ーサネッ ト ポート を使用し てのイ ーサネッ ト ポート を使用し て TELNETTELNETが使用可能な端末機器からが使用可能な端末機器から

書き込みを行う 方法。書き込みを行う 方法。

※※ ど ち ら の方法もプ ロ グ ラ ムモ ード を対話的に編集する事が可能です。ど ち ら の方法もプ ロ グ ラ ムモ ード を対話的に編集する事が可能です。

１ －２ －１１ －２ －１     プ ロ グ ラ ムモ ード と はプ ロ グ ラ ムモ ード と は

メ 　 モメ 　 モ シリ ア ルチャ ン ネルを使用する場合で端末機器がシリ ア ルチャ ン ネルを使用する場合で端末機器がWindowsWindowsの環境下にあるの環境下にある

場合は、場合は、 TERM WINTERM WINが使用でき ま す。が使用でき ま す。

WindowsWindows のの HyperterminalHyperterminal 等でも プ ロ グ ラ ムモ ード は実行可能です。等でも プ ロ グ ラ ムモ ード は実行可能です。

出荷時の通信条件は、出荷時の通信条件は、 BPS=9600  BPS=9600  データ 長データ 長=8=8 ビ ッ トビ ッ ト   STOP=2    STOP=2  パリ テ ィパリ テ ィ ==

無し です。無し です。

PROGと CONNECTと PACKETの LED

は消灯し ま す

プ ロ グ ラ ムモ ード で、 各種設定を

行ないま す

正常な場合 異常な場合

弊社ユ－ザサポート 課へご連絡下

さ い

左記と 異なり ま す。
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１ －２ －２ 　 パソ コ ン と 本機を 接続する１ －２ －２ 　 パソ コ ン と 本機を 接続する

ご 注意ご 注意 変更内容を フ ラ ッ シュ変更内容を フ ラ ッ シュ ROMROMに書き込むにはに書き込むには約１ 秒約１ 秒かかり ま す。かかり ま す。こ の間に電こ の間に電

源を 落と し ま すと 設定内容が壊れる 可能性があ り ま す 。源を 落と し ま すと 設定内容が壊れる 可能性があ り ま す 。

プ ロ グラ ムモ ード終了後に電源を落と す場合は、プ ロ グラ ムモ ード終了後に電源を落と す場合は、プ ロ グラ ムモ ード終了メ ップ ロ グラ ムモ ード終了メ ッ

セージ確認後、セージ確認後、 必ず必ず１ 秒以上１ 秒以上時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。

TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード でによ る プ ロ グ ラ ムモ ード で RebootReboot以外の場合は、以外の場合は、設定内容更新後、設定内容更新後、

必ず必ず１ 秒以上１ 秒以上時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。

◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 11--33--11，， 11--33--22，， 11--33--33 を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

正し く プ ロ グ ラ ムモ ード に入る と 、正し く プ ロ グ ラ ムモ ード に入る と 、 パソ コ ン画面ま たはパソ コ ン画面ま たは TELNETTELNET端末には、端末には、

*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が送信さ れプロ グ ラ ムモード へ入っ た事を知ら せが送信さ れプロ グ ラ ムモード へ入っ た事を知ら せ

ま す。ま す。 こ の時、こ の時、 PROG LEDPROG LED が赤く 点灯し ま す。が赤く 点灯し ま す。 こ の状態がプ ロ グ ラ ムモ ード で、こ の状態がプ ロ グ ラ ムモ ード で、

終了の操作を行っ て通常状態に戻るま で続き ま す。終了の操作を行っ て通常状態に戻るま で続き ま す。

◆◆ 終了方法終了方法

END END LFCR   を 送出し 、を送出し 、 プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

Enet-SSEnet-SSは、は、 END END LFCR   を 受信する と 以下のよ う に動作し ま す。を受信する と 以下のよ う に動作し ま す。

11:: Update and RebootUpdate and Reboot 設定変更値を更新し て設定変更値を更新し て Enet-SSEnet-SSを再起動し プ ロ グ ラを再起動し プ ロ グ ラ

ムモ ード を終了し ま す。ムモ ード を終了し ま す。

22:: Quit and RebootQuit and Reboot 設定変更を破棄し て設定変更を破棄し て Enet-SSEnet-SSを再起動し プ ロ グ ラ ムを再起動し プ ロ グ ラ ム

モ ード を終了し ま す。モ ード を終了し ま す。

33:: Update and QuitUpdate and Quit 設定変更を行いプ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。設定変更を行いプ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

44:: QuitQuit 設定変更を破棄し てプ ロ グ ラ ム設定変更を破棄し てプ ロ グ ラ ム モード を終了し ま す。モード を終了し ま す。

Select numberSelect number::

処理番号＋エ ン タ ーキーの入力後、処理番号＋エ ン タ ーキーの入力後、*** *** PROGRAM ENDPROGRAM END *** *** LFCR   を 返送し てを返送し て

プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、 終了方法終了方法

◆TELNETを 使用する場合◆シリ ア ルチャ ン ネル (RS1)を 使用する場合

TERM WIN

DOS/V機

WindowsPC

9/9ピ ン ク ロ ス ケーブ ル

Enet-SS

イ ーサネッ ト

TELNETが実行可能な端末機器

Enet-SS
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パソ コ ン を タ ーミ ナルと し て準備し たら 、パソ コ ン を タ ーミ ナルと し て準備し たら 、PROG SWPROG SW を押し ながらを押し ながら Enet-SSEnet-SSの電源の電源

を投入し て下さ い。を投入し て下さ い。

こ の時の、こ の時の、 プ ロ グ ラ ムモ ード での通信条件は固定です。プ ロ グ ラ ムモ ード での通信条件は固定です。

通信速度通信速度：： 9600bps 9600bps データ 長データ 長：： 88 ビ ッ トビ ッ ト   ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 22 ビ ッ トビ ッ ト   パリ テ ィパリ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の通信条件を上記に合わせて使用し て下さ い。端末機器の通信条件を上記に合わせて使用し て下さ い。

こ の方法は、こ の方法は、 次の様な場合に有効です。次の様な場合に有効です。

▼▼ コ マ ン ド 無効の設定を行っ たあと で、コ マ ン ド 無効の設定を行っ たあと で、 変更の必要が発生し た。変更の必要が発生し た。

▼▼ 通信条件の設定を忘れてし ま っ た 。通信条件の設定を忘れてし ま っ た 。

１ －３ －１ 　１ －３ －１ 　 PROGPROG 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ードに よ る プ ロ グ ラ ム モ ード

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設中など の状態ではプ ロ グ ラ ムモ ード へは入れません。コ ネク ショ ン 開設中など の状態ではプ ロ グ ラ ムモ ード へは入れません。

シリ ア ルチャ ン ネルシリ ア ルチャ ン ネルRS1 (CH1) RS1 (CH1) へへ@PROG @PROG LFCR   コ マ ン ド を送出する事でプ ロ グ ラ ムコ マ ン ド を送出する事でプ ロ グ ラ ム

モ ード に入り ま す。モ ード に入り ま す。 　 コ マ ン ド の認識およびプ ロ グ ラ ムモ ード 時の通信条件は、　 コ マ ン ド の認識およびプ ロ グ ラ ムモ ード 時の通信条件は、現現

在設定さ れている通信条件と なり ま す。在設定さ れている通信条件と なり ま す。

１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

１ －３ －３ 　１ －３ －３ 　 TELN ETTELN ET に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-SSEnet-SS のの IPIP ア ド レ スはデフ ォ ルト でア ド レ スはデフ ォ ルト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ ていま す。と なっ ていま す。

Enet-SSEnet-SSを接続するネッ ト ワ ーク が上記アド レ スのま ま使用し ても問題を接続するネッ ト ワ ーク が上記アド レ スのま ま使用し ても問題がが

ない事を確認し て下さ い。ない事を確認し て下さ い。 　 以下の様な場合にはそ のま ま の　 以下の様な場合にはそ のま ま の IPIPア ド レア ド レ でで

TELNETTELNET通信を行う と 問題が発生する可能性があり ま す。通信を行う と 問題が発生する可能性があり ま す。 　 　 　 　　 　 　 　

▼▼接続するネッ ト ワ ーク のア ド レ ス空間が上記デフ ォ ルト と 異なる場合。接続するネッ ト ワ ーク のア ド レ ス空間が上記デフ ォ ルト と 異なる場合。

▼▼既にデフ ォ ルト のア ド レ スが他の機器で使用さ れている場合。既にデフ ォ ルト のア ド レ スが他の機器で使用さ れている場合。

こ のよ う な場合は、こ のよ う な場合は、一度、一度、前述前述11--33--22、、11--33--33の方法にて使用可能なの方法にて使用可能な IPIPアア ドド

レ ス を設定し た後に行う か、レ ス を設定し た後に行う か、影響のないセグ メ ン ト 内で影響のないセグ メ ン ト 内で TELNETTELNETによ る設によ る設定定

変更を行います。変更を行います。

　 　 　 　　 　 　 　 ((例例：： Enet-SSEnet-SS と 端末のと 端末の 22 台のみを イ ーサネッ ト 接続する 。台のみを イ ーサネッ ト 接続する 。))

イ ーサネッ ト を介し てイ ーサネッ ト を介し て Enet-SSEnet-SSとと TELNETTELNET通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ムモ ード に通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ムモ ード に

入り ま す。入り ま す。　　 TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設中やデータ 通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード へ入コ ネク ショ ン開設中やデータ 通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード へ入

る事が可能です。る事が可能です。
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Password :Password :にに Enet-SSEnet-SSで設定で設定 ( (後述プ ロ グ ラ ムモ ード 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ムモ ード 設定項目参照) ) さ れたパス ワ ーさ れたパス ワ ー

ド を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。ド を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。

デフ ォ ルト のパス ワ ード はデフ ォ ルト のパス ワ ード は Enet-SSEnet-SSです。です。

 ( (パス ワ ード は表示さ れませんパス ワ ード は表示さ れません ))

正し いパス ワ ード が入力さ れる と正し いパス ワ ード が入力さ れる と *** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が表示さ れプ ロ グが表示さ れプ ロ グ

ラ ムモ ード に入り ま す。ラ ムモ ード に入り ま す。

誤っ たパス ワ ード を入力し た場合は、誤っ たパス ワ ード を入力し た場合は、以下の様なメ ッ セージが表示さ れパス ワ ード以下の様なメ ッ セージが表示さ れパス ワ ード

の再入力と なり ま す。の再入力と なり ま す。

Log in incorrectLog in incorrect

Password :Password :

プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ た後の設定変更等の操作は、プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ た後の設定変更等の操作は、 前述前述11--33--11，， 11--33--22 と 同様でと 同様で

す。す。後述後述 [1 [1--44プ ロ グ ラ ムモ ード 状態での設定方法プ ロ グ ラ ムモ ード 状態での設定方法]]　　 [1[1--55設定項目の解説設定項目の解説]]を 参照しを参照し

て下さ い。て下さ い。

以下に以下に WindowsWindows でのでの TELNET Log inTELNET Log in の例を あげま す。の例を あげま す。

DOSDOSプ ロ ン プ ト よ り 以下のコ マ ン ド を入力し ま す。プ ロ ン プ ト よ り 以下のコ マ ン ド を入力し ま す。

C:¥W INDOWS> telnet 192. 168. 0 . 10C:¥W INDOWS> telnet 192. 168. 0 . 10

TELNETTELNET接続さ れて以下のよ う な画面と なり ま す。接続さ れて以下のよ う な画面と なり ま す。

◆◆ TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード の終了によ る プ ロ グ ラ ムモ ード の終了

TELNETTELNETによ り プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する場合は、によ り プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する場合は、他の方法と 同様に他の方法と 同様に END(end)END(end)

LFCR を 入力し ま す。を入力し ま す。

する とする と *** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   が表示さ れプ ロ グ ラ ムモ ード が終了し た事をが表示さ れプ ロ グ ラ ムモ ード が終了し た事を

通知し ま す。通知し ま す。 ( (他の方法と こ こ ま では同様です。他の方法と こ こ ま では同様です。))
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ご 注意ご 注意 11～～33の番号の処理を実行し た場合、の番号の処理を実行し た場合、プ ロ グ ラ ムモ ード 内で設定変更し た値プ ロ グ ラ ムモ ード 内で設定変更し た値

が書き変わっ た り 、が書き変わっ た り 、 Enet-SSEnet-SSが再起動し ます。が再起動し ます。 こ の場合には、こ の場合には、 TCPTCP//IPIP ココ

ネク ショ ン 中のデータ 通信用ポート の状態が維持出来なく なり ま す。ネク ショ ン 中のデータ 通信用ポート の状態が維持出来なく なり ま す。 ( (イ ーイ ー

サネッ ト チ ャ ン ネル、サネッ ト チ ャ ン ネル、シリ ア ルチャ ン ネル共にシリ ア ルチャ ン ネル共に ) ) よ っ て現在コ ネク ショ ン中よ っ て現在コ ネク ショ ン中

の場合、の場合、 強制終了さ れます。強制終了さ れます。

ま た 、ま た 、再起動が行われた場合は再起動が行われた場合は Enet-SSEnet-SSの電源再投入と 同じ 動作と なり まの電源再投入と 同じ 動作と なり ま

す。す。11～～33を選択する場合は、を選択する場合は、現在のデータ 通信状態が破棄さ れる事を ご承現在のデータ 通信状態が破棄さ れる事を ご承

知の上で、知の上で、 注意し て行っ て下さ い。注意し て行っ て下さ い。

※※ UpdateUpdate処理が行なわれると 、処理が行なわれると 、Update Completed Update Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れます。のメ ッ セージが表示さ れます。

※※ RebootReboot処理が行なわれる と 、処理が行なわれる と 、Reboot Completed Reboot Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れます。のメ ッ セージが表示さ れます。

※※ TELNETTELNETセッ ショ ンを終了の際に、セッ ショ ンを終了の際に、 Disconnected Disconnected LFCR   のメ ッ セージが表示さ れます。のメ ッ セージが表示さ れます。

し かしし かし TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード では、によ る プ ロ グ ラ ムモ ード では、設定変更を行っ た値はこ の時点で設定変更を行っ た値はこ の時点で

は書き込まれずに、は書き込まれずに、 ENDENDメ ッ セージの後に以下の様なメ ッ セージが表示されまメ ッ セージの後に以下の様なメ ッ セージが表示されます。す。

そ れぞれのメ ッ セージの意味は以下のと おり です。そ れぞれのメ ッ セージの意味は以下のと おり です。

1:Update and Reboot1:Update and Reboot 設定変更値を更新し て設定変更値を更新し て Enet-SSEnet-SS を再起動しを再起動し TELNETTELNET

セッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

2:Quit and Reboot2:Quit and Reboot 設定変更を破棄し て設定変更を破棄し て Enet-SSEnet-SS を再起動しを再起動し TELNETTELNET

セッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

3:Update and Quit3:Update and Quit 設定変更を行い設定変更を行い TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

4:Quit4:Quit 設定変更を破棄し て設定変更を破棄し て TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

Select number:Select number:

Select numberSelect numberの所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。の所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。

11 ～～22 を選択時点でを選択時点で TCPTCP//IPIPデータ 通信コ ネク ショ ン が開かれている場合に下記データ 通信コ ネク ショ ン が開かれている場合に下記

メ ッ セージが表示さ れます。メ ッ セージが表示さ れます。 データ 通信コ ネク ショ ン が開かれていない場合は、データ 通信コ ネク ショ ン が開かれていない場合は、

選択さ れた処理が行われます。選択さ れた処理が行われます。

Warning : Under communication runningWarning : Under communication running

1:Ok  2:Cancel1:Ok  2:Cancel　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Select number:Select number:

Select numberSelect numberの所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。の所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。

11 を入力の場合は、を入力の場合は、 データ 通信の有無に関わら ず、データ 通信の有無に関わら ず、 前述で選択さ れた前述で選択さ れた 11～～33 の処の処

理を行います。理を行います。

22 を選択の場合は、を選択の場合は、 再度　再度　 11 ～～44 の選択メ ッ セージが表示さ れます。の選択メ ッ セージが表示さ れます。
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１ －４ －２ 　 表示画面１ －４ －２ 　 表示画面

１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の設定方法１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の設定方法

設定変更の方法は　 ○○設定変更の方法は　 ○○== ○○○○○○  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ) ) が基本です。が基本です。

画面表示し ている書式と 同じ よ う にキー入力し ま す。画面表示し ている書式と 同じ よ う にキー入力し ま す。

エ ン タ ーキーは、エ ン タ ーキーは、 端末の端末の EnterEnterキーを押すこ と を表し ていま す。キーを押すこ と を表し ていま す。

ASCIIASCII コ ード の英大文字コ ード の英大文字・・ 英小文字英小文字・・ 数字数字・・ 記号を使用し ま す。記号を使用し ま す。

例例)) 通信速度の変更例　通信速度の変更例　 19200bps19200bps に変更する 。に変更する 。

  B=19200B=19200  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ) ) ま たは　ま たは　 b=19200b=19200  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ))

((プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する ま で通信条件は変わり ま せん。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する ま で通信条件は変わり ま せん。))

も し 誤っ た書式や設定できない値を入力し た場合は？を返し ま す。も し 誤っ た書式や設定できない値を入力し た場合は？を返し ま す。

エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー  ( (直前に文字を打たずに直前に文字を打たずに EnterEnterキーのみキーのみ) ) を 押すと 、を押すと 、 現在の設定値現在の設定値

ページま たは次の設定値ページを表示し ま す。ページま たは次の設定値ページを表示し ま す。

事前に変更入力があっ た場合⇒変更入力さ れた項目のページを表示事前に変更入力があっ た場合⇒変更入力さ れた項目のページを表示

事前に変更入力が無い場合　 ⇒現在表示の次のページを表示事前に変更入力が無い場合　 ⇒現在表示の次のページを表示

設定画面のページは全部で設定画面のページは全部で 33 ページあり ま す。ページあり ま す。

表示ページを変える には、表示ページを変える には、 前述のエ ン タ ーキーによ る方法の他にページ番号指定前述のエ ン タ ーキーによ る方法の他にページ番号指定

によ る方法があり ま す。によ る方法があり ま す。

例例)) 22  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ) ) ＝＝ (2 (2 ページ目を表示するページ目を表示する ))

１ －４ －１ 　 基本的な操作方法１ －４ －１ 　 基本的な操作方法

*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   の表示後、の表示後、エ ン タ ーキーを押すとエ ン タ ーキーを押すと 11ページ目が表示さページ目が表示さ

れます。れま す。 11 ～～33 ページの内容は次ページのと おり です。ページの内容は次ページのと おり です。
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*** PROGRAM 2/3 ****** PROGRAM 2/3 ***

MAC=00:C0:84:00:00:00MAC=00:C0:84:00:00:00 ETHERNET ADDRESSETHERNET ADDRESS

IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10 P ADDRESSP ADDRESS

NETM=0.0.0.0NETM=0.0.0.0 NETMASKNETMASK

DEFG=0.0.0.0DEFG=0.0.0.0 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY

BRDA=255.255.255.255BRDA=255.255.255.255 BROADCAST ADDRESSBROADCAST ADDRESS

WAIT=120WAIT=120 TIME WAIT(sec)TIME WAIT(sec)

USER=USER= USER NAMEUSER NAME

PASS=Enet-SSPASS=Enet-SS TELNET PASS WORDTELNET PASS WORD

OBSP=0000OBSP=0000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER

PWCT=   10PWCT=   10 POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]

PWTM=   60PWTM=   60 POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]

DCT=    0DCT=    0 DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]

DTM=  60DTM=  60 DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]

TRY=NTRY=N RETRY COUNTER[N/S]RETRY COUNTER[N/S]

WTM=    0WTM=    0 KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]

M=DM=D MULTI PORT[E/D]MULTI PORT[E/D]

HEAD=DHEAD=D UDP TABLE HEADER[E/D]UDP TABLE HEADER[E/D]

1PW=  0T1PW=  0T 2PW=  0T2PW=  0T CH1/2 POWER ON CONNECTCH1/2 POWER ON CONNECT

1SP=10001SP=1000 2SP=10012SP=1001 CH1/2 SOURCE PORT NoCH1/2 SOURCE PORT No

◆◆11 ページ目ページ目

*** PROGRAM 1/3 ****** PROGRAM 1/3 ***

Enet-SS  Ver1.0     2014/09/18  ROM VERSIONEnet-SS  Ver1.0     2014/09/18  ROM VERSION

COM=@COM=@ COMMAND PROMPT(Max4Byte)COMMAND PROMPT(Max4Byte)

ECHO=EECHO=E ECHO[E/D]ECHO[E/D]

RMSG=ERMSG=E MESSAGE OUT TO RS232C[E/D]MESSAGE OUT TO RS232C[E/D]

OKMSG=DOKMSG=D PROGRAM MODE OK MESSAGE OUT[E/D]PROGRAM MODE OK MESSAGE OUT[E/D]

BPSBPS 　 　　 　 STOP   DATA   PARITY  XON    DTR     RTS    CD ONCSTOP   DATA   PARITY  XON    DTR     RTS    CD ONC

1B=9600   1S=2   1D=8   1P=N    1X=D   1DR=D   1RT=E  1CD=1B=9600   1S=2   1D=8   1P=N    1X=D   1DR=D   1RT=E  1CD=

2B=9600   2S=2   2D=8   2P=N    2X=D   2DR=D   2RT=E  2CD=2B=9600   2S=2   2D=8   2P=N    2X=D   2DR=D   2RT=E  2CD=

DEL CODE  CR     LF     ETX     DEL TIMDEL CODE  CR     LF     ETX     DEL TIM

1DEL=      1CR=D  1LF=D  1ET=D   1DT=  0.001DEL=      1CR=D  1LF=D  1ET=D   1DT=  0.00

2DEL=      2CR=D  2LF=D  2ET=D   2DT=  0.002DEL=      2CR=D  2LF=D  2ET=D   2DT=  0.00

◆◆22 ページ目ページ目
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１ －５ 　 設定項目の解説１ －５ 　 設定項目の解説

１ －５ －１ 　 各項目の意味、１ －５ －１ 　 各項目の意味、 設定範囲、設定範囲、 デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値

◆◆ 設定説明で先頭の設定説明で先頭の n  (n  (小文字小文字) ) はシ リ ア ルチ ャ ン ネル番号はシ リ ア ルチ ャ ン ネル番号 (1o r2 )  (1o r2 ) を 表し て いを 表し て い

ま す。ま す。

◆◆ ROM  VERSIONROM  VERSION

ソ フ ト バージョ ン を表示し ま す。ソ フ ト バージョ ン を表示し ま す。

◆◆ シ リ ア ル通信速度シ リ ア ル通信速度 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 96009600

nB= nnnn nB= nnnn LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの nnnn bpsnnnn bps と し ま す。と し ま す。

値は値は 300,600,1200,2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600300,600,1200,2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600

14400,28800,57600,115200,23040014400,28800,57600,115200,230400 の何れかです。の何れかです。

◆◆ デー タ ビ ッ ト 長デー タ ビ ッ ト 長 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 88

nD=8 nD=8 LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのデータ ビ ッ ト 長をチャ ン ネルのデータ ビ ッ ト 長を 88 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

nD=7 nD=7 LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのデータ ビ ッ ト 長をチャ ン ネルのデータ ビ ッ ト 長を 77 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

◆◆33 ページ目ページ目

*** PROGRAM 3/3 ****** PROGRAM 3/3 ***

HOST IP ADDRESS      DEST PORT  HOST ETHERNET ADDRESSHOST IP ADDRESS      DEST PORT  HOST ETHERNET ADDRESS

  1I= 0.0.0.0  1I= 0.0.0.0   1DP=0000  1DP=0000  1M=00:00:00:00:00:00 1M=00:00:00:00:00:00

  2I= 0.0.0.0  2I= 0.0.0.0   2DP=0000  2DP=0000  2M=00:00:00:00:00:00 2M=00:00:00:00:00:00

  3I= 0.0.0.0  3I= 0.0.0.0   3DP=0000  3DP=0000  3M=00:00:00:00:00:00 3M=00:00:00:00:00:00

  4I= 0.0.0.0  4I= 0.0.0.0   4DP=0000  4DP=0000  4M=00:00:00:00:00:00 4M=00:00:00:00:00:00

  5I= 0.0.0.0  5I= 0.0.0.0   5DP=0000  5DP=0000  5M=00:00:00:00:00:00 5M=00:00:00:00:00:00

  6I= 0.0.0.0  6I= 0.0.0.0   6DP=0000  6DP=0000  6M=00:00:00:00:00:00 6M=00:00:00:00:00:00

  7I= 0.0.0.0  7I= 0.0.0.0   7DP=0000  7DP=0000  7M=00:00:00:00:00:00 7M=00:00:00:00:00:00

  8I= 0.0.0.0  8I= 0.0.0.0   8DP=0000  8DP=0000  8M=00:00:00:00:00:00 8M=00:00:00:00:00:00

  9I= 0.0.0.0  9I= 0.0.0.0   9DP=0000  9DP=0000  9M=00:00:00:00:00:00 9M=00:00:00:00:00:00

 10I= 0.0.0.0 10I= 0.0.0.0 10DP=000010DP=0000 10M=00:00:00:00:00:0010M=00:00:00:00:00:00

 11I= 0.0.0.0 11I= 0.0.0.0 11DP=000011DP=0000 11M=00:00:00:00:00:0011M=00:00:00:00:00:00

 12I= 0.0.0.0 12I= 0.0.0.0 12DP=000012DP=0000 12M=00:00:00:00:00:0012M=00:00:00:00:00:00

 13I= 0.0.0.0 13I= 0.0.0.0 13DP=000013DP=0000 13M=00:00:00:00:00:0013M=00:00:00:00:00:00

 14I= 0.0.0.0 14I= 0.0.0.0 14DP=000014DP=0000 14M=00:00:00:00:00:0014M=00:00:00:00:00:00

 15I= 0.0.0.0 15I= 0.0.0.0 15DP=000015DP=0000 15M=00:00:00:00:00:0015M=00:00:00:00:00:00

 16I= 0.0.0.0 16I= 0.0.0.0 16DP=000016DP=0000 16M=00:00:00:00:00:0016M=00:00:00:00:00:00

 17I= 0.0.0.0 17I= 0.0.0.0 17DP=000017DP=0000 17M=00:00:00:00:00:0017M=00:00:00:00:00:00

 18I= 0.0.0.0 18I= 0.0.0.0 18DP=000018DP=0000 18M=00:00:00:00:00:0018M=00:00:00:00:00:00
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◆◆ ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 22

nS= 2 nS= 2 LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのス ト ッ プ ビ ッ ト 長をチャ ン ネルのス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 22 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

nS= 1 nS= 1 LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのス ト ッ プ ビ ッ ト 長をチャ ン ネルのス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 11 ビ ッ ト と し ま す。ビ ッ ト と し ま す。

◆◆ パ リ テ ィパ リ テ ィ デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 NN

nP=N nP=N LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのパリ テ ィ ビ ッ ト 無し と し ま す。チ ャ ン ネルのパリ テ ィ ビ ッ ト 無し と し ま す。

nP=E nP=E LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのパリ テ ィ を偶数チャ ン ネルのパリ テ ィ を偶数 (EVEN)  (EVEN) と し ま す。と し ま す。

nP=O nP=O LFCR 　　 nnチ ャ ン ネルのパリ テ ィ を奇数チャ ン ネルのパリ テ ィ を奇数 (ODD)  (ODD) と し ま す。と し ま す。

◆◆ 端末機器か ら の デ リ ミ タ 指定端末機器か ら の デ リ ミ タ 指定 デフ ォ ルト 　 各項と もデフ ォ ルト 　 各項と も DD

nCR=D nCR=D LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの CR (0Dh) CR (0Dh) はデリ ミ タ では無いと し ま す。はデリ ミ タ では無いと し ま す。

nCR=E nCR=E LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのデリ ミ タ をチ ャ ン ネルのデリ ミ タ を CR (0Dh) CR (0Dh) と し ま す。と し ま す。

nLF=D nLF=D LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの LF (0Ah) LF (0Ah) はデリ ミ タ では無いと し ま す。はデリ ミ タ では無いと し ま す。

nLF=E nLF=E LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのデリ ミ タ をチ ャ ン ネルのデリ ミ タ を LF (0Ah) LF (0Ah) と し ま す。と し ま す。

nET=D nET=D LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの ETX (03h) ETX (03h) はデリ ミ タ では無いと し ま す。はデリ ミ タ では無いと し ま す。

nET=E nET=E LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのデリ ミ タ をチ ャ ン ネルのデリ ミ タ を ETX (03h) ETX (03h) と し ま す。と し ま す。

※※ デリ ミ タ コ ード は、デリ ミ タ コ ード は、端末機器から バイ ト 単位で受信し たデータ 列を端末機器から バイ ト 単位で受信し たデータ 列を 11パケ ッ ト のパケ ッ ト の

単位と し て相手機器に送信する為の区切り と し て使用さ れます。単位と し て相手機器に送信する為の区切り と し て使用さ れます。

詳細は詳細は [3 [3--88--11　　 RS232CRS232C 機器→機器→Enet-SSEnet-SS→イ ーサネッ ト 機器へのデータ 伝送→イ ーサネッ ト 機器へのデータ 伝送]]

を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

◆◆ 端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の指定端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の指定 デフ ォ ルト 　 指定無しデフ ォ ルト 　 指定無し

nDEL= hhhhnDEL= hhhh 　　 nn チ ャ ン ネルのデリ ミ タ コ ードチ ャ ン ネルのデリ ミ タ コ ード hhhhhhhh と し ま す。と し ま す。

hhhhhhhh は、は、 00h00h からから FFhFFh のの 1616 進数です。進数です。

hh hh LFCR で指定の場合は、で指定の場合は、 hhhh のの 11 バイ ト デリ ミ タ と なり ま す。バイ ト デリ ミ タ と なり ま す。

hhhhhhhh LFCR で指定の場合は、で指定の場合は、 hhhhhhhh のの 22 バイ ト デリ ミ タ と なり ま す。バイ ト デリ ミ タ と なり ま す。

例例)) (nCR=D,nLF=D,nDEL=0D0A) (nCR=D,nLF=D,nDEL=0D0A) の場合の場合 CR (0Dhex)  CR (0Dhex) に続いてに続いて  LF (0Ahex)  LF (0Ahex) を 受を受

信する と デリ ミ タ と なり ま す。信する と デリ ミ タ と なり ま す。

前述の前述の nCR= ,nLF= ,nET= ,nCR= ,nLF= ,nET= , のデリ ミ タ 指定を Ｅ と し た場合、のデリ ミ タ 指定を Ｅ と し た場合、 nDEL=nDEL= で同様のコ ーで同様のコ ー

ド を指定の場合、ド を指定の場合、 22 バイ ト デリ ミ タ と なら ない場合があり ま す。バイ ト デリ ミ タ と なら ない場合があり ま す。

例例)) nCR=E,nDEL=0D12nCR=E,nDEL=0D12 の場合の場合 CR (0Dhex)  CR (0Dhex) 受信でデリ ミ タ 扱いと なり ま す。受信でデリ ミ タ 扱いと なり ま す。

nDEL=   nDEL=   LFCR   で指定無し と なり ま す。で指定無し と なり ま す。
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※※ 通信速度に対応し た最大／最小タ イ ムア ウ ト 値を超える値を設定し た場合、通信速度に対応し た最大／最小タ イ ムア ウ ト 値を超える値を設定し た場合、 設設

定さ れた通信速度に対応し た最大／最小タ イ ムア ウ ト 値が自動的に選択さ れま定さ れた通信速度に対応し た最大／最小タ イ ムア ウ ト 値が自動的に選択さ れま

す。す。

例例)) 通信速度　通信速度　 9600bps9600bps nDT=90.0nDT=90.0 を 入力し てもを入力し ても nDT=61.40nDT=61.40 と なり ま す。と なり ま す。

通信速度　通信速度　 600bps600bps nDT=0.01nDT=0.01 と 入力し てもと 入力し ても nDT=0.02nDT=0.02 と なり ま す。と なり ま す。

※※ 詳細は詳細は [3 [3--88--11　　 RS232CRS232C機器機器  →→Enet-SSEnet-SS→イ ーサネッ ト 機器へのデータ 伝送→イ ーサネッ ト 機器へのデータ 伝送]]・・

タ イ ムア ウ ト の指定を参照し て下さ い。タ イ ムア ウ ト の指定を参照し て下さ い。

設定可能最大 設定可能最小

タ イ ムア ウ ト 値 タ イ ムア ウ ト 値

300 nDT＝99.99 nDT＝0.04

600 nDT＝99.99 nDT＝0.02

1200～4800 nDT＝99.99 nDT＝0.01

9600 nDT＝61.40 同上

19200 nDT＝30.70 同上

38400 nDT＝15.35 同上

76800 nDT＝07.70 同上

153600 nDT＝03.80 同上

14400 nDT＝40.80 同上

28800 nDT＝20.10 同上

57600 nDT＝10.00 同上

115200 nDT＝05.20 同上

通信速度

※※ デリ ミ タ コ ード は、デリ ミ タ コ ード は、端末機器から バイ ト 単位で受信し たデータ 列を端末機器から バイ ト 単位で受信し たデータ 列を 11パケ ッ ト のパケ ッ ト の

単位と し て相手機器に送信する為の区切り と し て使用さ れます。単位と し て相手機器に送信する為の区切り と し て使用さ れます。

詳細は詳細は [3 [3--88--11　　 RS232CRS232C 機器→機器→Enet-SSEnet-SS→イ ーサネッ ト 機器へのデータ 伝送→イ ーサネッ ト 機器へのデータ 伝送]]

を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

◆◆ 端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 ﾀｲﾑｱｳﾄﾀｲﾑｱｳﾄ無し無し

nDT=nn.nn nDT=nn.nn LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのタ イ ムア ウ ト 値をチャ ン ネルのタ イ ムア ウ ト 値を nn.nnnn.nn に し ま す。にし ま す。

nn.nnnn.nn は数値です。は数値です。（ 単位秒）（ 単位秒）

nDT=1 nDT=1 LFCR  ,nDT= .02  ,nDT= .02 LFCR   の様な入力も可能です。の様な入力も可能です。

nDT=  nDT=  LFCR   で、で、 タ イ ムア ウ ト 指定無し と なり ま す。タ イ ムア ウ ト 指定無し と なり ま す。

タ イ ムア ウ ト の設定値は、タ イ ムア ウ ト の設定値は、選択シリ ア ル通信速度によ り 制限があり ま す。選択シリ ア ル通信速度によ り 制限があり ま す。以下の以下の

表を参考にし て設定し て く だ さ い。表を参考にし て設定し て く だ さ い。
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◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の指定及びコ マ ン ド 無効の指定コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の指定及びコ マ ン ド 無効の指定　　 デフ ォ ルト 　 ＠デフ ォ ルト 　 ＠

COM=aaaa COM=aaaa LFCR コ マ ン ド プ ロ ン プ ト をコ マ ン ド プ ロ ン プ ト を aaaaaaaa の文字列と し ま す。の文字列と し ま す。

aaaaaaaa は、は、 11 からから 44 個の文字列です。個の文字列です。

コ マ ン ド の先頭にこ の文字列が必要と なり ま す。コ マ ン ド の先頭にこ の文字列が必要と なり ま す。

リ ザルト の先頭にこ の文字列が付き ます。リ ザルト の先頭にこ の文字列が付き ます。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を変更する際に指定し て下さ い。コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を変更する際に指定し て下さ い。

COM=  COM=  LFCR   でコ マ ン ド すべてが無効と なり ま す。でコ マ ン ド すべてが無効と なり ま す。 ( (リ ザルト も無しリ ザルト も無し ))

◆◆ 開設時以外でのシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定開設時以外でのシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定  　　 デフ ォ ルトデフ ォ ルト  E E

ECHO=E ECHO=E LFCR シ リ ア ルチ ャ ン ネルにエ コ ーバッ ク し ま す。シリ ア ルチャ ン ネルにエ コ ーバッ ク し ま す。

ECHO=D ECHO=D LFCR エ コ ーバッ ク 無し と し ま す。エ コ ーバッ ク 無し と し ま す。

◆◆ ハー ド フ ロ ー の指定ま た はコ ネ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル指定ハー ド フ ロ ー の指定ま た はコ ネ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル指定

デフ ォ ルトデフ ォ ルト :D:D

nDR=D nDR=D LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの DTRDTR//DSRDSR フ ロ ー無効と し ま す。フ ロ ー無効と し ま す。

nDR=E nDR=E LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの DTRDTR//DSRDSR フ ロ ー有効と し ま す。フ ロ ー有効と し ま す。

nDR=S nDR=S LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の状態を通知し ま す。コ ネク ショ ン の状態を通知し ま す。

　 コ ネク ショ ン 開設中は、　 コ ネク ショ ン 開設中は、 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの DTRDTR出力信号が出力信号が HighHig h と なり ま す。と なり ま す。

　 コ ネク ショ ン 非開設時は、　 コ ネク ショ ン 非開設時は、 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの DTRDTR出力信号が出力信号が LowLow と なり ま す。と なり ま す。

※※ メ ッ セージ出力を無効と し た場合の、メ ッ セージ出力を無効と し た場合の、コ ネク ショ ン 開設状態の判断が可能と なりコ ネク ショ ン 開設状態の判断が可能と なり

ま す。ま す。

※※ 通信相手登録テーブ ル通信相手登録テーブ ル  ( (プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード 33//33ページで設定のページで設定の nnInnI＝等＝等) ) に設定のに設定の

通信相手がコ ネク ショ ン通知の対象と なり ま す。通信相手がコ ネク ショ ン通知の対象と なり ま す。

※※ バッ ク グ ラ ウ ン ド でバッ ク グ ラ ウ ン ド で TELNET LOGINTELNET LOGIN さ れていてもさ れていても DTRDTR出力は変化し ません。出力は変化し ません。

nDR=O nDR=O LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の開設／切断を端末機器コ ネク ショ ン の開設／切断を端末機器

      から コ マ ン ド を使用せずにコ ン ト ロ ールし ま す。から コ マ ン ド を使用せずにコ ン ト ロ ールし ま す。

Enet-SSEnet-SSのの DSRDSR入力信号が入力信号が LowLowからから HighHig hに変化する とに変化する と 1DR=01DR=0と 指定時はテーと 指定時はテー

ブ ルブ ル 11 番に登録の通信相手機器へ、番に登録の通信相手機器へ、 同様に同様に 2DR=02DR=0 と 指定時はテーブ ルと 指定時はテーブ ル 22番に登番に登

録の通信相手機器に対し て録の通信相手機器に対し て TCP/IPTCP/IPコ ネク ショ ン 開設要求を送出し ま す。コ ネク ショ ン 開設要求を送出し ま す。

正し く コ ネク ショ ン が開設さ れる と正し く コ ネク ショ ン が開設さ れる と Enet-SSEnet-SSの該当チャ ン ネルのの該当チャ ン ネルの DTRDTR出力信号出力信号

がが HighHig h と なり 端末機器に通知し ます。と なり 端末機器に通知し ます。

((英字のオ－英字のオ－))
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補　 足補　 足 モ デムと 接続し てこ の機能を利用する例がモ デムと 接続し てこ の機能を利用する例が [6 [6--22--44　 モ デムの接続　 モ デムの接続] ] に説明に説明

さ れていま す。さ れていま す。

Enet-SSEnet-SS該当チャ ン ネルの該当チャ ン ネルの DSRDSR入力信号が入力信号が HighHig h からから LowLow に変化する と 開設中に変化する と 開設中

該当テーブ ルの相手機器と のコ ネク ショ ン を切断し ま す。該当テーブ ルの相手機器と のコ ネク ショ ン を切断し ま す。コ ネク ショ ン が正し くコ ネク ショ ン が正し く

切断さ れ、切断さ れ、 Enet-SSEnet-SSがが待機状態になる と 、待機状態になる と 、 Enet-SSEnet-SS該当チャ ン ネルの該当チャ ン ネルの DTRDTR出出

力信号を力信号を LowLow と し て コ ネク ショ ン の切断を端末機器に通知し ます。と し てコ ネク ショ ン の切断を端末機器に通知し ます。

※※ 本機能を使用し て通信を行う 相手機器はシリ ア ルチャ ン ネル本機能を使用し て通信を行う 相手機器はシリ ア ルチャ ン ネル 11は、は、 11番目の登録番目の登録

テーブ ル、テーブ ル、 シリ ア ルチャ ン ネルシリ ア ルチャ ン ネル 22 はは 22 番目の登録テーブ ルに設定し て く だ さ い。番目の登録テーブ ルに設定し て く だ さ い。

33 番目以降の通信相手には、番目以降の通信相手には、 ここ の機能は使用出来ません。の機能は使用出来ません。

※※ コ マ ン ド を出せない端末機器からコ マ ン ド を出せない端末機器から TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の開設／切断を行う 場合コ ネク ショ ン の開設／切断を行う 場合

に設定し ま す。に設定し ま す。

◆◆ ソ フ ト フ ロ ー の指定ソ フ ト フ ロ ー の指定 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 DD

sX=D sX=D LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのソ フ ト フ ロ ー無効と し ま す。チ ャ ン ネルのソ フ ト フ ロ ー無効と し ま す。

sX=E sX=E LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのソ フ ト フ ロ ー有効と し ま す。チ ャ ン ネルのソ フ ト フ ロ ー有効と し ま す。

◆◆ CDCD 入力での入力での TCP/IPTCP/I P コ ネ ク シ ョ ン 開設コ ネ ク シ ョ ン 開設 デフ ォ ルト 　 指定無しデフ ォ ルト 　 指定無し

nCD=nn nCD= nn LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのテーブ ルチャ ン ネルのテーブ ル nnnn 番と番と CDCD オ ン時に開設し ま す。オ ン時に開設し ま す。

nnnn は、は、 11 からから 1818 のテ ーブ ル番号です。のテーブ ル番号です。

指定有り の場合は、指定有り の場合は、 CDCD オ フ でコ ネク ショ ン を終了し ま す。オ フ でコ ネク ショ ン を終了し ま す。

nCD=0 (nCD=0 (数字ゼロ数字ゼロ ) ) LFCR   で指定無し と なり ま す。で指定無し と なり ま す。

指定無し の場合は指定無し の場合は CDCD入力は無視さ れます。入力は無視さ れます。

((オ ン でも オ フ でも関係なしオ ン でも オ フ でも関係なし ))

※※ 前述、前述、 nDR=Hor nDR=mmnDR=Hor nDR=mm 指定及び、指定及び、後述後述nPWnPW ＝＝mmXmmXの設定は、の設定は、排他設定と な排他設定と な

り ま す。り ま す。

nnCD=CD= の設定を行う と 、の設定を行う と 、 nDR=HnDR=H など の設定はでき ま せん。など の設定はでき ま せん。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジの出力シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジの出力 デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： EE

　　 RMSG=E RMSG=E LFCR シ リ ア ルチ ャ ン ネルへメ ッ セージを出力し ま す。シリ ア ルチャ ン ネルへメ ッ セージを出力し ま す。

RMSG=D RMSG=D LFCR シ リ ア ルチ ャ ン ネルへメ ッ セージを出力し ま せん。シリ ア ルチャ ン ネルへメ ッ セージを出力し ま せん。
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◆◆ 自機イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス自機イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス

MAC=00:C0:84:hh:hh:hhMAC=00:C0:84:hh:hh:hh　 こ の項目は、　 こ の項目は、 変更でき ま せん。変更でき ま せん。

hh:hh:hhhh:hh:hh 部分は、部分は、 個々の装置にユニ ーク な番号です。個々の装置にユニ ーク な番号です。

◆◆ 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス 　　 　　 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 192.168.0.10192.168.0.10

IP=ddd .ddd .ddd .ddd  IP=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR 自機自機 IPIPア ド レ ス を設定し ま す。ア ド レ ス を設定し ま す。

IPIPア ド レ スは、ア ド レ スは、 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。 88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1バイ トバイ ト ) ) 単位を単位を

ド ッ ト で区切り 、ド ッ ト で区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で表示し ま す。進数で表示し ます。

個々の個々の dddddd の部分は、の部分は、 00 ～～255255 です。です。

◆◆ ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

nSP= hhhh nSP= hhhh LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのソ ースポート 番号を設定し ま す。チ ャ ン ネルのソ ースポート 番号を設定し ま す。

番号は、番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長(2(2 バイ トバイ ト ))で示さ れま す。で示さ れま す。 1616 進数で指定し ま す。進数で指定し ます。

※※ 1SP=1SP= とと 2SP=2SP= に同じ 番号は設定でき ま せん。に同じ 番号は設定でき ま せん。

※※ ポート 番号はポート 番号は 00000000 の状態は未設定と なり ま す。の状態は未設定と なり ま す。

ご 注意ご 注意 Enet-SSEnet-SS のの PORTPORTの設定はの設定は､､すべてすべて Hex (16Hex (16 進数進数) ) での指定と なり ま すでの指定と なり ま す｡｡通通

信相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム等の信相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム等の PORTPORT指定が指定が Dec (10Dec (10進数進数) ) の場合がの場合が

あり ま すのであり ま すので､､ご注意下さ いご注意下さ い｡｡

例例)) Enet-SSEnet-SS側で側で PORTPORTをを 1000 (Hex) 1000 (Hex) と 指定し た場合と 指定し た場合､､通信相手機器で通信相手機器で

設定する設定する Enet-SSEnet-SS のポート はのポート は､10､10 進数で進数で 4096 (Dec) 4096 (Dec) と 指定し ま すと 指定し ま す｡｡

ポート 番号のポート 番号の 00 ～～1024 (0400h) 1024 (0400h) ま ではま では well-known portwell-known portと し て予約さと し て予約さ

れていま す。れていま す。 通常のデータ 通信には別の番号を設定し て下さ い。通常のデータ 通信には別の番号を設定し て下さ い。

◆プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定値正常時の リ ザル ト の有無の選択◆プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定値正常時の リ ザル ト の有無の選択 デフ ォ ルトデフ ォ ルト :D:D

OKMSG=DOKMSG=D LFCR プ ロ グ ラ ムモ ード の設定が正常でも何も返送し ま せん。プ ロ グ ラ ムモ ード の設定が正常でも何も返送し ま せん。

OKMSG=EOKMSG=E LFCR プ ロ グ ラ ムモ ード の設定が正常時に、プ ロ グ ラ ムモ ード の設定が正常時に、 "OK+"OK+ LFCR ""のリ ザルのリ ザル

ト をト を返送し ま す。返送し ま す。 　　

プ ロ グ ラ ムモ ード の設定を ス ク リ プ ト 等のプ ロ グ ラ ムで設定のプロ グ ラ ムモ ード の設定を ス ク リ プ ト 等のプ ロ グ ラ ムで設定の場合、場合、正し く 設定正し く 設定

が行われた事の確認に使用出来ます。が行われた事の確認に使用出来ます。

◆◆ RTS/CTSRTS/CTS ハー ド フ ロ ー制御の指定ハード フ ロ ー制御の指定 デフ ォ ルトデフ ォ ルト :E:E

nnRT=ERT=E LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの RTS/CTSRTS/CTS フ ロ ー制御有効と し ま す。フ ロ ー制御有効と し ま す。

nRT=DnRT=D LFCR 　　 nn チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの RTS/CTSRTS/CTS フ ロ ー制御無効と し ま す。フ ロ ー制御無効と し ま す。
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★★  異なるネッ ト ワ ーク 間の通信例異なるネッ ト ワ ーク 間の通信例  ★★

◆◆ ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

NETM=ddd .ddd .ddd .ddd  NETM=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

サブ ネッ ト の場合のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。サブ ネッ ト の場合のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

下図下図 [ [異なる ネーッ ト ワ ーク 間の通信異なるネーッ ト ワ ーク 間の通信] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

◆◆ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

DEFG=ddd .ddd .ddd .ddd  DEFG=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

サブ ネッ ト の場合のデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 値を設定し ま す。サブ ネッ ト の場合のデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 値を設定し ま す。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

下図下図 [ [異なる ネーッ ト ワ ーク 間の通信異なるネーッ ト ワ ーク 間の通信] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

◆◆ ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 255.255.255.255255.255.255.255

BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd LFCR

サブ ネッ ト のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。サブ ネッ ト のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

こ の値は、こ の値は、 IPIP とと NETMNETM の設定で連動し て変化し ま す。の設定で連動し て変化し ま す。 特に変更を要する時に特に変更を要する時に

こ のコ マ ン ド を使用し ま す。こ のコ マ ン ド を使用し ま す。

下図下図 [ [異なる ネッ ト ワ ーク 間の通信異なるネッ ト ワ ーク 間の通信] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

ネッ ト ワ ーク

相手機器 No.1 IP=192.168.20.12

ルータ ー No.2 IP=192.168.20.02

ルータ ー No.1 IP=192.168.20.01

ルータ ー No.3 IP=192.168.50.01 相手機器 No.2 IP=192.168.50.40

自機 Enet-SS
IP=192.168.50.30 NETM=255.255.255.0 DEFG=192.168.50.1

BRDA=192.168.50.255 相手No.1=192.168.20.12 相手No.2=192.168.50.40

他ネッ ト へ

192.168.20.0

のサブネッ ト

192.168.50.0

のサブネッ ト

※太線が通信さ れるルート
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◆◆ タ イ ム ウ ェ イ ト の時間を 変更するタ イ ム ウ ェ イ ト の時間を 変更する デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 120120

WAIT= nnn WAIT= nnn LFCR タ イ ムウ ェ イ ト をタ イ ムウ ェ イ ト を nnnnnn 秒と し ま す。秒と し ま す。

nnnnnn はは 11 ～～999999 秒です。秒です。

通常は、通常は、 120120 秒ですが、秒ですが、 シス テムでこ の値を変更し ても良い場合にのみ変更システムでこ の値を変更し ても良い場合にのみ変更

し て下さ い。し て下さ い。

[3[3--4 TCP4 TCP//IPIPコ ネク ショ ン の終了コ ネク ショ ン の終了]]を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

◆◆ 拡張用の設定拡張用の設定 デフ ォ ルト 　 なしデフ ォ ルト 　 なし

USER=xxxxxxxx USER=xxxxxxxx LFCR

xxxxxxxxxxxxxxxx は、は、 最大最大88 文字です。文字です。

通常設定の必要はあり ま せん。通常設定の必要はあり ま せん。

◆◆ TELN ET Log inTELN ET Log in 時のパス ワ ード を 指定する時のパス ワ ード を 指定する

デフ ォ ルトデフ ォ ルト :Enet-SS:Enet-SS

PASS= xxxxxxxx PASS= xxxxxxxx LFCR

XXXXXXXXXXXXXXXX は、は、 最大最大88 文字です。文字です。

TELNETTELNETで相手よ り ア ク セスがあっ た時、で相手よ り ア ク セスがあっ た時、 PASS=PASS= で指定さ れている文字列とで指定さ れている文字列と

チ ェ ッ ク を行いま す。チ ェ ッ ク を行いま す。 一致し なければ一致し なければ TELNETTELNET通信は行いません。通信は行いません。

PASS=  PASS=  LFCR   で指定無し と なり ま す。で指定無し と なり ま す。

※※ PASSPASS無し の場合、無し の場合、 TELNET Log inTELNET Log in に てセキュ リ テ ィ なし でのにてセキュ リ テ ィ なし での Enet-SSEnet-SSの再起動の再起動

が可能と なっ てし ま いま す。が可能と なっ てし ま いま す。安全の為、安全の為、PASSPASSの設定を行う 事を おすすめし ま す。の設定を行う 事を おすすめし ま す。

◆◆ EnetEnet 監視プ ロ グ ラ ム用ポー ト 番号監視プ ロ グ ラ ム用ポー ト 番号 デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： 00000000

OBSP=hhhhOBSP=hhhh LFCR

拡張用のポート 番号です。拡張用のポート 番号です。

通常、通常、 設定の必要はあり ま せん。設定の必要はあり ま せん。
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◆◆ 電源投入後の自動電源投入後の自動 TCPTCP//IPIP 開設ま た は開設ま た は UDPU DP 通信状態移行通信状態移行 デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： 0T0T

nnPW=nnx PW= nnx LFCR

シ リ ア ルチ ャ ン ネルシリ ア ルチャ ン ネル nn は、は、 テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番に番に xx のプ ロ ト コ ルで電源投入時に自動のプ ロ ト コ ルで電源投入時に自動

開設し ます。開設し ま す。

nnnn はは 11 ～～1818 の設定済み相手機器テーブ ル番号です。の設定済み相手機器テーブ ル番号です。

xx には、には、 T (TCPT (TCP//IP) IP) ま たは、ま たは、 U (UDP) U (UDP) を 指定し ま す。を指定し ま す。

PW=0T PW=0T LFCR   も し く はも し く は PW=0U PW=0U LFCR   で指定無し と なり ま す。で指定無し と なり ま す。

も し 開設出来ない場合は、も し 開設出来ない場合は、後述後述PWTM=nnnPWTM=nnnで指定ので指定の nnnnnn時間毎に再実行し ます。時間毎に再実行し ます。

こ の間こ の間CONNECTCONNECTがゆっ く り 点滅し ま す。がゆっ く り 点滅し ま す。 後述後述PWCT=nnPWCT=nn で指定ので指定の nnnn回数リ ト回数リ ト

ラ イ 後、ラ イ 後、開設できない場合は、開設できない場合は、こ の処理を中止し ま す。こ の処理を中止し ま す。ま た 、ま た 、こ の動作中に他のこ の動作中に他の

登録相手機器登録相手機器 (nPW=nnx (nPW=nnxのの nnnn以外以外) ) から コ ネク ショ ン 開設要求があっ た場合、から コ ネク ショ ン 開設要求があっ た場合、開開

設要求があっ た相手機器と 開設動作を優先し て行い、設要求があっ た相手機器と 開設動作を優先し て行い、自動開設の動作は無効と な自動開設の動作は無効と な

り ま す。り ま す。

◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 切断時の自動再接続コ ネク シ ョ ン 切断時の自動再接続    リ ト ラ イ 回数指定リ ト ラ イ 回数指定

DCT=nn DCT= nn LFCR 　　 (nn(nn はは 00 ～～999999 回の指定が可能です。回の指定が可能です。))

前述、前述、 nPW=nnTnPW=nnTを指定時に有効と なり ま す。を指定時に有効と なり ま す。

TCPTCP//IPIPを 開設後、を開設後、TCPTCP//IPIP切断要求パケ ッ ト切断要求パケ ッ ト finfinや強制終了パケ ッ トや強制終了パケ ッ ト RSTRST、、ま たはま たは

こ の機器よ りこ の機器よ り TCPTCP//IPIP切断を行っ た場合など で切断を行っ た場合など でTCPTCP//IPIPのコ ネク ショ ン が切断時にのコ ネク ショ ン が切断時に

指定さ れた数値回数分再接続を試みます。指定さ れた数値回数分再接続を試みます。

ZEROZERO を指定の場合は、を指定の場合は、 再接続は行いません。再接続は行いません。

ま た 、ま た 、 999999 を 指定の場合は、を指定の場合は、 再接続が成功する ま で無限に再接続を試みま す。再接続が成功する ま で無限に再接続を試みま す。

よ っ てよ っ て ZEROZERO以外を指定時に、以外を指定時に、相手と 通信可能状態であれば相手と 通信可能状態であれば TCPTCP//IPIPを 切断後にを切断後に

すぐ に開設状態と なり ま す。すぐ に開設状態と なり ま す。

◆◆ 電源投入後の自動電源投入後の自動 TCPTCP//IPIP 開設ま た は開設ま た は UDPUDP 通信状態移行通信状態移行    リ ト ラ イ 回数リ ト ラ イ 回数

PWCT=nn PWCT= nn LFCR

前述、前述、 nPW=nnxnPW=nnx を 指定時に有効と なり ま す。を指定時に有効と なり ま す。

開設が出来ない場合のリ ト ラ イ 回数の指定と なり ま す。開設が出来ない場合のリ ト ラ イ 回数の指定と なり ま す。

nnnn に リ ト ラ イ 回数を指定し ま す。に リ ト ラ イ 回数を指定し ま す。 　　 nnnn にゼロ を指定の場合、にゼロ を指定の場合、 リ ト ラ イ を無限にリ ト ラ イ を無限に

繰り 返し ま す。繰り 返し ま す。

◆◆ 電源投入後の自動電源投入後の自動 TCPTCP//IPIP 開設ま た は開設ま た は UDPUDP 通信状態移行通信状態移行    リ ト ラ イ 間隔リ ト ラ イ 間隔

PWTM=nnnn PWTM=nnnn LFCR

前述、前述、 nPW=nnxnPW=nnx を 指定時に有効と なり ま す。を指定時に有効と なり ま す。

開設が出来ない場合のリ ト ラ イ 間隔開設が出来ない場合のリ ト ラ イ 間隔 ( (単位単位：： 秒秒) ) の指定と なり ま す。の指定と なり ま す。

指定可能な数値は指定可能な数値は 3030 ～～1200 (Sec) 1200 (Sec) です。です。

デフ ォ ルトデフ ォ ルト :10:10

デフ ォ ルトデフ ォ ルト :60:60

デフ ォ ルトデフ ォ ルト :0:0
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◆◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 切断時の自動再接続コ ネク シ ョ ン 切断時の自動再接続    リ ト ラ イ 間隔指定リ ト ラ イ 間隔指定

デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： 00

DTM=nn DTM=nn LFCR 　 　　 　 nnnn はは 3030 ～～12001200 秒の指定が可能です。秒の指定が可能です。

前述、前述、 nPW=nnTnPW=nnT、、 DCT= 2DCT= 2 以上を指定時に有効と なり ま す。以上を指定時に有効と なり ま す。

再接続を試行する リ ト ラ イ 間隔の指定と なり ま す。再接続を試行する リ ト ラ イ 間隔の指定と なり ま す。

◆◆ TCPTCP//IPIP デ ー タ の再送、デー タ の再送、 終了要求パケ ッ ト終了要求パケ ッ ト FINF IN の再送の指定の再送の指定

デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： NN

TRY=N TRY=N LFCR

Enet-SSEnet-SSは、は、 通信相手に通信相手に TCPTCP//IPIP データ パケ ッ ト を送信後、データ パケ ッ ト を送信後、 相手よ り の応答相手よ り の応答

ACKACKパケ ッ ト を待ち ま す。パケ ッ ト を待ち ま す。こ の時相手よ り 応答が無い場合こ の時相手よ り 応答が無い場合 ( (ケ ーブ ル断、ケーブ ル断、相手機相手機

器ダ ウ ン器ダ ウ ン ) ) データ パケ ッ ト の再送を行います。データ パケ ッ ト の再送を行います。

　　 再送は以下のタ イ マ間隔で行われます。再送は以下のタ イ マ間隔で行われます。

500mesc500mesc 後→後→11 秒後→秒後→22 秒後→秒後→44 秒後→秒後→88 秒後→秒後→1616 秒後→秒後→3232 秒後→秒後→6464 秒後→秒後→

7070秒後→秒後→7070秒後→秒後→7070秒後→秒後→7070秒後→秒後→7070秒後→秒後→7070秒応答ウ エ ィ ト し た後に強秒応答ウ エ ィ ト し た後に強

制終了し ます。制終了し ます。

再送タ イ ムア ウ ト ま で約再送タ イ ムア ウ ト ま で約99 分かかり ま す。分かかり ま す。

TRY=S TRY=S LFCR

500mesc500mesc後→後→11秒後→秒後→22秒後→秒後→44秒後→秒後→88秒後→秒後→1616秒後→秒後→3232秒応答ウ エ イ ト し秒応答ウ エ イ ト し

た後に強制終了し ます。た後に強制終了し ます。

再送タ イ ムア ウ ト ま で約再送タ イ ムア ウ ト ま で約11 分です。分です。 　 ご利用の環境で上記タ イ ムア ウ ト 間隔　 ご利用の環境で上記タ イ ムア ウ ト 間隔

が長い場合、が長い場合、 こ ち ら を選択する事が出来ます。こ ち ら を選択する事が出来ます。

TRY=NE TRY=NE LFCR   ま たはま たは TRY=SE TRY=SE LFCR

データ の再送が発生時毎にデータ の再送が発生時毎に RS232CRS232C へ以下のメ ッ セージを送信し ま す。へ以下のメ ッ セージを送信し ま す。

@WAITING @WAITING LFCR  (@ (@ はは COM=COM=　 で設定し たコ マ ン ド 文字列です。　 で設定し たコ マ ン ド 文字列です。))

RMSG=ERMSG=E時のみ有効な機能です。時のみ有効な機能です。

TRY=N  TRY=N  LFCR   ま たはま たは TRY=S TRY=S LFCR   でメ ッ セージ送信は行なわれなく なり ま す。でメ ッ セージ送信は行なわれなく なり ま す。

◆◆ 無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の指定無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の指定 デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： 00

WTM=nn WTM=nn LFCR nnnn はは 00 ～～6060 ま でのま での 1010 進数で指定。進数で指定。 単位は分です。単位は分です。

00 指定時は、指定時は、 こ の機能は無効と なり ま す。こ の機能は無効と なり ま す。

11 ～～6060 を 指定の場合、を指定の場合、 データ 通信コ ネク ショ ン中の無通信時間を計測し ます。データ 通信コ ネク ショ ン中の無通信時間を計測し ます。

通信相手よ り イ ーサネッ ト パケ ッ ト の受信が無く 、通信相手よ り イ ーサネッ ト パケ ッ ト の受信が無く 、 Enet-SSEnet-SSから も何のパケ ッから も何のパケ ッ

ト も送信し ていない場合で、ト も送信し ていない場合で、設定時間を経過する と リ セッ ト パケ ッ ト を送出し て設定時間を経過する と リ セッ ト パケ ッ ト を送出し て

コ ネク ショ ン を強制終了し ます。コ ネク ショ ン を強制終了し ます。なお、なお、11～～6060を 設定し ていても 、を設定し ていても 、TELNET LOGINTELNET LOGIN

時は無効と なり ま す。時は無効と なり ま す。
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◆◆ マ ル チ ポー ト の指定マ ル チ ポー ト の指定 デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： DD

M=D M=D LFCR

マ ルチポート モ ード で動作し ま せん。マ ルチポート モ ード で動作し ま せん。

M=E M=E LFCR

マ ルチポート モ ード で動作し ま す。マ ルチポート モ ード で動作し ま す。

　　 Enet-SSEnet-SS のソ ース ポート をのソ ース ポート を 22 つ指定可能と なり ま す。つ指定可能と なり ま す。

　　 定し た定し た 22つのソースポート を それぞれ受信用／送信用とつのソースポート を それぞれ受信用／送信用と する事が可能と なり ます。する事が可能と なり ます。

使い方の詳細については、使い方の詳細については、P63 [P63 [第第66章　 使用例章　 使用例] [6] [6--22--55　 マ ルチポート での使用　 マ ルチポート での使用]]

を ご参照下さ い。を ご参照下さ い。

◆◆ Ｕ Ｄ Ｐ 動作時の受信デー タ 送信元テ ー ブ ル表示指定Ｕ Ｄ Ｐ 動作時の受信デー タ 送信元テ ー ブ ル表示指定 デフ ォ ルトデフ ォ ルト :D:D

HEAD=DHEAD=D

UDPUDP動作時に相手機器よ り 受信のデータ にヘッ ダ ーを付けません。動作時に相手機器よ り 受信のデータ にヘッ ダ ーを付けません。

HEAD=EHEAD=E

UDPUDP動作時に相手機器から 受信し たデータ の前に登録相手のテーブ ルＮ ｏ動作時に相手機器から 受信し たデータ の前に登録相手のテーブ ルＮ ｏ

ヘッ ダ ーを付加し てヘッ ダ ーを付加し て RS232CRS232C へ出力し ま す。へ出力し ま す。

ヘッ ダ ー例ヘッ ダ ー例))

@nn:ABCDEFG@nn:ABCDEFG

@@ は前述は前述COM=COM= で指定のコ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列です。で指定のコ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列です。

nnnnは後述プ ロ グ ラ ムモ ードは後述プ ロ グ ラ ムモ ード 33//33ページで指定のイ ーサネッ ト 通信相手登録ページで指定のイ ーサネッ ト 通信相手登録

のテーブ ルのテーブ ル NoNo と なり ま す。と なり ま す。

0101 ～～1818 ま での数字文字列です。ま での数字文字列です。

ABCDEFGABCDEFGは実際に受信のデータ と なり ま す。は実際に受信のデータ と なり ま す。

複数の通信相手を設定時に複数の相手よ り複数の通信相手を設定時に複数の相手よ り UDPUDPデータ を受信の場合、データ を受信の場合、ど のど の

相手よ り 受信のデータ か判別出来ない場合に使用し ます。相手よ り 受信のデータ か判別出来ない場合に使用し ます。

◆◆ Enet-SEnet-S のの RS232CRS232C 状態及びイ －サネッ ト ス テ －タ ス の表示状態及びイ －サネッ ト ス テ －タ ス の表示 (te ln et (te ln et時のみ時のみ))

STAT STAT LFCR

下記のリ ザルト が返送さ れます。下記のリ ザルト が返送さ れます。

CH1CH1　　 STATUS=xxxxxxxSTATUS=xxxxxxx △△ (nnn.nnn.nnn.nnn,hhhh) (nnn.nnn.nnn.nnn,hhhh)

RTS=HRTS=H △△CTS=HCTS=H △△DTR=HDTR=H △△DSR=LDSR=L△△CD=LCD=L

CH2CH2　　 STATUS=xxxxxxxSTATUS=xxxxxxx △△ (nnn.nnn.nnn.nnn,hhhh) (nnn.nnn.nnn.nnn,hhhh)

RTS=HRTS=H △△CTS=HCTS=H △△DTR=HDTR=H △△DSR=LDSR=L△△CD=LCD=L

xxxxxxxxxxxx はイ －サネッ ト 遷移状態が返送さ れます。はイ －サネッ ト 遷移状態が返送さ れます。

nnn.nnn.nnn.nnnnnn.nnn.nnn.nnn は通信相手のは通信相手の IPIP ア ド レ ス です。ア ド レ スです。

((無通信時は無通信時は TBL No1,No2TBL No1,No2 の相手の相手))
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◆◆ 相手相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番の相手番の相手 IPIP ア ド レ ス をア ド レ ス を ddd.ddd .ddd .dddddd.ddd .ddd .ddd と し ま す。と し ま す。

nnnn は、は、 11 ～～1818 のテ ーブ ル番号です。のテーブ ル番号です。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

既に設定さ れていた既に設定さ れていた   テ ーブ ルテーブ ル nnnn番の番の IPIPア ド レ ス を異なる値に設定し た場合は、ア ド レ ス を異なる値に設定し た場合は、

同じ テーブ ルの相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま す。同じ テーブ ルの相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま す。

◆◆ 相手ポー ト 番号相手ポー ト 番号 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

nnP= hhhh nnP= hhhh LFCR テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番の相手ポート 番号を番の相手ポート 番号を hhhhhhhh と し ま す。と し ま す。

nnnn は、は、 11 ～～1818 のテ ーブ ル番号です。のテーブ ル番号です。

設定値は、設定値は、ソ ースポート と 同様な書式です。ソ ースポート と 同様な書式です。 (16 (16進数で指定＝進数で指定＝10001000と 指定の場合、と 指定の場合、

1010 進数の進数の 40964096 を 指定の意味を指定の意味))

※※ 00000000 を 設定の場合、を設定の場合、 こ のテーブ ルナン バーは未設定と なり ま す。こ のテーブ ルナン バーは未設定と なり ま す。

相手機器と 通信を行なう には必ず必要な設定です。相手機器と 通信を行なう には必ず必要な設定です。

◆◆ 相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス

nnM=hh:hh:hh:hh:hh:hhnnM=hh:hh:hh:hh:hh:hh

こ の項目は、こ の項目は、 設定する必要が有り ま せん。設定する必要が有り ま せん。

ARPARPによ り 自動的に取得し ます。によ り 自動的に取得し ます。 開設失敗の場合は、開設失敗の場合は、 自動的に消去し ます。自動的に消去し ます。

nnM=0 nnM=0 LFCR   で消去する事が出来ます。で消去する事が出来ます。消去さ れた場合は、消去さ れた場合は、再度再度ARPARPから の手順から の手順

と なり ま す。と なり ま す。

◆◆ 全て の設定値を デ フ ォ ル ト と する全て の設定値を デ フ ォ ル ト と する

DEFAULT DEFAULT LFCR

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM内の全ての設定値がデフ内の全ての設定値がデフ ｫｫルト 値と なり ま す。ルト 値と なり ま す。

ご 注意ご 注意 今までの設定内容がすべて消えてし ま いま す。今ま での設定内容がすべて消えてし ま いま す。重要な設定値は、重要な設定値は、他にメ モ を他にメ モ を

残し てから 実行し て下さ い。残し てから 実行し て下さ い。

hhhhhhhh は通信相手のは通信相手の PORT NoPORT No です。です。

((無通信時は無通信時は TBL No1,No2TBL No1,No2 の相手の相手))

RS232CRS232C のス テ－タ スはのス テ－タ スは H (READY) H (READY) ま たはま たは L (BUSY) L (BUSY) で表示さ れま す。で表示さ れます。
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第２ 章　第２ 章　 簡単な通信テ ス ト簡単な通信テ ス ト

1)1) Enet-SSEnet-SS と 通信する イ ーサネッ ト 相手機器がと 通信する イ ーサネッ ト 相手機器が UNIXUNIXマ シン ま たはマ シン ま たは WindowsWindows マ シマ シ

ン の場合ン の場合

Enet-SSEnet-SS自身の自身の IPIPア ド レ ス を設定する 。ア ド レ ス を設定する 。  ( [ ( [第第11章章]]を 参照を参照))

例例：： IP=192.168.0.130 (IP=192.168.0.130 (同一セグ メ ン ト 内の場合の例です同一セグ メ ン ト 内の場合の例です))

通信を行う 相手機器よ り通信を行う 相手機器よ り pingp ing コ マ ン ド を実行する 。コ マ ン ド を実行する 。

Microsoft (R) W indows XPMicrosoft (R) W indows XPでのでの pingp ing テ ス ト 成功例テス ト 成功例

C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=2ms TTL= 255Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=2ms TTL= 255

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=2ms TTL= 255Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=2ms TTL= 255

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 255Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 255

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 255Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 255

上記が返送さ れれば、上記が返送さ れれば、 物理的な接続は問題あり ま せん。物理的な接続は問題あり ま せん。

Microsoft (R) W indowsXPMicrosoft (R) W indowsXPでのでの pingp ing テ ス ト 失敗例テス ト 失敗例

C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

上記のよ う なメ ッ セージが返送の場合は、上記のよ う なメ ッ セージが返送の場合は、 ケーブ ル接続／経路等を ご確認下さ い。ケーブ ル接続／経路等を ご確認下さ い。

2)2) Enet-SSEnet-SSと 通信を行う 通信相手機器がと 通信を行う 通信相手機器が pingp ing コ マ ン ド を実行できない場合は、コ マ ン ド を実行できない場合は、相相

手機器が接続さ れるセグ メ ン ト 内の手機器が接続さ れるセグ メ ン ト 内の pingp ing が可能な機器よ り 実行し ま す。が可能な機器よ り 実行し ま す。

((テ ス ト 方法／結果はテス ト 方法／結果は 1)1)と 同様です。と 同様です。

※※ UNIXUNIX マ シン等でのマ シン等での pingp ing の実行方法は機器のマ ニ ュ ア ル等を参考にし て下さ い。の実行方法は機器のマ ニ ュ ア ル等を参考にし て下さ い。

※※ information Request/Replyinformation Request/Reply

Timestamp/Timestamp ReplyTimestamp/Timestamp Reply

Address Mask Request/ReplyAddress Mask Request/Reply には対応し ており ま せん。には対応し ており ま せん。

２ －１ 　２ －１ 　 p i n gp i n g を 使っ た 簡単な通信テ ス トを 使っ た 簡単な通信テ ス ト
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  第３ 章　第３ 章　 伝送仕様に ついて伝送仕様に ついて

Enet-SSEnet-SSは、は、 自機宛のパケ ッ ト か否かの判定を以下のよ う に行いま す。自機宛のパケ ッ ト か否かの判定を以下のよ う に行いま す。

◆◆ イ ーサネッ ト ヘッ ダ 部イ ーサネッ ト ヘッ ダ 部

デス ト ネーショ ン ア ド レ スデス ト ネーショ ン ア ド レ ス  ( (送信先送信先MACMACア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機と 自機MACMACア ド レ スの一致ア ド レ スの一致

ソース ア ド レ スソ ース ア ド レ ス  ( (送信元送信元MACMACア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機保持の相手と 自機保持の相手MACMACア ド レ スの一致ア ド レ スの一致

◆◆ IPIPヘッ ダ 部ヘッ ダ 部

デス ト ネーショ ンデス ト ネーショ ン IPIPア ド レ スア ド レ ス  ( (送信先送信先IP) IP) と 設定し た自機と 設定し た自機 IPIPア ド レ ス の一致ア ド レ スの一致

ソースソ ース IPIPア ド レ スア ド レ ス  ( (送信元送信元IPIPア ド レ スア ド レ ス ) ) と 設定し た相手と 設定し た相手 IPIPア ド レ ス の一致ア ド レ スの一致

◆◆ TCPTCPヘッ ダ 部ヘッ ダ 部

デス ト ネーショ ン ポートデス ト ネーショ ン ポート No (No (送信先ポート送信先ポート No) No) と 設定し た自機ポートと 設定し た自機ポート NoNoの一致の一致

ソースポートソ ースポート No (No (送信元ポート送信元ポート No) No) と 設定し た相手ポートと 設定し た相手ポート NoNo の確認の確認

受信し たソ ースポート受信し たソ ースポート NoNo と 設定し た相手ポートと 設定し た相手ポート NoNo が不一致の場合、が不一致の場合、 一時的に一時的に

ソ ースポートソ ースポート NoNo に合わせて通信を行います。に合わせて通信を行います。

ま た 、ま た 、 TCPTCPプ ロ ト コ ルのプ ロ ト コ ルの SEQ NoSEQ No、、 ACK NoACK No のチ ェ ッ ク を行いま す。のチ ェ ッ ク を行いま す。

送出パケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な送出パケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な SEQ,ACKSEQ,ACK を作成し て出力し ま す。を作成し て出力し ま す。

例例)) IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポート 番号の設定例ポート 番号の設定例

下記のよ う な設定で、下記のよ う な設定で、 自機シリ ア ルチャ ン ネル自機シリ ア ルチャ ン ネル 11 と 相手機器と 相手機器11 と の間でコ ネクと の間でコ ネク

ショ ン の開設が出来ます。ショ ン の開設が出来ます。

３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別

矢印のよ う な関係になっ ている必要があり ま す。矢印のよ う な関係になっ ている必要があり ま す。

▼▼ Enet-SSEnet-SSのポート ナン バーの指定はのポート ナン バーの指定は Hex(16Hex(16 進数進数))です。です。 相手機器のポート 指定相手機器のポート 指定

をを 1010進で行なう 場合は、進で行なう 場合は、上記例の場合、上記例の場合、A10C=41228 (Dec) A10C=41228 (Dec) 、、B001=45057 (Dec)B001=45057 (Dec)

と なり ま す。と なり ま す。

▼▼ Enet-SSEnet-SS のポート ナン バー指定で、のポート ナン バー指定で、 00000000 は未設定扱いと なり ま す。は未設定扱いと なり ま す。 必ず必ず 00000000

以外の設定が必要です。以外の設定が必要です。

イ ー サネ ッ ト ア ド レ ス

(装置固定)

192.168.0.20

自機IPア ド レ ス

B001

自機ポ ー ト ア ド レ ス

IP= 192.168.0.10

相手IPア ド レ ス

A10C(Hex)

相手ポ ー ト ア ド レ ス

MAC= XX:XX:XX:XX:XX:XX

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス (装置固定)

IP= 192.168.0.10

自機IPア ド レ ス

1SP= A10C(Hex)

自機ポー ト ア ド レ ス

nI= 192.168.0.20

相手IPア ド レ ス

nP=B001

相手ポー ト ア ド レ ス
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Enet-SSEnet-SSは、は、 通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) 、、 ルータ 等が発行するルータ 等が発行する ARPARPブ ロ ード キャ ス トブ ロ ード キャ ス ト

に応答し ま す。に応答し ま す。次の条件で、次の条件で、 ARPARP応答と し て自機イ ーサネッ ト ア ド レ ス を送信し ま応答と し て自機イ ーサネッ ト ア ド レ ス を送信し ま

す。す。

▼▼ARPARPで問い合わせている タ ーゲッ トで問い合わせている タ ーゲッ ト IPIPと 自機と 自機 IPIPの一致の一致

▼▼ARPARP発行元発行元IPIPと 登録さ れている相手と 登録さ れている相手 IPIPの一致の一致

こ れによ りこ れによ り ARPARP発行元は、発行元は、 Enet-SSEnet-SSのイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来まのイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来ま

す。す。ま た 、ま た 、Enet-SSEnet-SSから コ ネク ショ ン を開設する際に、から コ ネク ショ ン を開設する際に、相手のイ ーサネッ ト ア ド レ相手のイ ーサネッ ト ア ド レ

ス を取得し ていない場合は、ス を取得し ていない場合は、 ARPARPブ ロ ード キャ ス ト を発行し ま す。ブ ロ ード キャ ス ト を発行し ま す。

応答し てき た相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ま す。応答し てき た相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ま す。

但し 、但し 、後述のサブ ネッ ト の条件を設定し た場合は、後述のサブ ネッ ト の条件を設定し た場合は、上記と 異なり ま す。上記と 異なり ま す。 [1 [1--55　 設定項　 設定項

目の解説目の解説] ] 中の中のNETMNETM等の設定ぺージ補足の異なるネッ ト ワーク 間の通信を参照し て等の設定ぺージ補足の異なるネッ ト ワーク 間の通信を参照し て

下さ い。下さ い。

３ －２ 　３ －２ 　 AR PAR P に 対する 応答に対する 応答

◆◆ Enet-SSEnet-SS から のコ ネク ショ ン 開設から のコ ネク ショ ン開設

Enet-SSEnet-SSからから TCPTCP//IPIP のコ ネク ショ ン を開設するには、のコ ネク ショ ン を開設するには、 33 つの方法があり ま す。つの方法があり ま す。

▼▼端末機器から シリ ア ルチャ ン ネルへの端末機器から シリ ア ルチャ ン ネルへの OPENOPEN コ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

▼▼端末機器から 制御線のコ ン ト ロ ールによ る接続端末機器から 制御線のコ ン ト ロ ールによ る接続 (nDR=O (nDR=O又は又は nCD=nnnCD=nn の設定の設定))

▼▼Enet-SSEnet-SS の電源投入時自動接続の電源投入時自動接続 (PW=nnT (PW= nnTの設定の設定))

上記のコ ネク ショ ン開設要求によ り 、上記のコ ネク ショ ン開設要求によ り 、 Enet-SSEnet-SSは、は、 SYNSYN パケ ッ トパケ ッ ト  ( (開設要求パ開設要求パ

ケ ッ トケ ッ ト ) ) を 発行し て開設要求手順を実行し ます。を発行し て開設要求手順を実行し ます。

こ の際、こ の際、相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を未取得の場合は、相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を未取得の場合は、ARPARPブ ロ ード キャ ス ト をブ ロ ード キャ ス ト を

発行し て取得後に、発行し て取得後に、 SYNSYN を発行し ま す。を発行し ま す。

◆◆ 相手機器から のコ ネク ショ ン開設相手機器から のコ ネク ショ ン開設

相手機器から相手機器から SYNSYN パケ ッ ト 受信し た場合、パケ ッ ト 受信し た場合、 開設手順を実行し ます。開設手順を実行し ま す。

※※ ど ち ら の場合も 、ど ち ら の場合も 、開設に成功の場合　 メ ッ セージ又は制御線で開設の成功を通知開設に成功の場合　 メ ッ セージ又は制御線で開設の成功を通知

しし て、て 、 データ 通信状態と なり ま す。データ 通信状態と なり ま す。

※※ Enet-SSEnet-SSがコ ネク ショ ン開設中は、がコ ネク ショ ン開設中は、 他の通信相手機器から の開設要求は受け付他の通信相手機器から の開設要求は受け付

けまけま せん。せん。こ の時、こ の時、接続要求を送出の他の相手に対し て、接続要求を送出の他の相手に対し て、コ ネク ショ ン リ フ ュ ーコ ネク ショ ン リ フ ュ ー

ズド をズド を送信し ま す。送信し ま す。

３ －３ 　３ －３ 　 TCPTCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の開設コ ネ ク シ ョ ン の開設
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◆◆ Enet-SSEnet-SS から コ ネク シ ョ ン の終了から コ ネク シ ョ ン の終了

Enet-SSEnet-SSからから TCPTCP//IPIP のコ ネク ショ ン を終了するには、のコ ネク ショ ン を終了するには、 22 つの方法があり ま す。つの方法があり ま す。

▼▼端末機器から シリ ア ルチャ ン ネルへの端末機器から シリ ア ルチャ ン ネルへの QUITQUITコ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

▼▼端末機器から 制御線のコ ン ト ロ ールによ る終了端末機器から 制御線のコ ン ト ロ ールによ る終了 (nDR=O (nDR=Oの設定時の設定時))

Enet-SSEnet-SSは、は、 FINFIN パケ ッ トパケ ッ ト  ( (終了要求パケ ッ ト終了要求パケ ッ ト ) ) を 発行し て終了手順を実行し まを発行し て終了手順を実行し ま

す。す。

正し く 終了手順が行われた後に、正し く 終了手順が行われた後に、 タ イ ムウ ェ イ ト 状態と なり ま す。タ イ ムウ ェ イ ト 状態と なり ま す。

タ イ ムウ ェ イ ト は、タ イ ムウ ェ イ ト は、 最後に発行さ れたパケ ッ ト が確実に消滅する ま での時間で、最後に発行さ れたパケ ッ ト が確実に消滅する ま での時間で、

ネッ ト ワ ーク 回線のハード 的要因で規定さ れていま す。ネッ ト ワ ーク 回線のハード 的要因で規定さ れていま す。　 こ の間、　 こ の間、同じ 相手に対同じ 相手に対

し てし て SYN (SYN (開設要求開設要求) ) を 発行する事は出来ません。を発行する事は出来ません。

◆◆ 相手機器から のコ ネク ショ ン の終了相手機器から のコ ネク ショ ン の終了

相手機器から の相手機器から の FINFIN パケ ッ ト を受信し た場合も終了手順を実行し ます。パケ ッ ト を受信し た場合も終了手順を実行し ます。

ま た 、ま た 、相手機器よ り相手機器よ り RSTRSTパケ ッ トパケ ッ ト  ( (強制終了パケ ッ ト強制終了パケ ッ ト ) ) を 受信の場合も コ ネク ショを受信の場合も コ ネク ショ

ン を終了し ま す。ン を終了し ま す。

※※ ど ち ら の場合も 、ど ち ら の場合も 、終了の場合　 メ ッ セージ又は制御線でコ ネク ショ ン の終了を通終了の場合　 メ ッ セージ又は制御線でコ ネク ショ ン の終了を通

知知し て待機状態と なり ま す。し て待機状態と なり ま す。

※※ Enet-SSEnet-SSは、は、 データ 再送タ イ ムア ウ ト 時やデータ 再送タ イ ムア ウ ト 時や FINFIN パケ ッ ト の再送タ イ ムア ウ ト 時パケ ッ ト の再送タ イ ムア ウ ト 時

にに RSTRSTパケ ッ ト を送出し て待機状態と なり ま す。パケ ッ ト を送出し て待機状態と なり ま す。

３ －４３ －４   TCP  TCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の終了コ ネ ク シ ョ ン の終了
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TCPTCP//IPIP コ ネク シ ョ ン が開設中は、コ ネク シ ョ ン が開設中は、 シリ ア ルチャ ン ネルに受信する コ マ ン ド 以外はシリ ア ルチャ ン ネルに受信する コ マ ン ド 以外は

TCPTCP//IPIPデータ パケ ッ ト と し て送出さ れます。データ パケ ッ ト と し て送出さ れます。

TCPTCP//IPIPから のデータ パケ ッ ト 受信は、から のデータ パケ ッ ト 受信は、そ のそ のデータ 部分データ 部分をシリ ア ルチャ ン ネルに送出をシリ ア ルチャ ン ネルに送出

し ま す。し ま す。

データ の伝送中になんら かの理由で相互のパケ ッ ト 交換に異常が発生し た場合は、データ の伝送中になんら かの理由で相互のパケ ッ ト 交換に異常が発生し た場合は、

送信元は送信間隔を変えて再送を行います。送信元は送信間隔を変えて再送を行います。　 再送回数の既定値を越えても正常に　 再送回数の既定値を越えても正常に

復帰し ない場合は復帰し ない場合は RSTRSTパケ ッ ト を送り 強制終了と なり ま す。パケ ッ ト を送り 強制終了と なり ま す。

◆◆ Enet-SSEnet-SS からから TCPTCP//IPIP コ ネク シ ョ ン の開設／データ の伝送／終了コ ネク シ ョ ン の開設／データ の伝送／終了

３ －５３ －５     デ ー タ の伝送デー タ の伝送

RS232C機器 相手機器Enet-SS

RS232C イ ーサネッ ト

@OPENnn

開設要求コ マ ン ド
相手MAC未取得の場合

ブ ロ ード キャ ス ト ARP

ARP 応答

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セージ

データ “ 1234567890”
データ “ 1234567890”

ACK

データ “ ABCDEFGHIJ”
データ “ ABCDEFGHIJ”

@QUITnn

ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@TIME△WAITnn

@CLOSE△COMPLETED
タ イ ムウ エ イ ト

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

@ESTABLISHEDnn LFCR
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◆◆ 相手機器から相手機器から TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の開設／データ の伝送／終了コ ネク ショ ン の開設／データ の伝送／終了

RS232C機器 相手機器Enet-SS

RS232C イ ーサネッ ト

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セージ

データ “ 1234567890”
データ “ 1234567890”

ACK

データ “ ABCDEFGHIJ”

データ “ ABCDEFGHIJ”

ACK

FIN

ACK

FIN

@CLOSE△COMPLETED LFCR

@ESTABLISHEDnn LFCR

ACK
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UDPUDPは、は、 TCPTCP//IPIP のよ う なプ ロ ト コ ルのよ う なプ ロ ト コ ル  ( (受信確認受信確認) ) が無く 、が無く 、 データ パケ ッ ト のみ送受データ パケ ッ ト のみ送受

信し ます。信し ま す。UDPUDP通信開設を指定し た時のシリ ア ルチャ ン ネル受信データ は、通信開設を指定し た時のシリ ア ルチャ ン ネル受信データ は、UDPUDPパパ

ケ ッ ト と し て相手ア ド レ ス を付加し てイ ーサネッ ト に送出さ れます。ケ ッ ト と し て相手ア ド レ ス を付加し てイ ーサネッ ト に送出さ れます。自機宛の自機宛の UDPUDP

パケ ッ ト はデータ 部分をシリ ア ルチ ャ ン ネルに送出し ま す。パケ ッ ト はデータ 部分をシリ ア ルチ ャ ン ネルに送出し ま す。 簡易的な送受信の為、簡易的な送受信の為、

相手が正常に受信し たかのチ ェ ッ ク は行いません。相手が正常に受信し たかのチ ェ ッ ク は行いません。UDPUDP通信を使う 場合にはこ れら通信を使う 場合にはこ れら

の特徴をふま えてシス テム構築し て下さ い。の特徴をふま えてシス テム構築し て下さ い。

例例)) ア プ リ ケーショ ン側アプ リ ケーショ ン側 ( (ユーザ様作成ユーザ様作成) ) にてデータ を受信し たら データ と し てにてデータ を受信し たら データ と し て

受信確認の受信確認の ACKACK等を返送する 。等を返送する 。

ま た 、ま た 、Enet-SSEnet-SSはデフ ォ ルト でははデフ ォ ルト では TCPTCP//IPIP通信待機状態と なっ ていま すので通信待機状態と なっ ていま すので UPDUPD通通

信を行う には、信を行う には、 コ マ ン ドコ マ ン ド  (@UDPnn  (@UDPnn LFCR ) ) に よ りによ り UDPUDP通信状態にするかま たはプ ロ通信状態にするかま たはプ ロ

グ ラ ムモ ード 中の設定でグ ラ ムモ ード 中の設定で nPW=nnUnPW=nnU 指定を行っ た状態で起動する必要があり ま す。指定を行っ た状態で起動する必要があり ま す。

３ －７ 　３ －７ 　 U D PU D P

受信し た受信し た ICMP ECHOICMP ECHO要求にのみ要求にのみ EHCOEHCO応答を返送し ま す。応答を返送し ま す。

ECHOECHO要求以外の要求以外の ICMPICMPには対応し ていま せん。には対応し ていま せん。

３ －６ 　３ －６ 　 I CM PI CM P
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３ －８ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て３ －８ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て

TCPTCP//IPIPある いはあるいは UDPUDPが開設中の時、が開設中の時、端末機器は、端末機器は、 Enet-SSEnet-SSを介し て相手機器と のを介し て相手機器と の

間でデータ 伝送が可能な状態と なり ま す。間でデータ 伝送が可能な状態と なり ま す。

RS232CRS232C機器から のデータ は、機器から のデータ は、バイ ト 単位でバイ ト 単位で Enet-SSEnet-SSのシリ ア ルチャ ン ネルが受信のシリ ア ルチャ ン ネルが受信

し ま す。し ま す。し かし 、し かし 、Enet-SSEnet-SSから イ ーサネッ ト 機器へから イ ーサネッ ト 機器へ TCPTCP//IP (UDPIP (UDP）） でデータ を送信でデータ を送信

するには、する には、 パケ ッ ト 単位で送出し ます。パケ ッ ト 単位で送出し ます。 　 従っ て　 従っ て RS232CRS232C機器よ り 受信のバイ ト 単機器よ り 受信のバイ ト 単

位のデータ を パケ ッ ト と する位のデータ を パケ ッ ト と する  ( (ひ と ま と めひと ま と め ) ) 方法を方法を Enet-SSEnet-SSに指定する必要がありに指定する必要があり

ま す。ま す。

パケ ッ ト の区切り と し てパケ ッ ト の区切り と し て 33種類の方法が指定可能です。種類の方法が指定可能です。 こ れら はプ ロ グ ラ ムモ ードこ れら はプ ロ グ ラ ムモ ード

で設定し ま す。で設定し ま す。 　 設定の詳し い方法は　 設定の詳し い方法は [1 [1--55　 設定項目の解説　 設定項目の解説] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

デリ ミ タ コ ード の指定デリ ミ タ コ ード の指定

データ 中にデリ ミ タ コ ード に指定し たコ ード を検出し た場合は、データ 中にデリ ミ タ コ ード に指定し たコ ード を検出し た場合は、そ れま でに受信しそ れま でに受信し

たデータ 列たデータ 列 ( (デ リ ミ タ コ ード を含むデリ ミ タ コ ード を含む ) ) をを 11 パケ ッ ト と し て伝送し ま す。パケ ッ ト と し て伝送し ま す。

デリ ミ タ コ ード の指定は、デリ ミ タ コ ード の指定は、 CR (0Dh) CR (0Dh) 、、 LF (0Ah) LF (0Ah) 、、 ETX (03h) ETX (03h) 及び及び nDEL=nDEL= で指定すで指定す

る コ ードる コ ード  (00h (00h ～～FFh) FFh) です。です。

例例))デ リ ミ タ をデリ ミ タ を LF (0Ah) LF (0Ah) と し た場合と し た場合 (nLF=E) (nLF=E)

３ －８ －１ 　３ －８ －１ 　 RS232CRS232C 機器→機器→ Enet-SSEnet-SS →イ ーサネ ッ ト 機器へのデータ 伝送→イ ーサネ ッ ト 機器へのデータ 伝送

RS232C機器 相手機器Enet-SS

RS232C イ ーサネッ ト

12345

ABCDEF GHIJ
ABCDEF

GHIJ12345

LF
LF

LF
LF
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◆◆ タ イ ムア ウ ト の指定タ イ ムア ウ ト の指定

タ イ ムア ウ ト 値が指定し てある場合は、タ イ ムア ウ ト 値が指定し てある場合は、シリ ア ルチャ ン ネルへの受信が一定時間シリ ア ルチャ ン ネルへの受信が一定時間

以上途絶える と 、以上途絶える と 、 そ れま でに受信のデータ 列をそ れま でに受信のデータ 列を 11 パケ ッ ト と し て伝送し ま す。パケ ッ ト と し て伝送し ま す。

例例))タ イ ムア ウ ト 値をタ イ ムア ウ ト 値を 0.500.50 と し た場合と し た場合 (nDT= 0.50) (nDT= 0.50)

※※ こ の指定は、こ の指定は、シリ ア ルチャ ン ネルへの受信データ がバイ ナリ データ で可変長のよシリ ア ルチャ ン ネルへの受信データ がバイ ナリ データ で可変長のよ

う な場合に有効な指定と なり ま す。う な場合に有効な指定と なり ま す。

◆◆ シリ ア ルチャ ン ネルへの受信長が規定を越える場合シリ ア ルチャ ン ネルへの受信長が規定を越える場合

TCPTCP//IPIPでは、では、11パケ ッ ト で伝送出来る最大長が規定さ れていま す。パケ ッ ト で伝送出来る最大長が規定さ れていま す。そ の値は、そ の値は、通通

常、常、 14601460 バイ ト です。バイ ト です。

Enet-SSEnet-SS のシリ ア ルチャ ン ネルへの受信長がこ の値になる と 、のシリ ア ルチャ ン ネルへの受信長がこ の値になる と 、 デリ ミ タ 、デリ ミ タ 、 タタ

イ ムア ウ ト の設定に関わら ず、イ ムア ウ ト の設定に関わら ず、 11 パケ ッ ト と し て伝送し ま す。パケ ッ ト と し て伝送し ま す。

◆◆ 相手機器から の受信制限について相手機器から の受信制限について

相手機器の受信処理が遅れが有る場合は、相手機器の受信処理が遅れが有る場合は、TCPTCP//IPIPパケ ッ ト に制限する情報が入りパケ ッ ト に制限する情報が入り

ま す。ま す。 こ の場合、こ の場合、 Enet-SSEnet-SSは、は、 シリ ア ル受信バッ フ ァ にデータ を蓄積し ま す。シリ ア ル受信バッ フ ァ にデータ を蓄積し ま す。

[[33--99　 シリ ア ルチ ャ ン ネルのフ ロ ー制御　 シリ ア ルチャ ン ネルのフ ロ ー制御] ] も 参照し て下さ い。も参照し て下さ い。

ご 注意ご 注意 デリ ミ タ 設定、デリ ミ タ 設定、 タ イ ムア ウ ト 設定、タ イ ムア ウ ト 設定、 最大パケ ッ ト 長最大パケ ッ ト 長14601460 バイ ト の条件は、バイ ト の条件は、

ORORで機能し ま す。で機能し ま す。

RS232C機器 相手機器Enet-SS

RS232C イ ーサネッ ト

ABCDEF GHIJLF

12345 LF

12345 LF

ABCDEF GHIJLF
0.5sec受信なし

0.5sec受信なし
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◆◆ フ ロ ー制御フ ロ ー制御

　　 フ ロ ー制御でフ ロ ー制御で RS232CRS232C機器への送信が停止の場合、機器への送信が停止の場合、 Enet-SSEnet-SSは、は、 シリ ア ルチャシリ ア ルチャ

ン ネン ネル送信バッ フ ァ にデータ を蓄積し ま す。ル送信バッ フ ァ にデータ を蓄積し ま す。 バッ フ ァ フ ルと なる とバッ フ ァ フ ルと なる と TCPTCP//IPIPパパ

ケ ッ ト にケ ッ ト に制限情報を出力し ま す。制限情報を出力し ま す。　 も し 、　 も し 、シリ ア ルチャ ン ネルの送信停止状態がシリ ア ルチャ ン ネルの送信停止状態が

続き 、続き 、かかつ相手機器から の受信が多いと 、つ相手機器から の受信が多いと 、TCPTCP//IPIPの再送オーバが発生し てコ ネクの再送オーバが発生し てコ ネク

ショ ン がショ ン が切断さ れる事があり ま す。切断さ れる事があり ま す。

[3[3--99　 シリ ア ルチ ャ ン ネルのフ ロ ー制御　 シリ ア ルチャ ン ネルのフ ロ ー制御]]も参照し て下さ い。も参照し て下さ い。

◆◆ 通常の伝送通常の伝送

TCPTCP//IPIPのデータ パケッ ト を受信し た場合は、のデータ パケッ ト を受信し た場合は、そのデータ 部分をシリ ア ルチャ ン ネそのデータ 部分をシリ ア ルチャ ン ネ

ルに送出し ま す。ルに送出し ま す。　 デリ ミ タ　 デリ ミ タ・・ タ イ ムア ウ ト に関係なく 、タ イ ムア ウ ト に関係なく 、TCPTCP//IPIPパケ ッ ト のデーパケ ッ ト のデー

タ 部分のみが送出さ れます。タ 部分のみが送出さ れます。

例例))

３ －８ －２ 　 イ ーサ ネ ッ ト 機器→３ －８ －２ 　 イ ーサ ネ ッ ト 機器→ Enet-SSEnet-SS →→RS232CRS232C 機器へのデー タ 伝送機器へのデー タ 伝送

シリ ア ルチャ ン ネルに受信するデータ 列が、シリ ア ルチャ ン ネルに受信するデータ 列が、 コ マ ン ド と 一致する場合は、コ マ ン ド と 一致する場合は、 そ れま でそ れま で

の受信データ を無効と し てそ のコ マ ン ド の指示する処理を行います。の受信データ を無効と し てそ のコ マ ン ド の指示する処理を行います。

そ の状態に応じ て リ ザルト を 返し ま す。そ の状態に応じ て リ ザルト を 返し ま す。 終了コ マ ン ド終了コ マ ン ド  (@QUIT  (@QUIT LFCR  )  ) の場合は、の場合は、 正正

規の規の TCPTCP//IPIP終了手順でコ ネク ショ ン を終了し ま す。終了手順でコ ネク ショ ン を終了し ま す。

３ －８ －３ 　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザル ト３ －８ －３ 　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザル ト

RS232C機器 相手機器Enet-SS

RS232C イ ーサネッ ト

12345

ABCDEF GHIJLF

LF

HEADER 12345 CRCLF

HEADER ABCDEF GHIJ CRCLF
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プ ロ グ ラ ムモ ード 内で以下のよ う な設定が行われている場合の例プ ロ グ ラ ムモ ード 内で以下のよ う な設定が行われている場合の例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ((シ リ ア ルチ ャ ン ネルシリ ア ルチャ ン ネル 1)1)

1LF=E1LF=E

1DT= 0.501DT= 0.50

COM=@COM=@

RMSG=ERMSG=E

IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10

1SP=A10C1SP=A10C

12I= 192.168.0.2012I= 192.168.0.20

12P=B00112P=B001　　 ((相手機器の相手機器の IP,PORTIP,PORTが対応し ている事が対応し ている事))

３ －８ －４３ －８ －４   TCP  TCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、 データ 伝送、データ 伝送、

コ ネ ク シ ョ ン 終了ま での例コ ネ ク シ ョ ン 終了ま での例

RS232C機器 相手機器Enet-SS

RS232C イ ーサネッ ト

@OPENnn

ACK

1460バイ ト のデータ

ACK

ABCDEFGHIJ

ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@TIME△WAITnn

@CLOSE△COMPLETED
2分経過

LFCR

LFCR

LFCR

SYN

SYN / ACK

@ESTABLISHEDnn LFCR

123 456LF
123 LF

ACK

を含まないLF

456

ACK

ABCDEFGHIJ

を含まないLF

1460バイ ト のデータ

@QUITnn LFCR

0.5秒間

開設コ マンド

開設手順

開設成立

までを

相手機器へ

タ イ ムアウ ト で

相手機器へ

相手機器から

端末機器へ

終了コ マンド

終了手順

タ イ ムウ ェ イ ト
と なる

タ イ ムウ ェ イ ト

終了

LF
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Enet-SSEnet-SSは、は、 各シリ ア ルチャ ン ネルに入力各シリ ア ルチャ ン ネルに入力5K5K バイ ト 、バイ ト 、 出力出力5K5K バイ ト のバッ フ ァバイ ト のバッ フ ァ

を持ち ま す。を持ち ま す。

こ のバッ フ ァ を利用し て異なる通信手順の同期を取り ま す。こ のバッ フ ァ を利用し て異なる通信手順の同期を取り ま す。

プ ロ グ ラ ムモ ード での設定によ りプ ロ グ ラ ムモ ード での設定によ り 33 種類のフ ロ ー制御が行えます。種類のフ ロ ー制御が行えます。

設定方法は、設定方法は、 [1 [1--55　 設定項目の説明　 設定項目の説明] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

３ －９ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御３ －９ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御

1)1) 設定無効設定無効 (nX=D)  (nX=D) の場合の場合

nXnX (11h)  (11h) 、、 XOFF (13h) XOFF (13h) コ ード は、コ ード は、 データ と し て扱われます。データ と し て扱われます。 Enet-SSEnet-SSが制が制

御のために御のために XONXON、、XOFFXOFFコ ード を出力する こ と も有り ま せん。コ ード を出力する こ と も有り ま せん。イ ーサネッ ト へのイ ーサネッ ト への

送信が停止さ れた後も入力が続き 、送信が停止さ れた後も入力が続き 、入力バッ フ ァ がフ ルと なっ た場合は古いデー入力バッ フ ァ がフ ルと なっ た場合は古いデー

タ に上書き さ れま す。タ に上書き さ れま す。

2)2) 設定有効設定有効 (nX=E)  (nX=E) の場合の場合

▼▼ Enet-SSEnet-SS から 端末機器へデータ 送信の場合の制御から 端末機器へデータ 送信の場合の制御

端末機器から端末機器から XOFF (13h) XOFF (13h) コ ード を受信する と 、コ ード を受信する と 、 データ 送信を停止し ま す。データ 送信を停止し ま す。

端末機器から端末機器から XON (11h) XON (11h) コ ード を受信する と 、コ ード を受信する と 、 データ 送信を再開し ま す。データ 送信を再開し ま す。

▼▼ イ ーサネッ ト への送信が停止さ れ、イ ーサネッ ト への送信が停止さ れ、 入力バッ フ ァ に蓄積し た場合入力バッ フ ァ に蓄積し た場合

入力バッ フ ァ の残り が入力バッ フ ァ の残り が 2K2K バイ ト 程になる とバイ ト 程になる と XOFF (13h) XOFF (13h) コ ード を送出し て端末コ ード を送出し て端末

機器に送信停止を知ら せま す。機器に送信停止を知ら せま す。イ ーサネッ ト への送信が再開さ れ、イ ーサネッ ト への送信が再開さ れ、入力バッ フ ァ入力バッ フ ァ

の残り がの残り が 4K4K バイ ト 程になる とバイ ト 程になる と XON (11h) XON (11h) コ ード を送出し て端末機器へ再開可コ ード を送出し て端末機器へ再開可

能を知ら せま す。能を知ら せま す。

３ －９ －１ 　３ －９ －１ 　 XONXON //XOFFXOFF フ ロ ー制御フ ロ ー制御
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RTSRTS//CTSCTSは、は、 有効／無効を設定可能です。有効／無効を設定可能です。

1)1) 設定無効設定無効 (nRT=D)  (nRT=D) の場合の場合

RTSRTS出力は常にレ ディ出力は常にレ ディ  (Hi)  (Hi) です。です。

CTSCTS入力に関係なく入力に関係なく nn で指定し たシリ ア ルチャ ン ネルへ送出し ま す。で指定し たシリ ア ルチャ ン ネルへ送出し ま す。

イ ーサネッ ト の送信が停止さ れた後も入力が続き 、イ ーサネッ ト の送信が停止さ れた後も入力が続き 、入力バッ フ ァ がフ ルと なっ た入力バッ フ ァ がフ ルと なっ た

場合は、場合は、 古いデータ に上書き さ れま す。古いデータ に上書き さ れま す。

2)2) 設定有効設定有効 (nRT=E)(nRT=E) の場合の場合

      ▼▼ Enet-SSEnet-SS から 端末機器へデータ 送信の場合の制御から 端末機器へデータ 送信の場合の制御

　　 CTSCTS入力がビ ジー入力がビ ジー  (Low)  (Low) を 検出する と 、を検出する と 、 データ 送信を停止し ま す。データ 送信を停止し ま す。

　　 CTSCTS入力がレ ディ入力がレ ディ  (Hi)  (Hi) を 検出する と 、を検出する と 、 データ 送信を再開し ま す。データ 送信を再開し ま す。

      ▼▼ イ ーサネッ ト への送信が停止さ れ、イ ーサネッ ト への送信が停止さ れ、 入力バッ フ ァ に蓄積し た場合入力バッ フ ァ に蓄積し た場合

　　 入力バッ フ ァ の残り が入力バッ フ ァ の残り が 2K2K バイ ト 程度になる とバイ ト 程度になる と RTSRTSを ビ ジーを ビ ジー (Low)(Low)と し て 、と し て 、

端末機器に送信停止を知ら せま す。端末機器に送信停止を知ら せま す。イ ーサネッ ト への送信が再開さ れ、イ ーサネッ ト への送信が再開さ れ、入力入力

バッ フ ァ の残り がバッ フ ァ の残り が 4k4kバイ ト 程度になる と 、バイ ト 程度になる と 、 RTSRTSを レ ディを レ ディ  (Hi)  (Hi) に し て 、にし て 、端末端末

機器へ再開可能を知ら せま す。機器へ再開可能を知ら せま す。

３ －９ －２ 　３ －９ －２ 　 RTSRTS//CTSCTS フ ロ ー制御フ ロ ー制御

DTR/DSRDTR/DSRは、は、 有効／無効を設定可能です。有効／無効を設定可能です。

1)1) 設定無効設定無効 (nDR=D)  (nDR=D) の場合の場合

DTRDTR出力は常にレ ディ出力は常にレ ディ  (Hi)  (Hi) です。です。DSRDSR入力に関係なく入力に関係なく nnで指定し たシリ ア ルチャで指定し たシリ ア ルチャ

ン ネルへ送出し ま す。ン ネルへ送出し ま す。イ ーサネッ ト への送信が停止さ れた後も入力が続き 、イ ーサネッ ト への送信が停止さ れた後も入力が続き 、入力入力

バッ フ ァ がフ ルと なっ た場合は古いデータ に上書き さ れま す。バッ フ ァ がフ ルと なっ た場合は古いデータ に上書き さ れま す。

2)2) 設定有効設定有効 (nDR=E)  (nDR=E) の場合の場合

▼▼ Enet-SSEnet-SS から 端末機器へデータ 送信の場合の制御から 端末機器へデータ 送信の場合の制御

DSRDSR入力がビ ジー入力がビ ジー  (Low)  (Low) を 検出する と 、を検出する と 、 データ 送信を停止し ま す。データ 送信を停止し ま す。 DSRDSR入力が入力が

レ ディレ ディ  (Hi)  (Hi) を 検出する と 、を検出する と 、 データ 送信を再開し ま す。データ 送信を再開し ま す。

▼▼ イ ーサネッ ト への送信が停止さ れ、イ ーサネッ ト への送信が停止さ れ、 入力バッ フ ァ に蓄積し た場合入力バッ フ ァ に蓄積し た場合

入力バッ フ ァ の残り が入力バッ フ ァ の残り が 2K2Kバイ ト 程度になる とバイ ト 程度になる と DTRDTRを ビ ジーを ビ ジー  (Low)  (Low) と し て 、と し て 、端末端末

機器に送信停止を知ら せま す。機器に送信停止を知ら せま す。イ ーサネッ ト への送信が再開さ れ、イ ーサネッ ト への送信が再開さ れ、入力バッ フ ァ入力バッ フ ァ

の残り がの残り が 4K4Kバイ ト 程度になる とバイ ト 程度になる と DTRDTRを レ ディを レ ディ  (Hi)  (Hi) に し て 、にし て 、端末機器へ再開可能端末機器へ再開可能

を知ら せま す。を知ら せま す。

３ －９ －３ 　３ －９ －３ 　 DTRDTR//DSRDSR フ ロ ー制御フ ロ ー制御
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  第４ 章　第４ 章　 コ マ ン ド と リ ザル トコ マ ン ド と リ ザル ト

４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト

コ マ ン ド は次のフ ォ ーマ ッ ト です。コ マ ン ド は次のフ ォ ーマ ッ ト です。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列++ コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列 (+ (+ テ ーブ ル番号テーブ ル番号) ) LFCR

例例))@OPEN12 @OPEN12 LFCR  ( (テ ーブ ルテーブ ル 1212 番と番と TCPTCP//IPIP開設する開設する ))

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列

プ ロ グ ラ ムモ ード のプ ロ グ ラ ムモ ード の COM=COM= で設定変更可能な文字列です。で設定変更可能な文字列です。

デフ ォ ルト は、デフ ォ ルト は、 ＠＠ (40h) 1 (40h) 1 文字です。文字です。

データ と の識別の為に付加し ま す。データ と の識別の為に付加し ま す。

◆◆ コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列

Enet-SSEnet-SS に指示を与える コ マ ン ド です。に指示を与える コ マ ン ド です。

◆◆ テーブ ル番号テーブ ル番号

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMに設定出来るに設定出来る 1818個のう ち 、個のう ち 、対象と なる相手機器のテーブ ル番号対象と なる相手機器のテーブ ル番号

を指定し ま す。を指定し ま す。一部のコ マ ン ド に必要です。一部のコ マ ン ド に必要です。番号は番号は 11～～1818の数値です。の数値です。 ( (11～～99番番

ではでは 0101 等でも可等でも可))

◆◆ LFCR

コ マ ン ド のデリ ミ タ です。コ マ ン ド のデリ ミ タ です。

CR  ( (キ ャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン ：： 0Dh) 0Dh) とと   LF  ( (ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード ：： 0Ah) 0Ah) を 必ず最後に付けを必ず最後に付け

ます。ま す。

４ －１ －１ 　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト４ －１ －１ 　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト

４ －１ －２ 　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト４ －１ －２ 　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト

リ ザルト は、リ ザルト は、 次のフ ォ ーマ ッ ト です。次のフ ォ ーマ ッ ト です。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋リ ザルト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋リ ザルト 文字列 ( (＋テ ーブ ル番号＋テーブ ル番号) ) LFCR

例例))  @TIME @TIME△△WAIT12 WAIT12 LFCR  ( (テ ーブ ルテーブ ル 1212 番の相手機器と タ イ ムウ ェ イ ト になっ た番の相手機器と タ イ ムウ ェ イ ト になっ た ))

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列

プ ロ グ ラ ムモ ード のプ ロ グ ラ ムモ ード の COM=COM= で設定変更可能な文字列です。で設定変更可能な文字列です。

デフ ォ ルト は、デフ ォ ルト は、 ＠＠ (40h) 1 (40h) 1 文字です。文字です。

データ と の識別の為に付加し ま す。データ と の識別の為に付加し ま す。

◆◆ リ ザルト 文字列リ ザルト 文字列

コ マ ン ド 実行の結果、コ マ ン ド 実行の結果、 発生し た状況を返し ま す。発生し た状況を返し ま す。
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※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で表し ていま す。で表し ていま す。

テーブ ル番号付きは、テーブ ル番号付きは、 番号部分を番号部分を nnnn で表し ていま す。で表し ていま す。

４ －２ 　 コ マ ン ド 、４ －２ 　 コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト 一覧リ ザ ル ト 一覧

４ －２ －１ 　 コ マ ン ド 一覧４ －２ －１ 　 コ マ ン ド 一覧

◆◆ テーブ ル番号テーブ ル番号

対象と なる相手のテーブ ル番号と なり ま す。対象と なる相手のテーブ ル番号と なり ま す。

一部のリ ザルト に付加さ れます。一部のリ ザルト に付加さ れます。

番号は、番号は、 0101～～1818の数値です。の数値です。  (2 (2桁と なる桁と なる ))

◆◆ LFCR

リ ザルト のデリ ミ タ です。リ ザルト のデリ ミ タ です。

CR  ( (キ ャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン ：： 0Dh) 0Dh) とと LF  ( (ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード ：： 0Ah) 0Ah) が最後に付き ま す。が最後に付き ま す。

◆◆ コ マ ン ド 無効コ マ ン ド 無効

プ ロ グ ラ ムモ ード でプ ロ グ ラ ムモ ード で COM=  COM=  LFCR   と する と コ マ ン ド 無効と なり ま す。と する と コ マ ン ド 無効と なり ま す。

こ の場合、こ の場合、 全てのコ マ ン ド が無効と なり 、全てのコ マ ン ド が無効と なり 、 データ と し て扱われます。データ と し て扱われます。

コ マ ン ド でのコ ネク ショ ン の開設、コ マ ン ド でのコ ネク ショ ン の開設、 終了も出来なく なり ま す。終了も出来なく なり ま す。

自動開設または制御線によ る開設以外は相手から の開設要求待ち と なり ま す。自動開設または制御線によ る開設以外は相手から の開設要求待ち と なり ま す。

◆◆ リ ザルト 無効リ ザルト 無効

プ ロ グ ラ ムモ ード でプ ロ グ ラ ムモ ード で RMSG=D RMSG=D LFCR   と する と リ ザルト がと する と リ ザルト が RS232CRS232C機器へ送出さ れ機器へ送出さ れ

なく なり ま す。なく なり ま す。

４ －１ －３ 　 コ マ ン ド 、４ －１ －３ 　 コ マ ン ド 、 リ ザル ト 無効リ ザル ト 無効

コ マンド 意　 味 項番

@OPENnn テーブルnn番と TCP / IP開設する 4 - 3 - 1

@UDPnn テーブルnn番と UDP開設する 4 - 3 - 2

@QUIT TCP/IPあるいはUDPを終了する 4 - 3 - 3

@STAT 状態を調べる 4 - 3 - 4

@PROG プログラ ムモードに入る 4 - 3 - 5

@TESTnn テーブルnn番にテスト を実行する 4 - 3 - 6

@DMAC
テーブル1～18の取得済み相手MAC　 　 アドレ

スの一時削除
4 - 3 - 7

@RVER Enet-SSのROMバージョ ンを調べます。 4 - 3 - 8
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４ －２ －２ 　 リ ザル ト 一覧４ －２ －２ 　 リ ザル ト 一覧

※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で表し ていま す。で表し ていま す。

テーブ ル番号付きは、テーブ ル番号付きは、 番号部分を番号部分を nnnn で表し ていま す。で表し ていま す。 　　 △はスペースです。△はスペースです。

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

リ ザルト 意　 味 関連項番

@ESTABLISHEDnn テ ーブ ルnn番と TCP / IP開設成立 4 - 3 - 1,4 - 4 - 1

@OPENINGnn テ ーブ ルnn番と TCP / IP開設中 4 - 3 - 1

@OPEN△ERROR 設定条件不足によ る開設失敗 4 - 3 - 1

@COULD△NOT△CONNECT RST受信によ る開設失敗 4 - 3 - 1

@WAITING 処理パケ ッ ト 再送 4 - 3 - 1,4 - 3 - 3

@TIMEOVER 相手応答無し での開設失敗 4 - 3 - 1

@TIME△WAITnn タ イ ムウ ェ イ ト 状態と なっ た 4 - 3 - 3

@CLOSE△COMPLETED 完全に未開設状態 4 - 3 - 3,4 - 4 - 6

@CONNECTION△RESET RSTを受信し て終了し た 4 - 4 - 3

@CONNECTION△TIMEOUT RSTを発行し て終了し た 4 - 3 - 3,4 - 4 - 2

@TIME△OUT△△ARP ARPﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ発行に応答無し 4 - 3 - 1,4 - 3 - 2

@UDP△ONnn テ ーブ ルnn番と UDPを開設し た 4 - 3 - 2

@UDP△OFF UDPを終了し た 4 -3 - 3

@TELNET△Log in
TELNET Log in 中の為　 実行できな
い

4 - 3 - 5,4 - 3 - 6
4 - 3 - 7

こ こ では、こ こ では、 コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字をデフ ォ ルト の、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字をデフ ォ ルト の、 @@ で説明し ていま す。で説明し ていま す。 　 変更　 変更

し た場合は、し た場合は、 @@ を読み変えて下さ い。を読み変えて下さ い。 　 テ ーブ ル番号付きは、　 テ ーブ ル番号付きは、番号部分をすべて番号部分をすべて nnnn

で表し ていま す。で表し ていま す。

４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明

４ －３ －１ 　 テ ーブ ル４ －３ －１ 　 テ ーブ ル nnn n 番と番と TCPTCP//IPIP 開設を する 。開設を する 。

@ OPENnn@ OPENnn   LFCR (nn(nn は開設する相手のテーブ ル番号は開設する相手のテーブ ル番号))

◆◆ 正常動作の場合正常動作の場合

SYNSYNパケ ッ ト を発行し て開設手順を実行し ます。パケ ッ ト を発行し て開設手順を実行し ます。通常は、通常は、直ちに相手が応答し て直ちに相手が応答し て

開設が成立し ます。開設が成立し ます。

@ESTABLISHEDnn @ESTABLISHEDnn LFCR   を 返し ま す。を返し ま す。

LED CONNECTLED CONNECTが緑で点灯し 、が緑で点灯し 、 データ 伝送可能状態と なり ま す。データ 伝送可能状態と なり ま す。
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４ －３ －２ 　 テ ーブ ル４ －３ －２ 　 テ ーブ ル n nn n 番と番と UDPU DP 開設を する開設を する

@ UDPnn @ UDPnn LFCR (nn(nn は開設する相手のテーブ ル番号は開設する相手のテーブ ル番号))

◆◆ 正常動作の場合正常動作の場合

@UDP@UDP△△ONnn ONnn LFCR   を 返し 、を返し 、 開設さ れた事を知ら せま す。開設さ れた事を知ら せま す。

LED CONNECTLED CONNECTが緑で点灯し ま す。が緑で点灯し ま す。

◆◆ 相手イ ーサネッ ト ア ド レ スが不明の場合相手イ ーサネッ ト ア ド レ スが不明の場合

ARPARPブ ロ ード キャ ス ト を発行し て取得し てから 正常時の動作と なり ま す。ブ ロ ード キャ ス ト を発行し て取得し てから 正常時の動作と なり ま す。

ARPARP応答が無い場合は、応答が無い場合は、 @TIME@TIME△△OUTOUT△△△△ARP ARP LFCR   を 返し て失敗を知ら せまを返し て失敗を知ら せま

す。す。

◆◆ 必要な設定が不足の場合必要な設定が不足の場合

@OPEN@OPEN△△ERROR ERROR LFCR   を 返し て失敗を知ら せま す。を返し て失敗を知ら せま す。

必要な条件は、必要な条件は、 IPIP、、 nSPnSP、、 nnInnI、、 nnPnnPです。です。 確認し て下さ い。確認し て下さ い。

◆◆ 相手イ ーサネッ ト ア ド レ スが不明の場合相手イ ーサネッ ト ア ド レ スが不明の場合

ARPARPブ ロ ード キャ ス ト を発行し て取得し てから 正常時の動作と なり ま す。ブ ロ ード キャ ス ト を発行し て取得し てから 正常時の動作と なり ま す。

ARPARP応答が無い場合は、応答が無い場合は、@TIME@TIME△△OUTOUT△△△△ARP ARP LFCR   を返し て失敗を知ら せます。を返し て失敗を知ら せます。

◆◆ 相手が応答し ない場合相手が応答し ない場合

SYNSYN パケ ッ ト を再送し ま す。パケ ッ ト を再送し ま す。  (5 (5秒間隔に秒間隔に 44回回) ) こ の時、こ の時、シリ ア ルチャ ン ネルにシリ ア ルチャ ン ネルに

@WAITING @WAITING LFCR   を 返し 、を返し 、 処理中で有る こ と を知ら せま す。処理中で有る こ と を知ら せま す。

再送回数が終了後、再送回数が終了後、 3030 秒間応答待ちを し ま す。秒間応答待ちを し ま す。 3030 秒経過後秒経過後 ( (合計合計5050 秒後秒後) ) 、、 更更

に無応答の場合はに無応答の場合は､@TIMEOVER ､@TIMEOVER LFCR   を 返し 、を返し 、 失敗を知ら せま す。失敗を知ら せま す。

開設が失敗する と 、開設が失敗する と 、既に取得し ていた相手機器イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま既に取得し ていた相手機器イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま

す。す。 従っ て 、従っ て 、 次から は次から は ARPARPが必要と なり ま す。が必要と なり ま す。

こ の機能は、こ の機能は、 相手機器のハード 交換の際に有意義と なり ま す。相手機器のハード 交換の際に有意義と なり ま す。

◆◆ 必要な設定が不足の場合必要な設定が不足の場合

@OPEN ERROR @OPEN ERROR LFCR   を返し て失敗を知ら せま す。を返し て失敗を知ら せま す。

必要な条件は、必要な条件は、 IPIP、、 nSPnSP、、 nnInnI、、 nnPnnPです。です。 確認し て下さ い。確認し て下さ い。

◆◆ 開設中の場合開設中の場合

TCPTCP//IPIPが開設中の場合は、が開設中の場合は、 @OPENINGnn @OPENINGnn LFCR   を 返し 、を返し 、 ど の相手と 開設中かをど の相手と 開設中かを

知ら せま す。知ら せま す。

UDPUDPで開設中の場合は、で開設中の場合は、 @UDP@UDP△△ONnn ONnn LFCR   を 返し 、を返し 、 ど の相手と 開設中かを知ど の相手と 開設中かを知

ら せま す。ら せま す。

リ ザルト のリ ザルト の nnnn 部が指示し たテーブ ルと 異なる場合は、部が指示し たテーブ ルと 異なる場合は、 本来の相手機器と は違い本来の相手機器と は違い

ますので注意が必要です。ま すので注意が必要です。
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◆◆ 開設中の場合開設中の場合

TCPTCP//IPIPが開設中の場合は、が開設中の場合は、 @OPENINGnn @OPENINGnn LFCR   を 返し 、を返し 、 ど の相手と 開設中かをど の相手と 開設中かを

知ら せま す。知ら せま す。

UDPUDPで開設中の場合は、で開設中の場合は、 @UDP@UDP△△ONnn ONnn LFCR   を 返し 、を返し 、 ど の相手と 開設中かを知ど の相手と 開設中かを知

ら せま す。ら せま す。

リ ザルト のリ ザルト の nnnn 部が指示し たテーブ ルと 異なる場合は、部が指示し たテーブ ルと 異なる場合は、 本来の相手機器と は違い本来の相手機器と は違い

ますので注意が必要です。ま すので注意が必要です。

４ －３ －３ 　４ －３ －３ 　 TCPTCP//IPIP あ る い はある いは UDPU DP を 終了するを 終了する

@QU IT @ QU IT LFCR

◆◆ TCPTCP//IPIPの正常終了の正常終了

FINFIN パケ ッ ト を発行し て終了手順を開始し ます。パケ ッ ト を発行し て終了手順を開始し ます。

通常は直ちに相手が応答し て終了し ま す。通常は直ちに相手が応答し て終了し ま す。

@TIME@TIME△△WAITnn WAITnn LFCR   を 返し て 、を返し て、 タ イ ムウ ェ イ ト 中を知ら せま す。タ イ ムウ ェ イ ト 中を知ら せま す。

LED CONNECTLED CONNECTが消灯し ま す。が消灯し ま す。

タ イ ムウ ェ イ ト の設定時間タ イ ムウ ェ イ ト の設定時間 ( (デフ ォ ルトデフ ォ ルト ：： 120120 秒秒) ) の経過を待ち ま す。の経過を待ちま す。

@CLOSE@CLOSE△△COMPLETED COMPLETED LFCR   を 返し てタ イ ムウ ェ イ ト の終了を知ら せま す。を返し てタ イ ムウ ェ イ ト の終了を知ら せま す。

相手機器から 開設を行っ た場合でも 、相手機器から 開設を行っ た場合でも 、 終了が出来ます。終了が出来ます。

◆◆ FINFIN に対し て相手の応答が無い場合に対し て相手の応答が無い場合

間隔時間を変えて間隔時間を変えて FINFIN を 再送し ま す。を再送し ま す。 こ の時こ の時@WAITING @WAITING LFCR   を 送り 、を送り 、 処理中を処理中を

知ら せま す。知ら せま す。

再送終了で再送終了で RSTRSTパケ ッ ト を発行し て強制終了し ます。パケ ッ ト を発行し て強制終了し ます。

@CONNECTION@CONNECTION △△TIMEOUT TIMEOUT LFCR   を 送り 、を送り 、 強制終了を知ら せま す。強制終了を知ら せま す。

LEDLED　　 CONNECTCONNECTが消灯し ま す。が消灯し ま す。

◆◆ UDPUDPの終了の終了

@UDP@UDP△△OFF    OFF    を 返し て 、を返し て、 終了を知ら せま す。終了を知ら せま す。

LEDLED　　 CONNECTCONNECTが消灯し ま す。が消灯し ま す。
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@ PROG@ PROG   LFCR

プ ロ グ ラ ムモ ード と なり ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード と なり ま す。

プ ロ グ ラ ムモ ード の通信条件はこ のコ マ ン ド 実行時と 同じ です。プ ロ グ ラ ムモ ード の通信条件はこ のコ マ ン ド 実行時と 同じ です。

詳細は詳細は [ [第第11章　 通信を行う 前の準備章　 通信を行う 前の準備] ] の通信条件の設定を参照し て下さ い。の通信条件の設定を参照し て下さ い。

４ －３ －５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る４ －３ －５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る

４ －３ －４ 　 状態を 調べる４ －３ －４ 　 状態を 調べる

@STAT @ STAT LFCR

こ のコ マ ン ド に対し てこ のコ マ ン ド に対し て Enet-SSEnet-SS の状態を リ ザルト と し て返し ま す。の状態を リ ザルト と し て返し ま す。

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中はプ ロ グ ラ ムモ ード へ入る こ と が出来ません。中はプ ロ グ ラ ムモ ード へ入る こ と が出来ません。

　 リ ザルト 意味

CHn△@CLOSING CHnと 開設無し  (タ イ ムウ ェ イ ト ではない )

CHn@OPENINGnn CHnと テ ーブ ルnn番と TCP / IP開設中

CHn@UDP△ONnn CHnと テ ーブ ルnn番と UDP開設中

CHn@TIME△WAITnn CHnと テ ーブ ルnn番と のタ イ ムウ ェ イ ト 中

CHn@WAITING CHnと OPEN、 QUIT等の処理中

※※ nn はは 1or21or2 です。です。

※※ △はスペースです。△はスペースです。
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４ －３ －７ 　 取得相手４ －３ －７ 　 取得相手MACM AC の一時削除の一時削除

@DMAC@ DMAC  LFCR

相手テーブ ル相手テーブ ル 11～～1818 に取得済みの相手に取得済みの相手MACMAC すべてを一時削除し ます。すべてを一時削除し ます。 電源を再投電源を再投

入する と 、入する と 、 取得済み取得済み MACMACが復帰し ま す。が復帰し ま す。

こ のコ マ ン ド 発行後にこ のコ マ ン ド 発行後に @OPENnn @OPENnn LFCR   コ マ ン ド を発行する と 、コ マ ン ド を発行する と 、ARPARPを行ない、を行ない、相手相手

MACMAC を再取得後に開設要求のを再取得後に開設要求の SYNSYN を送信し ま す。を送信し ま す。

@ RVER@ RVER  LFCR

こ のコ マ ン ド に対し てこ のコ マ ン ド に対し て Enet-SSEnet-SSのの ROMROM バージョ ン を リ ザルト と し て返送し ま す。バージョ ン を リ ザルト と し て返送し ま す。

４ －３ －８ 　４ －３ －８ 　 ROMROM バ－ジ ョ ン の表示バ－ジ ョ ン の表示

@TESTnn  @ TESTnn  LFCR

テ ス ト 動作テス ト 動作

テ ーブ ルテ ーブ ル nnnn 番に対し て番に対し て ICMPICMP エ コ ーパケ ッ ト を 発行し て相手から のエ コ ーをエ コ ーパケ ッ ト を 発行し て相手から のエ コ ーを

チ ェ ッ ク し ま す。チ ェ ッ ク し ま す。

こ の間、こ の間、 LED CONNECTLED CONNECTとと PACKETPACKETがオ レ ン ジで点滅し ま す。がオ レ ン ジで点滅し ま す。

2020 回の回の ICMPICMPの結果を リ ザルト で返し ま す。の結果を リ ザルト で返し ま す。

@ECHO@ECHO△△OK OK LFCR 2020 回と も正常回と も正常

@ECHO@ECHO△△ERROR ERROR LFCR 11 回以上エ ラ ーが発生し た回以上エ ラ ーが発生し た

@NO@NO△△ECHO ECHO LFCR 11 回も応答が無い回も応答が無い

@TIME@TIME△△OUTOUT△△△△ARP ARP LFCR ARPARP応答がない応答がない

@OPEN@OPEN△△ERROR ERROR LFCR 必要な設定が無い必要な設定が無い

@OPENINGnn @OPENINGnn LFCR TCPTCP//IPIP開設中に付き 、開設中に付き 、テ ス ト は行わないテス ト は行わない

@UDP@UDP△△ONnn ONnn LFCR UDPUDP開設中に付き 、開設中に付き 、 テ ス ト は行わないテス ト は行わない

応答が無い場合は接続、応答が無い場合は接続、 各種設定値、各種設定値、 サブ ネッ ト 関連設定等を確認し て下さ い。サブ ネッ ト 関連設定等を確認し て下さ い。

４ －３ －６ 　 設定し た 相手機器に対し て 通信テ ス ト を 実行する４ －３ －６ 　 設定し た 相手機器に対し て 通信テ ス ト を 実行する

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中は実行出来ません。中は実行出来ません。

※※ TELNET Log in TELNET Log in 中は実行出来ません。中は実行出来ません。
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@CONNECTION@CONNECTION△△REST REST LFCR   を 送りを送り TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン は強制終了と なり ま す。コ ネク ショ ン は強制終了と なり ま す。

LED CONNECTLED CONNECTが消灯し ま す。が消灯し ま す。

こ の様な事象の発生原因こ の様な事象の発生原因

　 ▼　 ▼ 半開設半開設 ( (以前開設し た一方が開設状態のまま で反対側が終了状態以前開設し た一方が開設状態のまま で反対側が終了状態) ) であっ た 。であっ た 。

　 ▼　 ▼ シリ ア ルチャ ン ネルのフ ロ ー制御の影響によ り 、シリ ア ルチャ ン ネルのフ ロ ー制御の影響によ り 、 相手機器から のデータ パ相手機器から のデータ パ

ケ ッ ト が再送回数を越えても受信出来ない為、ケ ッ ト が再送回数を越えても受信出来ない為、 強制切断さ れた。強制切断さ れた。

４ －４ －３ 　 相手機器から４ －４ －３ 　 相手機器から RST (RST (リ セ ッ ト パケ ッ トリ セ ッ ト パケ ッ ト ) ) を 受信し た場合を 受信し た場合

自機宛の場合は、自機宛の場合は、自動的に応答を行い取得し た相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を合致す自動的に応答を行い取得し た相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を合致す

る相手る相手IPIPア ド レ ス に付加し てフ ラ ッ シュア ド レ ス に付加し てフ ラ ッ シュ ROMROMに記憶し ま す。に記憶し ま す。こ の際、こ の際、リ ザルト を返リ ザルト を返

す事はあり ま せん。す事はあり ま せん。  (  (全て自動で処理し ます。全て自動で処理し ます。))

ま た 、ま た 、 合致する相手合致する相手 IPIPが登録さ れていない場合は応答のみと なり ま す。が登録さ れていない場合は応答のみと なり ま す。

４ －４ －４ 　４ －４ －４ 　 ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合

４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の原因に よ る 事象４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の原因に よ る 事象

開設中でなく開設中でなく IPIP、、 ポート の条件が一致し た場合、ポート の条件が一致し た場合、 SYNSYN 手順で開設を行います。手順で開設を行います。

こ の場合、こ の場合、 テーブ ル番号のど の相手機器から でも受付は可能です。テーブ ル番号のど の相手機器から でも受付は可能です。

@ESTABLISHEDnn @ESTABLISHEDnn LFCR   でど の相手から の開設かを知ら せま す。でど の相手から の開設かを知ら せま す。

LED CONNECTLED CONNECTが点灯し 、が点灯し 、 データ 伝送可能と なり ま す。データ 伝送可能と なり ま す。

４ －４ －１ 　 相手機器から の４ －４ －１ 　 相手機器から の SYNSYN パケ ッ ト の受信パケ ッ ト の受信

再送間隔時間を変えてデータ パケ ッ ト を再送し ま す。再送間隔時間を変えてデータ パケ ッ ト を再送し ま す。

再送終了再送終了 ( (約約1212分分) ) でで RST (RST (リ セ ッ ト パケ ッ トリ セッ ト パケ ッ ト ) ) を 発行し てを発行し て TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン を強コ ネク ショ ン を強

制終了し ます。制終了し ます。

@CONNECTION@CONNECTION △△TIMEOUT TIMEOUT LFCR   を 送り 、を送り 、 強制終了を知ら せま す。強制終了を知ら せま す。

LED CONNECTLED CONNECTが消灯し ま す。が消灯し ま す。

４ －４ －２ 　４ －４ －２ 　 Enet-SSEnet-SS からか ら TCPTCP//IPIP へ の伝送が不可能な場合への伝送が不可能な場合
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◆◆ ICMPICMPエ コ ーパケ ッ ト の場合エ コ ーパケ ッ ト の場合

自動的にエ コ ーパケ ッ ト で応答し ま す。自動的にエ コ ーパケ ッ ト で応答し ま す。

こ の際、こ の際、リ ザルト を返すこ と は有り ま せん。リ ザルト を返すこ と は有り ま せん。 ( (全て自動で処理さ れます全て自動で処理さ れます))

４ －４ －５ 　４ －４ －５ 　 ICM PICM P パケ ッ ト の受信パケ ッ ト の受信

TCPTCP//IPIP開設中、開設中、 FINFIN パケ ッ ト を受信する と コ ネク ショ ン 開設を終了し ま す。パケ ッ ト を受信する と コ ネク ショ ン 開設を終了し ま す。

@CLOSE@CLOSE△△COMPLETED COMPLETED LFCR   を 送り 、を送り 、 LED CONNECTLED CONNECTが消灯し ま す。が消灯し ま す。

４ －４ －６ 　 相手機器よ り４ －４ －６ 　 相手機器よ り FIN  (F IN  (切断要求パケ ッ ト切断要求パケ ッ ト ) ) を 受信し た場合を 受信し た場合
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  第５ 章　第５ 章　 使用例使用例

５ －１ 　５ －１ 　 Enet-SSEnet-SS を シ ス テ ムに組み込む為の手順を シス テ ムに組み込む為の手順

以下の基本的手順を 、以下の基本的手順を 、 そ れぞれの状況を加味し てご検討下さ い。そ れぞれの状況を加味し てご検討下さ い。

シリ ア ルチャ ン ネルの通信条件の決定

データ に使用さ れる コ ード を検討し 、 デリ ミ タ を決定し ま す。

(プ ロ グ ラ ムモ ード nCR=n,LF= n,nEX= ,nDEL= ,nDT=の各項目のいずれかを指定)

システム管理者に自機IPアドレスを割り 当ててもらい、相手機器IPの情報を得ます。

他のサブネッ トと の接続の場合は、サブネッ トマスク、 デフ ォ ルトゲートウェ イ、

サブネッ トブロードキャ ストアドレスの情報も得ます。

取得し た情報を元に、 プ ロ グ ラ ムモ ード で必要条件を設定し ます。

必ず設定が必要な項目

RS232C関連： 通信条件、 デリ ミ タ

イ ーサネッ ト 関連： 自機IP､自機PORT (プ ロ グ ラ ムモ ード 2/3Pag e IP= ,nSP= )

相手IP､相手PORT (プ ロ グ ラ ムモ ード 3/3Page nI= ,nP= nは相手TABLE No)

場合によ り 設定が必要な項目

RS232C関連： フ ロ ー制御有無

イ ーサネッ ト 関連： サブ ネッ ト 関連ア ド レ ス (プ ロ グ ラ ムモ ード 2/3Pag e

NETM= ,DEFG= ,BRDA= )

プログラムモードを終了します。

パソコンと ターミ ナルソフ トを用意します。

パソコンと Enet-SSをRS232Cケーブルで接続し、 ターミ ナルソフ トを起動します。

相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムがホス ト 型の場合またはEnetシリ ーズの場合
タ ーミ ナルソ フ ト よ り @OPENnn コ マ ン ド を 実行し てコ ネク ショ ン 開設を

行います。

相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムがク ラ イ ア ン ト 型の場合

ソケ ッ ト プ ロ グ ラ ムよ り Enet-SSに対し てコ ネク ショ ン開設を行います。

正し く 開設の場合双方から データ
送信可能であるかを確認し ます。

開設できない場合

Enet-SSの設定値、 ネッ ト 環境、
ソ ケ ッ ト 側プ ロ グ ラ ムの確認

実際に運用の機器接続構成／ア プ リ ケーショ ン で動作確認

LFCR

どのよう なイーサネッ トに接続するか確認します。

回線仕様、ハード、 コネクタ 、相手機器の仕様、 ソケッ ト通信、サブネッ トの有無
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Enet-SSEnet-SS には、には、 自機自機 IPIP//PORTPORTの設定の設定 (IP= ,nSP= )  (IP= ,nSP= ) 及びホス ト マ シン の及びホス ト マ シン の IPIP//PORTPORT

(nnI=(nnI=，， nnP= ) nnP= ) の設定が必要です。の設定が必要です。

※※ ホス ト から 開設の場合でも 、ホス ト から 開設の場合でも 、 nnP=hhhhnnP=hhhh を 適当な値で必ず設定し ます。を適当な値で必ず設定し ます。

ホス ト 側からホス ト 側から TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。コ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。

ホス ト から の開設要求に応答し てホス ト から の開設要求に応答し て TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン を開設し ま す。コ ネク ショ ン を開設し ま す。

開設成功時には、開設成功時には、シリ ア ルチャ ン ネル側に リ ザルト ま たは制御線にて成功を通知しシリ ア ルチャ ン ネル側に リ ザルト ま たは制御線にて成功を通知し

ま す。ま す。 開設中は双方向のデータ 転送が可能です。開設中は双方向のデータ 転送が可能です。

ホス ト から の切断要求に応答し てホス ト から の切断要求に応答し て TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン を切断し ま す。コ ネク ショ ン を切断し ま す。

切断時には、切断時には、シリ ア ルチャ ン ネル側に リ ザルト ま たは制御線にて切断を通知し ま す。シリ ア ルチャ ン ネル側に リ ザルト ま たは制御線にて切断を通知し ま す。

切断後は、切断後は、 データ 転送は行われません。データ 転送は行われません。

※※ ホス ト 側ソ ケ ッ ト には、ホス ト 側ソ ケ ッ ト には、 Enet-SSEnet-SS のの IP=IP= ／／nSP=nSP= で指定の値を設定する必要がで指定の値を設定する必要が

あり ま す。あり ま す。ま た 、ま た 、 ホス ト 側自身のホス ト 側自身の IPIPア ド レ ス も必要です。ア ド レ ス も必要です。

※※ ホス ト 側機器またはソ ケ ッ ト は、ホス ト 側機器ま たはソ ケ ッ ト は、 シリ ア ルチャ ン ネル毎に接続可能です。シリ ア ルチャ ン ネル毎に接続可能です。

Enet-SSEnet-SS側から側から TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。コ ネク ショ ン の開設／切断が可能です。

シリ ア ルチャ ン ネルへのシリ ア ルチャ ン ネルへの OPENOPENコ マ ン ド も し く は制御線コ マ ン ド も し く は制御線HiHiに よ り 、によ り 、開設要求を出力開設要求を出力

し ます。し ま す。 開設応答受信によ り リ ザルト ま たは制御線にて成功を通知し ま す。開設応答受信によ り リ ザルト ま たは制御線にて成功を通知し ま す。

開設中は双方向のデータ 転送が可能です。開設中は双方向のデータ 転送が可能です。

切断は、切断は、シリ ア ルチャ ン ネルへのシリ ア ルチャ ン ネルへの QUITQUITコ マ ン ド も し く は制御線のコ マ ン ド も し く は制御線の LowLowによ り 、によ り 、切断切断

要求を出力し ます。要求を出力し ま す。 　 切断応答の受信によ り タ イ ムウ エ イ ト 状態と なり ま す。　 切断応答の受信によ り タ イ ムウ エ イ ト 状態と なり ま す。

ウ エ イ ト 時間のデフ ォ ルト は、ウ エ イ ト 時間のデフ ォ ルト は、 WAIT=120 (WAIT=120 (秒秒) ) です。です。

ウ エ イ ト 時間経過後、ウ エ イ ト 時間経過後、 リ ザルト ま たは制御線にて切断を通知し ま す。リ ザルト ま たは制御線にて切断を通知し ま す。

切断後は、切断後は、 データ 伝送は行われません。データ 伝送は行われません。

５ －２ 　 使用例５ －２ 　 使用例

ホスト には、ホス ト には、 ソ ケ ッ ト 通信のア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムが必要になり ま す。ソ ケ ッ ト 通信のア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムが必要になり ま す。

Enet-SSEnet-SSがサポート し ている手順、がサポート し ている手順、ホス ト マ シン がサポート し ている手順を組み合ホス ト マ シン がサポート し ている手順を組み合

わせて構築し て下さ い。わせて構築し て下さ い。

５ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の接続５ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の接続

RS232Cイ ーサネッ ト

ホス ト

＋ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム

UNIX,W indowsPC
0

654

321

7 8 9

・ ；

+

-

A

XEnet-SS

0

654

321

7 8 9

・ ；

+

-

A

X

RS232C

端末機器

端末機器
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５ －２ －３ 　 測定器、５ －２ －３ 　 測定器、 バー コ ー ド リ ー ダ 等の接続バー コ ー ド リ ー ダ 等の接続

コ マ ン ド 発行、コ マ ン ド 発行、応答の出来ない測定器等のデータ を ホス ト ワ ーク ス テーショ ン で応答の出来ない測定器等のデータ を ホス ト ワ ーク ス テーショ ン で

収集するシス テムに使用でき ま す。収集するシス テムに使用でき ま す。

５ －２ －２ 　５ －２ －２ 　 EnetEnet シ リ ーズ同士の通信シ リ ーズ同士の通信

イ ーサネッ ト を利用し たイ ーサネッ ト を利用し た  [ [弊社弊社EnetEnetシリ ーズシリ ーズ ] ] 同士の通信も行えます。同士の通信も行えます。 イ ーサネッイ ーサネッ

ト を介し て接続する こ と で距離の延長、ト を介し て接続する こ と で距離の延長、敷線費用の削減敷線費用の削減 ( (既存配線の利用、既存配線の利用、他のシス他のシス

テムと の共用テムと の共用) ) が可能です。が可能です。

双方に双方に IPIP、、 ポート の設定が必要です。ポート の設定が必要です。

自機IP,PORT及び相手機器IP,PORT

コ マ ン ド は無効と し ま す。 COM=

リ ザルト も 無効と し ま す。 RMSG=D

Enet-SS側から コ ネク ショ ン 開設を行う 場合は、
nPW=nnX (自動開設) ま たはnDR=O (制御信号によ る開設： 接続機

器がコ ン ト ロ ール可能な場合) の設定を行いま す。

プログラムモードを終了してEnet-SSをシステムに組み込みます。

Enet-SSに必要な条件を設定する。
システム組み込み前にプログラムモードで必要な条件を設定します。

LFCR

LFCR

LFCR LFCR

イ ー サネ ッ ト

RS232C シ リ ア ル接続

123456…

Enet-SS シ リ ーズEnet

端末機器1 端末機器

192.168.0.10
Enet-S

端末機器2

192.168.0.20 192.168.0.30

1SP= 1000 2SP= 1001

RS1 RS2

123456…

1I= 192.168.0.10

1P=1000

RS232C

1I= 192.168.0.10

1P= 1001

端末機器

RS232Cイ ーサネ ッ ト

ホス W .S. 測定器e.t.c.
Enet-SS
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nCD=nn nCD=nn LFCR   を 設定するを設定する

プ ロ グ ラ ムモ ード で　プ ロ グ ラ ムモ ード で　 nCD=nn nCD=nn LFCR  (nn (nnはテ ーブ ル番号はテーブ ル番号) ) を 設定し ておく と 、を設定し ておく と 、モ デムモ デム

に着呼し た場合のに着呼し た場合の CDCD オ ン信号で、オ ン信号で、 指定の相手機器と指定の相手機器と TCPTCP//IPIPの開設を行います。の開設を行います。

ま た 、ま た 、 モ デム側が切断し た場合のモ デム側が切断し た場合の CDCD オ フ でオ フ で TCPTCP//IPIPも終了し ま す。も終了し ま す。

こ れによ っ て 、こ れによ っ て 、 モ デムとモ デムと TCPTCP//IPIPを 連動し た開設が可能と なり ま す。を連動し た開設が可能と なり ま す。

設定方法は、設定方法は、 [4 [4--44　 設定項目の説明　 設定項目の説明] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

ご 注意ご 注意 nPW=nnUnPW=nnUも し く はも し く は nnTnnTの設定を行っ ている場合、の設定を行っ ている場合、こ の設定が優先さ れるたこ の設定が優先さ れるた

め、め、 nCD=nnnCD=nnは設定出来ません。は設定出来ません。 nCD=nnnCD=nn の設定を行う 場合は、の設定を行う 場合は、 nPW=0TnPW=0Tもも

し く はし く は 0U0U の設定なし と し て く だ さ い。の設定なし と し て く だ さ い。

イ ーサネッ ト と モ デムと の接続にイ ーサネッ ト と モ デムと の接続に Enet-SSEnet-SS を使用し ま す。を使用し ま す。

Enet-SSEnet-SS には、には、 モ デムと 接続し て利用する際に有効な機能があり ま す。モ デムと 接続し て利用する際に有効な機能があり ま す。

双方の双方の IPIP、、 ポート を設定し ま す。ポート を設定し ま す。

５ －２ －４ 　 モ デ ム の接続５ －２ －４ 　 モ デ ム の接続

RS232Cイ ーサネッ ト

ホス W .S.

Enet-SS

モ デム

回線
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マ ル チ ポ ー ト モ ー ド の指定と 設定マ ル チ ポ ー ト モ ー ド の指定と 設定

プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード 22//33ページの指定でページの指定でM=EM=Eと する と マ ルチポート モ ード と なりと する と マ ルチポート モ ード と なり プ ロプ ロ

グ ラ ムモ ード 設定値のリ ザルト 返送が以下と なり ま す。グ ラ ムモ ード 設定値のリ ザルト 返送が以下と なり ま す。

５ －２ －５ 　 マ ル チ ポ－ト で の使用５ －２ －５ 　 マ ル チ ポ－ト で の使用

マルチポート モ ード を指定する とマ ルチポート モ ード を指定する と Enet-SSEnet-SS のソ ースポート Ｎ ｏ がのソ ースポート Ｎ ｏ が 44 つ指定可能とつ指定可能と

なり ま す。なり ま す。

ホスト のアプ リ ケーショ ンが送受信で別のポート を使用したい様な場合に利用します。ホスト のアプ リ ケーショ ンが送受信で別のポート を使用したい様な場合に利用します。

別々のソースポート Ｎ ｏ の指定を行う 事によ り 以下のよ う な通信が可能と なり ます。別々のソースポート Ｎ ｏ の指定を行う 事によ り 以下のよ う な通信が可能と なり ます。

相手機器Ａ

IP=192. 168. 0. 21
受信ソケッ ト

SP=1111

DP=1000

相手機器Ｂ

IP=192. 168. 0. 30
送信ソケッ ト

SP=2222

DP=1001

相手機器Ｃ

IP=192. 168. 0. 50
受信ソケッ ト

SP=3333

DP=1002

相手機器Ｄ

IP=192. 168. 0. 100
送信ソケッ ト

SP=4444

DP=1003

Enet-SS I P=192. 168. 0. 10

受信ソケッ ト

TABLE No11

11I =192. 168. 0. 30

11SP=1001

11DP=2222

送信ソケッ ト

TABLE Ｎo1

1I =192. 168. 0. 21

1SP=1000

1DP=1111

受信ソケッ ト

TABLE No12

12I =192. 168. 0. 100

12SP=1003

12DP=4444

送信ソケッ ト

TABLE Ｎo2

2I =192. 168. 0. 50

2SP=1002

2DP=3333

RS232機器 RS232機器

① ②

① ②

③

③ ④

④RS1 RS2

データの流れ
SP=ソースポート

DP=デストネーショ ンポート

(CH1) (CH2)

*** PROGRAM 2/3 ****** PROGRAM 2/3 ***

MAC=00:C0:84:00:00:00MAC=00:C0:84:00:00:00 ETHERNET ADDRESSETHERNET ADDRESS

IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10 IP ADDRESSIP ADDRESS

NETM=0.0.0.0NETM=0.0.0.0 NETMASKNETMASK

DEFG=0.0.0.0DEFG=0.0.0.0 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY

BRDA=255.255.255.255BRDA=255.255.255.255 BROADCAST ADDRESSBROADCAST ADDRESS

WAIT=120WAIT=120 TIME WAIT(sec)TIME WAIT(sec)

USER=USER= USER NAMEUSER NAME

PASS=Enet-SSPASS=Enet-SS TELNET PASS WORDTELNET PASS WORD

OBSP=0000OBSP=0000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER

PWCT=   10PWCT=   10 POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]POWER ON CONNECT RETRY COUNTER[0:INFINITY]

PWTM=   60PWTM=   60 POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]POWER ON CONNECT RETRY TIMER[30-1200 Sec]

DCT=    0DCT=    0 DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]DISCONNECTED RETRY COUNTER[999:INFINITY]

DTM=  60DTM=  60 DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]DISCONNECTED RETRY TIMER[30-1200 Sec]

TRY=NTRY=N RETRY COUNTER[N/S]RETRY COUNTER[N/S]

WTM=    0WTM=    0 KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]KEEP WATCH TIMER[0-60 Min]

M=EM=E MULTI PORT[E/D]MULTI PORT[E/D]

HEAD=DHEAD=D UDP TABLE HEADER[E/D]UDP TABLE HEADER[E/D]

1PW=---      2PW=---1PW=---      2PW=--- CH1/2 POWER ON CONNECTCH1/2 POWER ON CONNECT

1SP=----     2SP=----1SP=----     2SP=---- CH1/2 SOURCE PORT NoCH1/2 SOURCE PORT No
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1SP= ,2SP=1SP= ,2SP= 及び及び 1PW= ,2PW=1PW= ,2PW= の指定が無効と なり 表示さ れません。の指定が無効と なり 表示さ れません。

PORT (PORT (ソ ース ポートソ ースポート ) ) とと PW (PW (パワ－オ ン コ ネク トパワ－オ ン コ ネク ト ) ) の指定は新たにの指定は新たに 33//33 ページで設ページで設

定し ま す。定し ま す。

1I= ,1DP=1I= ,1DP= には、には、 RS232C CH1RS232C CH1 から 受信し たデータ を送信し たい相手を指定し ま す。から 受信し たデータ を送信し たい相手を指定し ま す。

1SP=1SP= には、には、 Enet-SSEnet-SS のの CH1CH1 側のソ ース ポート側のソ ース ポート NoNo を指定し ま す。を指定し ま す。（ 指定方法は、（ 指定方法は、

PORT=PORT= と 同様）と 同様）

2I= ,2DP=2I= ,2DP= には、には、 RS232C CH2RS232C CH2 から 受信し たデータ を送信し たい相手を指定し ま す。から 受信し たデータ を送信し たい相手を指定し ま す。

2SP=2SP= には、には、 Enet-SSEnet-SS のの CH2CH2 側のソ ースポート側のソ ースポート NoNo を指定し ま す。を指定し ま す。

上記設定によ り 、上記設定によ り 、 1SP= ,2SP=1SP= ,2SP= はイ ーサネッ ト 側へ送信する専用ポート と なり ま す。はイ ーサネッ ト 側へ送信する専用ポート と なり ま す。

RS232C DATA=RS232C DATA= ⇒⇒Enet-SSEnet-SS(CH1)==Ether(CH1)==Ether⇒通信相手テーブ ル⇒通信相手テーブ ル No1No1設定相手へ送信設定相手へ送信

し ます。し ま す。

RS232C DATA=RS232C DATA= ⇒⇒Enet-SSEnet-SS(CH2)==Ether(CH2)==Ether⇒通信相手テーブ ル⇒通信相手テーブ ル No2No2設定相手へ送信設定相手へ送信

し ます。し ま す。

((※通信相手イ ーサネッ ト 機器が誤っ てイ ーサネッ ト データ を こ のポート へ送信し た※通信相手イ ーサネッ ト 機器が誤っ てイ ーサネッ ト データ を こ のポート へ送信し た

場合、場合、 通信維持の為に受信データ を シリ ア ルチャ ン ネルへ送信し ま す。通信維持の為に受信データ を シリ ア ルチャ ン ネルへ送信し ま す。))

*** PROGRAM 3/3 ****** PROGRAM 3/3 ***

HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS DEST PORT  HOST ETHERNET ADDRESS  SOURCE PORT POWER ON E-RDEST PORT  HOST ETHERNET ADDRESS  SOURCE PORT POWER ON E-R

   1I= 0.0.0.0   1I= 0.0.0.0   1DP=0000      1M=00:00:00:00:00:00  1DP=0000      1M=00:00:00:00:00:00   1SP=0000      1PW=D  1SP=0000      1PW=D

 11I= 0.0.0.0 11I= 0.0.0.0 11DP=0000    11M=00:00:00:00:00:0011DP=0000    11M=00:00:00:00:00:00 11SP=0000     11PW=D11SP=0000     11PW=D

   2I= 0.0.0.0   2I= 0.0.0.0   2DP=0000      2M=00:00:00:00:00:00  2DP=0000      2M=00:00:00:00:00:00   2SP=0000      2PW=D  2SP=0000      2PW=D

 12I= 0.0.0.0 12I= 0.0.0.0 12DP=0000    12M=00:00:00:00:00:0012DP=0000    12M=00:00:00:00:00:00 12SP=0000     12PW=D12SP=0000     12PW=D

CH1CH1 は、は、 通信相手テーブ ルの対象が通信相手テーブ ルの対象が No1No1 とと No11No11 に限定さ れま す。に限定さ れます。

CH2CH2 は、は、 通信相手テーブ ルの対象が通信相手テーブ ルの対象が No2No2 とと No12No12 に限定さ れま す。に限定さ れます。

こ の通信相手以外に指定の相手と は通信出来なく なり ま す。こ の通信相手以外に指定の相手と は通信出来なく なり ま す。

11I= ,11DP=11I= ,11DP= には、には、 イ ーサネッ ト 側から データ を受信する相手を指定し ま す。イ ーサネッ ト 側から データ を受信する相手を指定し ま す。

11SP=11SP= には、には、 Enet-SSEnet-SS のの CH1CH1 側のソ ースポート側のソ ースポート NoNo を指定し ま す。を指定し ま す。（ 指定方法は、（ 指定方法は、

PORT=PORT= と 同様）と 同様）

12I= ,12DP=12I= ,12DP= には、には、 イ ーサネッ ト 側から データ を受信する相手を指定し ま す。イ ーサネッ ト 側から データ を受信する相手を指定し ま す。

12SP=12SP= には、には、 Enet-SSEnet-SS のの CH2CH2 側のソ ースポート側のソ ースポート NoNo を指定し ま す。を指定し ま す。

上記設定によ り 、上記設定によ り 、11SP= ,12SP=11SP= ,12SP= はイ ーサネッ ト よ り 受信のデータ をはイ ーサネッ ト よ り 受信のデータ を RS232CRS232Cへ送信へ送信

する専用ポート と なり ま す。する専用ポート と なり ま す。

通信相手テーブ ル通信相手テーブ ル No11No11 設定相手設定相手==Ether== Ether⇒⇒Enet-SSEnet-SS(CH1)=(CH1)= ⇒⇒RS232CRS232C 機器へ送機器へ送

信し ます。信し ま す。

通信相手テーブ ル通信相手テーブ ル No12No12 設定相手設定相手==Ether== Ether⇒⇒Enet-SSEnet-SS(CH2)=(CH2)= ⇒⇒RS232CRS232C 機器へ送機器へ送

信し ます。信し ま す。
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第第55章　 使用例章　 使用例

表示例表示例

*** PROGRAM 3/3 ****** PROGRAM 3/3 ***

HOST IP ADDRESS      DEST PORT  HOST ETHERNET ADDRESS  SOURCE PORT POWER ON E-RHOST IP ADDRESS      DEST PORT  HOST ETHERNET ADDRESS  SOURCE PORT POWER ON E-R

   1I= 192.168.0.21   1I= 192.168.0.21   1DP=1111     1M=00:00:00:00:00:00  1DP=1111     1M=00:00:00:00:00:00   1SP=1000     1PW=D   1SP=1000     1PW=D ←←

 11I=192.168.0.30 11I=192.168.0.30 11DP=2222   11M=00:00:00:00:00:0011DP=2222   11M=00:00:00:00:00:00 11SP=1001   11PW=D 11SP=1001   11PW=D →→

   2I= 192.168.0.50   2I= 192.168.0.50   2DP=3333     2M=00:00:00:00:00:00  2DP=3333     2M=00:00:00:00:00:00   2SP=1002     2PW=D   2SP=1002     2PW=D ←←

 12I=192.168.0.100 12I=192.168.0.100 12DP=4444   12M=00:00:00:00:00:0012DP=4444   12M=00:00:00:00:00:00 12SP=1003   12PW=D 12SP=1003   12PW=D →→

◆◆ コ マ ン ドコ マ ン ド

マ ルチポート 動作時にコ マ ン ド によ る開設等を行う 場合は、マ ルチポート 動作時にコ マ ン ド によ る開設等を行う 場合は、 以下と なり ま す。以下と なり ま す。

@OPEN1 @OPEN1 LFCR   ま たはま たは @OPEN11 @OPEN11 LFCR   指定テーブ ルの相手と指定テーブ ルの相手と TCPTCP//IPIP コ ネク ショコ ネク ショ

ン 開設を行う 。ン開設を行う 。 　　 @OPEN2 @OPEN2 LFCR   ま たはま たは @OPEN12 @OPEN12 LFCR も 同様です。も同様です。

@UDP1 @UDP1 LFCR   ま たはま たは @UDP11 @UDP11 LFCR   指定テーブ ルの相手と指定テーブ ルの相手と UDPUDPモ ード での通信をモ ード での通信を

行う 。行う 。 　　 @UDP2 @UDP2 LFCR   ま たはま たは @UDP12 @UDP12 LFCR も 同様です。も同様です。

@QUIT1 @QUIT1 LFCR   ま たはま たは @QUIT11 @QUIT11 LFCR   指定テーブ ルの相手と の指定テーブ ルの相手と の TCPTCP//IPIPコ ネク ショコ ネク ショ

ン ま たはン ま たは UDPUDPを終了し ま す。を終了し ま す。 　　 @QUIT2 @QUIT2 LFCR   ま たはま たは @QUIT12 @QUIT12 LFCR も 同様です。も同様です。

◆◆ コ マ ン ド に 対する リ ザル トコ マ ン ド に 対する リ ザル ト

マルチモ ード 時はそ れぞれ別の遷移で動作し ている為、マルチモ ード 時はそ れぞれ別の遷移で動作し ている為、コ マ ン ド に対する リ ザルコ マ ン ド に対する リ ザル

ト が対応テーブ ル毎に返送さ れます。ト が対応テーブ ル毎に返送さ れます。

◆◆ シ リ ア ル バ ッ フ ァ の扱いシ リ ア ル バ ッ フ ァ の扱い

テーブ ルテーブ ル No1,No2No1,No2 の相手と 通信可能状態でない場合にの相手と 通信可能状態でない場合に RS232CRS232C へ受信のデータへ受信のデータ

は破棄ま たはは破棄ま たは ECHOECHO さ れま す。さ れま す。

PW ON CONNECT (PW ON CONNECT (電源投入時／再起動時の動作電源投入時／再起動時の動作) ) の機能を使用する場合は、の機能を使用する場合は、 そ れそ れ

ぞれのテーブ ル毎に可能です。ぞれのテーブ ル毎に可能です。

nPW=E nPW=E LFCR   (PW ON CONNECT TCP  (PW ON CONNECT TCP//IPIPモ ード で実行モード で実行))

nPW=D nPW=D LFCR   (PW ON CONNECT  (PW ON CONNECT機能を使用し ない）機能を使用し ない）

nPW=U nPW=U LFCR   (UDP  (UDPモ ード で起動する ）モ ード で起動する ）

E-RE-R の所は、の所は、 そ れぞれイ ーサ、そ れぞれイ ーサ、 RS232CRS232C の略です。の略です。

相手テーブ ルの相手テーブ ルの IP,PORTIP,PORTが設定さ れる と データ 通信の向き を矢印で表し ま す。が設定さ れる と データ 通信の向き を矢印で表し ま す。

入力は出来ません。入力は出来ません。
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第第66章　 物理的仕様章　 物理的仕様

６ －２ 　 使用環境、６ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

【【 Enet-SSEnet-SS本体】本体】

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00～～5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 --3030 ～～5050℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 ACAC 85V85V～～264V (50 / 60Hz)264V (50 / 60Hz)

◆◆ 消費電流消費電流 100V100V 最大約最大約30mA (3W)30mA (3W)

※※ AV125VAV125V以上でご使用の場合は、以上でご使用の場合は、本体プ ラ グ を対応する電圧形状のものに交換し本体プ ラ グ を対応する電圧形状のものに交換し

て く だ さ い。て く だ さ い。　 本機で使われている プ ラ グは、　 本機で使われている プ ラ グは、AC125VAC125Vま での対応と なっ ておりま での対応と なっ ており

ま す。ま す。

第６ 章第６ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

６ －１ 　 ハー ド 構成、６ －１ 　 ハー ド 構成、 仕様仕様

RS232CRS232C部部

ハード 構成ハード 構成

通 信 速 度
300,600,1200,2400,4800,9600,19200,38400

76800,153600,14400,28800,57600,115200,230400

デ ー タ 長 7,8

ス ト ッ プ ビ ッ ト 1,2

パ リ テ ィ 無し 、 EVEN、 ODD

フ ロ ー 制 御 XON / XOFF、 RS T/ CTS、 DTR / DSR

バ ッ フ ァ メ モ リ 各チャ ン ネル毎に入力5kバイ ト 、 出力5kバイ ト

コ ネ ク タ Dsub9ピ ン オ ス  (DTE配列)×2

CPU ／ LAN ／ メ モ リ   ARM@cortexTM-M3   (テ キサス イ ン ス ツ ルメ ン ツ )

シ リ ア ル コ ネ ク タ   Dsub9ピ ン オ ス   (DTE配列)

RS232C ト ラ ン シ ー バ   MAX2321   (マ キシム ) 相当

イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ   10 / 100Baseコ ネク タ   (RJ45モ ジュ ラ コ ネク タ )
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第第66章　 物理的仕様章　 物理的仕様

６ －３ 　 形状、６ －３ 　 形状、 重量重量

【【 Enet-SSEnet-SS】】

◆◆ 寸法寸法 幅幅 190mm (190mm (ネジ頭除くネジ頭除く ))

高さ高さ 31mm (31mm (ク ッ シ ョ ン ラ バー含むク ッ ショ ン ラ バー含む ))

奥行奥行 131mm (131mm (コ ネク タ 突起部除くコ ネク タ 突起部除く ))

◆◆ 重量重量 約約760g760g

◆◆ 外観図外観図

縮尺： Free

(単位mm)
190

3
1

Enet-SS
Et her net /RS232c PROG POWER CONNECT2 PACKET PROGCONNECT2

EthrnetRS2RS1
1
3
1
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第第66章　 物理的仕様章　 物理的仕様

６ －４ 　６ －４ 　 RS23 2CRS23 2C ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

Enet-SSEnet-SSのの RS232CRS232C チ ャ ン ネルのチャ ン ネルの DsubDsub 99 ピ ン は、ピ ン は、 DTEDTE 配列です。配列です。 パソ コ ン等のパソ コ ン等の

DTEDTE 配列の端末機器と 接続する場合は、配列の端末機器と 接続する場合は、 ク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。ク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。 モ デム等のモ デム等の

DCEDCE 配列の端末機器と 接続する場合は、配列の端末機器と 接続する場合は、 ス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。ス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。

方向　 　 →　方向　 　 →　 Enet-SSEnet-SS から の出力信号から の出力信号

　 　 　 　 ←　　 　 　 　 ←　 Enet-SSEnet-SS への入力信号への入力信号

Enet-SSEnet-SS では、では、 99 番番R IR I 入力は意味を持ちません。入力は意味を持ちません。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1　 DCD ← 　 キャ リ ア検出

2　 RXD ← 　 受信データ

3　 TXD → 　 送信データ

4　 DTR → 　 データ タ ーミ ナルレ ディ

5　 GND － 　 グ ラ ン ド

6　 DSR ← 　 データ セッ ト レ ディ

7　 RTS → 　 送信要求

8　 CTS ← 　 送信可能

9　 R   I ← 　 リ ン グ

【【 DINDIN レ －ル取付金具穴位置寸法図】レ－ル取付金具穴位置寸法図】

1
3
1

4
7

3
6

83

4-M3

DINレ ール金具用
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第第66章　 物理的仕様章　 物理的仕様

◆◆ RS232CRS232C 接続例接続例 22

ス ト レ ート ケーブ ルを使用し てモ デム等と 接続する場合スト レ ート ケーブ ルを使用し てモ デム等と 接続する場合

モデムと 接続する場合で、モ デムと 接続する場合で、CDCDを使用する方法については、を使用する方法については、 [1 [1--55--1 1 各項目の意味、各項目の意味、

設定値範囲、設定値範囲、 デフ ォ ルト 値デフ ォ ルト 値] ] のの nCDnCD＝の項目で説明し ていま す。＝の項目で説明し ていま す。

ご 注意ご 注意 接続機器によ っ て 、接続機器によ っ て 、信号名の表現が逆のものがあり ま す。信号名の表現が逆のものがあり ま す。接続機器のピ ン ア接続機器のピ ン ア

サイ ンサイ ン  ( (入出力方向入出力方向) ) を ご確認下さ い。をご確認下さ い。

1(DCD)

2(RXD)

3(TXD)

4(DTR)

5(GND)

6(DSR)

7(RTS)

8(CTS)

9(R I)

端末機器Enet-SS

1(DCD)

2(RXD)

3(TXD)

4(DTR)

5(GND)

6(DSR)

7(RTS)

8(CTS)

20(R I)

６ －５ 　６ －５ 　 RS23 2CRS23 2C 機器接続例機器接続例

◆◆ RS232CRS232C 接続例接続例 11

ク ロ ス ケーブ ルク ロ ス ケーブ ル  ( (標準添付標準添付) ) を 使用し てを使用し て DOS/VDOS/Vパソ コ ン等と 接続する場合パソ コ ン等と 接続する場合

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

DTR

GND

1

2

3

4

5

6

7

8

シールド

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

DTR

GND

1

2

3

4

5

6

7

8

シールド

99

※1番と 9番は未接続です。

DCD DCD

R I R I
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第第66章　 物理的仕様章　 物理的仕様

◆◆ RS232CRS232C 接続例接続例 33

端末機器端末機器 (DTE (DTE機器機器) ) がデータ 線のみ使用し ている場合、がデータ 線のみ使用し ている場合、RTSRTS//CTSCTS、、DTRDTR//DSRDSRのの

ショ ート を行わなく ても 、ショ ート を行わなく ても 、 プ ロ グ ラ ムモ ード の設定にてプ ロ グ ラ ムモ ード の設定にて nRT=DnRT=D、、 nDR=DnDR=D と すれと すれ

ば通信は可能です。ば通信は可能です。

ご 注意ご 注意 Enet-SSEnet-SSは、は、 制御信号を使用し て伝送制御制御信号を使用し て伝送制御 ( (フ ロ ー制御フ ロ ー制御) ) を 行う 事が可能を行う 事が可能

です。です。し かし 、し かし 、高速で大量の通信が行われたり 、高速で大量の通信が行われたり 、イ ーサネッ ト 側通信で何等イ ーサネッ ト 側通信で何等

かの遅延が発生する可能性もあり ま す。かの遅延が発生する可能性もあり ま す。従っ て 、従っ て 、データ 線のみでの接続ではデータ 線のみでの接続では

データ の欠落が発生する こ と があり ま す。データ の欠落が発生する こ と があり ま す。

上記結線で、上記結線で、フ ロ ー制御を選択し ない場合、フ ロ ー制御を選択し ない場合、入力バッ フ ァ 量を超えるデータ入力バッ フ ァ 量を超えるデータ

が入力さ れた場合、が入力さ れた場合、 古いデータ から 上書き さ れま す。古いデータ から 上書き さ れま す。

端末機器Enet-SS

(DCD)

(RXD)

(TXD)

(DTR)

(GND)

(DSR)

(RTS)

(CTS)

(R I)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(DCD)

(RXD)

(TXD)

(DTR)

(GND)

(DSR)

(RTS)

(CTS)

(R I)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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第第66章　 物理的仕様章　 物理的仕様

６ －８ 　 イ ーサネ ッ ト コ ネ ク タ６ －８ 　 イ ーサネ ッ ト コ ネ ク タ  (RJ45 )   (RJ45 )  ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

方向　 →　方向　 →　 Enet-SSEnet-SS から の出力信号から の出力信号

　 　 　 ←　　 　 　 ←　 Enet-SSEnet-SS への入力信号への入力信号

Enet-SSEnet-SSは、は、 イ ーサネッ ト コ ネク タ と し て 、イ ーサネッ ト コ ネク タ と し て 、 1010//100Base100Base を 装備し ていま す。を装備し ていま す。

※※ 10or100Base10or100Base は自動認識です。は自動認識です。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1　 データ 出力＋ → 　 送信線＋

2　 データ 出力－ → 　 送信線－

3　 デ－タ 入力＋ ← 　 受信線＋

4　 N　 C 　 未接続

5　 N　 C 　 未接続

6　 デ－タ 入力－ ← 　 受信線－

7　 N　 C 　 未接続

8　 N　 C 　 未接続

RS232CRS232C接続のケーブ ル長は、接続のケーブ ル長は、 なるべく 短いものを ご使用く ださ い。なる べく 短いものを ご使用く ださ い。

特に、特に、56700bps56700bpsを 超える通信速度での長いケーブ ルは、を超える通信速度での長いケーブ ルは、ノ イ ズ等の影響でデータ 化ノ イ ズ等の影響でデータ 化

けや欠落が発生する可能性が高ま り ま す。けや欠落が発生する可能性が高ま り ま す。

６ －７ 　６ －７ 　 RS23 2CRS23 2C 接続ケ ー ブ ル長接続ケ ー ブ ル長

６ －６ 　 添付ケ ー ブ ル結線図６ －６ 　 添付ケ ー ブ ル結線図

◆◆ Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス－ピ ン メ ス－Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス 　 ク ロ ス ケーブ ル結線図ピ ン メ ス 　 ク ロ ス ケーブ ル結線図
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※1番と 9番は未接続です。
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Q .Q . ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績があ り ま すか？ど の よ う な イ ー サ ネ ッ ト 機器と 接続実績があ り ま すか？

A.A. UNIXUNIX マ シン 、マ シン 、 WindowsWindows マ シン等と の接続実績があり ま す。マ シン等と の接続実績があり ま す。

Q .Q . イ ーサネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ーシ ョ ン が必要と あ り ま すイ ーサネ ッ ト 側通信相手機器に ソ ケ ッ ト ア プ リ ケ ーシ ョ ン が必要と あ り ま す

がが ､､ど う い う 事ですか？ど う い う 事ですか？

A.A. EnetEnetシリ ーズは、シリ ーズは、通常通常TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルを使用し てイ ーサネッ ト 機器と 通信をプ ロ ト コ ルを使用し てイ ーサネッ ト 機器と 通信を

行います。行いま す。 た と えば、た と えば、 WindowsW indows のの PCPC とと EnetEnetが通信を行う 場合、が通信を行う 場合、 EnetEnet シリ ーシリ ー

ズよ り 受信し たズよ り 受信し たTCPTCP//IPIPデータ を ど のよ う に扱う のかデータ を ど のよ う に扱う のか ( (画面に表示／集計／フ ァ イ画面に表示／集計／フ ァ イ

ル書き込み等ル書き込み等) ) ま たは、ま たは、 PCPC よ り ど のよ う なよ り ど のよ う な TCPTCP//IPIP データ をデータ を EnetEnetシリ ーズに送シリ ーズに送

信するのか？等は信するのか？等は､､ユーザ様システム固有の処理と なり ますユーザ様システム固有の処理と なり ます｡｡　 導入システムに合　 導入システムに合

わせたソ ケ ッ ト ア プ リ ケーショ ン が必要と なり ま す。わせたソ ケ ッ ト ア プ リ ケーショ ン が必要と なり ま す。ソケ ッ ト ア プ リ ケーショ ンソ ケ ッ ト ア プ リ ケーショ ン

はは WindowsWindows環境であれば、環境であれば、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社のマ イ ク ロ ソ フ ト 社の VCVC＋＋や＋＋や VBVB、、 ボ－ラ ン ド 社のボ－ラ ン ド 社の

DelphiDelphi等で作成が可能です。等で作成が可能です。

Q .Q . p ingp ing 応答はあ り ま すが、応答はあ り ま すが、 作成し た作成し た TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信と コ ネク シ ョ ン 開設ソ ケ ッ ト 通信と コ ネク シ ョ ン 開設

が出来ま せん 。が出来ま せん 。

A.A. 　　 1.1. Enet-SSEnet-SS のの PORTPORT番号は正し く 設定さ れていま すか？番号は正し く 設定さ れていま すか？

Enet-SSEnet-SS では、では、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト と 通信するには、ソ ケ ッ ト と 通信するには、 プ ロ グ ラ ムモ ード 内でプ ロ グ ラ ムモ ード 内で

自機自機IPIP、、PORT (PORT (ソ ース ポート 番号ソースポート 番号) ) と 相手と 相手IPIP、、PORT (PORT (デス ト ネーショ ン ポーデス ト ネーショ ン ポー

ト 番ト 番号号) ) が必要です。が必要です。 こ れら を ご確認下さ い。こ れら を ご確認下さ い。 　 ま た 、　 ま た 、 PORTPORT番号はデフ ォ番号はデフ ォ

ルト でルト で 0000 (Hex) 0000 (Hex) と なっ ており 、と なっ ており 、0000 (Hex) 0000 (Hex) のま ま では未設定の扱いと なのま ま では未設定の扱いと な

り ま す。り ま す。

TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト 側よ り コ ネク ショ ン 開設ソ ケ ッ ト 側よ り コ ネク ショ ン 開設 ( (ク ラ イ ア ン ト 型ク ラ イ ア ン ト 型) ) を 行う 場合、を行う 場合、

  Enet-SSEnet-SSの相手の相手PORT (PORT (デス ト ネーショ ン ポート 番号デス ト ネーショ ン ポート 番号) ) に は仮の値を設定には仮の値を設定

し てし て下さ い。下さ い。相手よ り の開設要求パケ ッ ト の相手相手よ り の開設要求パケ ッ ト の相手PORT NoPORT Noよ り 自動取得しよ り 自動取得し

ます。ま す。

　　 22．．PORTPORT番号の設定方法を確認し て下さ い。番号の設定方法を確認し て下さ い。

Enet-SSEnet-SSではでは PORTPORT番号の指定は全て番号の指定は全て 1616進表記で行います。進表記で行います。一方、一方、ソ ケ ッソ ケ ッ

ト プ ロ グ ラ ムで相手ポート 番号を指定する場合は、ト プ ロ グ ラ ムで相手ポート 番号を指定する場合は、 1010進表記を ご使用さ れ進表記を ご使用さ れ

ているている ケースがよ く あり ま す。ケースがよ く あり ま す。

従っ て従っ て Enet-SSEnet-SS のソ ースポートのソ ースポート NoNo を ’を ’ 10001000’’(16(16 進進) ) と 指定し た場合、と 指定し た場合、

ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム内でのソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム内での 1010 進数表記によ る開設要求進数表記によ る開設要求先である先である Enet-SSEnet-SS

のポートのポート NoNo はは 4096 (104096 (10 進進) ) と する必要があり ま す。と する必要があり ま す。

７ －１ 　７ －１ 　 FAQ  (FAQ  (よ く あ る 質問に つ いてよ く あ る 質問に つ いて ))

第７ 章第７ 章　 そ の他　 そ の他
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Q.Q. EnetEnet シ リ ー ズはク ラ イ ア ン ト ま た はホス ト ど ち ら の動作も 可能なのですシ リ ー ズはク ラ イ ア ン ト ま た はホス ト ど ち ら の動作も 可能なのです

か ？か ？

A.A. ど ち ら も可能です。ど ち ら も可能です。 基本的に以下のよ う な動作と なり ま す。基本的に以下のよ う な動作と なり ま す。

　　 11．．通信条件設定モード通信条件設定モード  ( (プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード ) ) に て通信相手のにて通信相手の IPIPア ド レ ス を設定ア ド レ ス を設定

し ま す。し ま す。通信相手は最大通信相手は最大1818件ま で登録可能。件まで登録可能。上記で設定の通信相手上記で設定の通信相手IPIPよ りよ り

TCPTCP//IPIP コ ネク ショ ン 開設要求があっ た場合、コ ネク ショ ン開設要求があっ た場合、 ホス ト の動作と なり ま す。ホス ト の動作と なり ま す。

　　 22．．EnetEnet側よ り コ ネク ショ ン開設を行う 場合は、側よ り コ ネク ショ ン開設を行う 場合は、ク ラ イ ア ン ト 動作と なり ま す。ク ラ イ ア ン ト 動作と なり ま す。

例えば例えば Enet-SSEnet-SS であれば”であれば” ＠＠OPENnn OPENnn LFCR ”” と いう 開設コ マ ン ド をと いう 開設コ マ ン ド を

RS232CRS232Cよ り 受信する とよ り 受信する と nnnn番目のテーブ ルに設定さ れた相手番目のテーブ ルに設定さ れた相手IPIPへ接続を行へ接続を行

います。いま す。

Q .Q . TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムか らソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムか ら Enet-SSEnet-SS にに TCPTCP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、 デーデー

タ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、タ を 送信し て コ ネ ク シ ョ ン を 終了後、 再びコ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と し ま再びコ ネ ク シ ョ ン を 開設し よ う と し ま

し た が う ま く 行き ま せんで し た 。し た が う ま く 行き ま せんで し た 。 何故で し ょ う か？何故で し ょ う か？

A.A. 上記のケースの場合、上記のケースの場合、ソケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側よ り コ ネク ショ ン開設／終了を し てソケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側よ り コ ネク ショ ン開設／終了を し て

いま す。いま す。

こ の場合、こ の場合、 ソ ケ ッ ト 側がク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す。ソ ケ ッ ト 側がク ラ イ ア ン ト 型と なり ま す。 　 こ の場合、　 こ の場合、同じ 相手同じ 相手 (IP (IP//

PORT) PORT) に対し ての接続にはに対し ての接続には22分間の待ち時間が必要である と いう プ ロ ト コ ル上の分間の待ち時間が必要である と いう プ ロ ト コ ル上の

決ま り があり ま す。決ま り があり ま す。

待ち時間を無く すには、待ち時間を無く すには、ご使用のマ シン環境やプ ロ グ ラ ム環境での対応が必要とご使用のマ シン環境やプ ロ グ ラ ム環境での対応が必要と

なり ま す。なり ま す。 メ ーカ ーにお問い合わせ下さ い。メ ーカ ーにお問い合わせ下さ い。 　 尚、　 尚、 Enet-SSEnet-SS側よ り コ ネク ショ側よ り コ ネク ショ

ン 開設／終了を行っ た場合も同様の動作と なり ま す。ン開設／終了を行っ た場合も同様の動作と なり ま す。待ち時間を変えるには、待ち時間を変えるには、ププ

ロ グ ラ ムモ ード 内ロ グ ラ ムモ ード 内22//33 ページのページの WAITWAIT＝＝120 (120 (単位秒単位秒) ) の設定を変更し ま す。の設定を変更し ま す。値の値の

変更はユーザ様の責任において実行し て下さ い。変更はユーザ様の責任において実行し て下さ い。

Q .Q . プ ロ グ ラ ムモ ー ド で コ マ ン ド 有効　プ ロ グ ラ ムモ ー ド で コ マ ン ド 有効　 COM = @COM = @ と し て い ま すが コ マ ン ド が効と し て い ま すが コ マ ン ド が効

き ま せん 。き ま せん 。

A.A. コ マ ン ド 例コ マ ン ド 例@PROG@PROG の後にの後に   LFCR   があり ま すか？　 こ れがないと コ マ ン ド と し てがあり ま すか？　 こ れがないと コ マ ン ド と し て

認識さ れません。認識さ れません。

コ マ ン ド を送出の機器のコ マ ン ド を送出の機器の RS232CRS232C通信条件通信条件 ( (ボーレ ートボーレ ート ) ) とと Enet-SSEnet-SSに設定の通に設定の通

信条件はあっ ていま すか？信条件はあっ ていま すか？

プ ロ グ ラ ムモ ード でデリ ミ タ タ イ ムア ウ ト の項目がプ ロ グ ラ ムモ ード でデリ ミ タ タ イ ムア ウ ト の項目が TIM=0.01TIM=0.01等の短い時間で設等の短い時間で設

定さ れていま せんか？定さ れていま せんか？

コ マ ン ド を タ ーミ ナルソ フ ト 等で手入力の場合、コ マ ン ド を タ ーミ ナルソ フ ト 等で手入力の場合、全てのコ マ ン ド 文字を送信し な全てのコ マ ン ド 文字を送信し な

いう ち にタ イ ムア ウ ト と なり コ マ ン ド と し て解釈さ れません。いう ち にタ イ ムア ウ ト と なり コ マ ン ド と し て解釈さ れません。
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■■ ACK  NoACK  N o

Acknowledgment NumberAcknowledgment Numberの略での略で TCPTCPプ ロ ト コ ルにて受信パケ ッ ト を ど こ ま で処プ ロ ト コ ルにて受信パケ ッ ト を ど こ ま で処

理し たかを示すものです。理し たかを示すものです。

■■ ARPARP

AddressResolutionProtocolAddressResolutionProtocolの略での略でIPIPア ド レ スから ハード ウ ェ ア ア ド レ スを得る為アド レ スから ハード ウ ェ ア ア ド レ スを得る為

のプ ロ ト コ ルです。のプ ロ ト コ ルです。

■■ FTPFTP

FileTransferProtocolFileTransferProtocolの略で、の略で、機器間でのフ ァ イ ル転送を実現するプ ロ ト コ ルです。機器間でのフ ァ イ ル転送を実現するプ ロ ト コ ルです。

■■ ICMPICMP

Internetwork Control Message ProtocolInternetwork Control Message Protocolの略での略でIPIPネッ ト ワ ーク 上に発生し たエ ラ ーネッ ト ワ ーク 上に発生し たエ ラ ー

等さ ま ざ ま な情報をやり と り する プ ロ ト コ ル。等さ ま ざ ま な情報をやり と り する プ ロ ト コ ル。

■■ IPIP ア ド レ スア ド レ ス

IPIPア ド レ スは、ア ド レ スは、 OSI7OSI7 層モ デルのネッ ト ワ ーク 層において機器を識別する番号で層モデルのネッ ト ワ ーク 層において機器を識別する番号で

す。す。

ネッ ト ワ ーク に接続する場合に、ネッ ト ワ ーク に接続する場合に、他の機器と 異なる他の機器と 異なる IPIPア ド レ スが設定さ れていなア ド レ スが設定さ れていな

く てはなり ま せん。く てはなり ま せん。も し 、も し 、同じ同じ IPIPア ド レ スが同一ネッ ト ワ ーク 内に存在する と 、ア ド レ スが同一ネッ ト ワ ーク 内に存在する と 、

正常な正常な LANLANを構築する事が出来ません。を構築する事が出来ません。　　 Enet-SSEnet-SSにに IPIPア ド レ ス を設定する際ア ド レ ス を設定する際

には、には、シス テム管理者等にご相談の上、シス テム管理者等にご相談の上、正し い正し い IPIPア ド レ ス を設定する必要がありア ド レ ス を設定する必要があり

ま す。ま す。 IPIPア ド レ スはア ド レ スは 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。 　 通常　 通常88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1 ババ

イ トイ ト ) ) 単位を ド ッ ト で区切り 、単位を ド ッ ト で区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で表示し ま す。進数で表示し ます。

■■ MACMAC ア ド レ スア ド レ ス

機器固有のハード ウ ェ ア ア ド レ スです。機器固有のハード ウ ェ ア ア ド レ スです。　 データ リ ン ク 層で定義さ れる物理ア ド　 データ リ ン ク 層で定義さ れる物理ア ド

レ ス 。レ ス 。 イ ーサネッ ト ア ド レ ス と も言われます。イ ーサネッ ト ア ド レ ス と も言われます。  [ [EnetEnetシリ ーズシリ ーズ ] ] は、は、 IEEEIEEEよ り 個よ り 個

別の別の MACMACア ド レ スが割り 当てら れ、ア ド レ スが割り 当てら れ、11台台11台異なる ア ド レ ス を出荷時に設定し て台異なる ア ド レ ス を出荷時に設定し て

あり ま す。あり ま す。 こ れはハード 個別の固有値ですから 変更出来ません。こ れはハード 個別の固有値ですから 変更出来ません。

0000：： C0C0：： 8484：： hhhh：： hhhh：： hhhh

      割当部分割当部分              個々の番号個々の番号

イ ーサネッ ト ア ド レ スは、イ ーサネッ ト ア ド レ スは、 4848 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (6 (6 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。

通常通常88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1 バイ トバイ ト ) ) 単位を コ ロ ン で区切り 、単位を コ ロ ン で区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1616 進数で示し ま進数で示し ま

す。す。

７ －２ 　 付録、７ －２ 　 付録、 用語解説用語解説
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■■ PORTPORT 番号番号

送信元、送信元、 宛先を識別する為の番号です。宛先を識別する為の番号です。

ポート 番号は、ポート 番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。

送信元ポート 番号を送信元ポート 番号を SourcePortSourcePort

宛先ポート 番号を宛先ポート 番号を DestinationPortDestinationPort番号と 呼びます。番号と 呼びます。

ポート 番号のポート 番号の00～～1024 (400H) 1024 (400H) ま ではウ ェ ルノ ン ポート と し て予約さ れていま す。まではウ ェ ルノ ン ポート と し て予約さ れていま す。

ソ ケ ッ ト 等で使用する場合は、ソ ケ ッ ト 等で使用する場合は、 上記以外で使用さ れていな番号を使用し ま す。上記以外で使用さ れていな番号を使用し ま す。

■■ SEQ  NoSEQ  N o

Sequence NumberSequence Numberの略で、の略で、 TCPTCPプ ロ ト コ ルにてデータ 全体における そ のパケ ップ ロ ト コ ルにてデータ 全体における そ のパケ ッ

ト のセグ メ ン ト 位置を し めす。ト のセグ メ ン ト 位置を し めす。

■■ TELNETTELNET

TELNETTELNETは、は、ネッ ト ワ ーク を介し て リ モ ート 端末を接続する為のプ ロ ト コ ルです。ネッ ト ワ ーク を介し て リ モ ート 端末を接続する為のプ ロ ト コ ルです。

ご購入頂き ま し たご購入頂き ま し た Enet-SSEnet-SS に関する ご質問に関するご質問・・ ご相談は、ご相談は、 弊社ユーザサポート 課ま弊社ユーザサポート 課ま

でお問い合わせ下さ い。でお問い合わせ下さ い。

７ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内７ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 38413841（ 代）（ 代）

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜（ 祝祭日は除く ）（ 祝祭日は除く ）

AM9:00AM9:00 ～～ 12:0012: 00　　 PM1:00PM1:00 ～～ 5:005: 00

E -m a i lE -m a i l s u p p o r t@ d a ta -l i n k . c o . j ps u p p o r t@ d a ta -l i n k . c o . j p
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Enet-SSEnet-SSはフ ラ ッ シュはフ ラ ッ シュ ROMROM を搭載し ており 、を搭載し ており 、最新のフ ァ ームウ ェ ア への書き換え最新のフ ァ ームウ ェ ア への書き換え

が可能です。が可能です。 フ ァ ームウ ェ ア の書き換えは、フ ァ ームウ ェ ア の書き換えは、 RS232CRS232C を使用し て行います。を使用し て行います。

７ －４ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新７ －４ 　 フ ァ ー ム ウ ェ ア の 更新

ご 注意ご 注意 フ ァ ームウ ェ ア の更新は、フ ァ ームウ ェ ア の更新は、 以降の手順通り以降の手順通り 正し く 行なっ て下さ い。正し く 行なっ て下さ い。

手順以外の作業や、手順以外の作業や、書込み中の書込み中の電源断、電源断、ノ イ ズ等混入によ り 、ノ イ ズ等混入によ り 、更新動作に支更新動作に支

障を き たし 、障を き たし 、 最悪の場合、最悪の場合、 Enet-SSEnet-SSが動作し なく なる可能性もあり ま す。が動作し なく なる可能性もあり ま す。

　 　 　　 　 　 フ ァ ームウ ェ アの更新作業によ り 生じ た直接、フ ァ ームウ ェ アの更新作業によ り 生じ た直接、間接の間接の障害について当社はそ障害について当社はそ

の責任を負わないものと し ま す。の責任を負わないものと し ま す。

　 　 　　 　 　 フ ァ ームウ ェ ア書き換え用プ ロ グ ラ ムフ ァ ームウ ェ ア書き換え用プ ロ グ ラ ム「「 EnetSeries Rewrite Prog .exeEnetSeries Rewrite Prog .exe」」 は、は、

　 　 　　 　 　 日本語日本語Windows2000Windows2000、、 WindowsXPWindowsXP、、 Windows7Windows7、、 Windows8Windows8 のみで動作致のみで動作致

し ます。し ま す。

7-4-17-4-1　 フ ァ ー ムウ ェ ア の更新作業　 フ ァ ー ムウ ェ ア の更新作業

1)1) Enet-SSEnet-SS とと RS232CRS232C を持つを持つ WindowsPCWindowsPC を接続し て、を接続し て、 PCPC上で上で RS232CRS232C タ ーミ ナタ ーミ ナ

ルルソ フ ト を通信速度ソ フ ト を通信速度：： 9600bps9600bps、、 データ 長データ 長：： 88、、 ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 22、、 パリ テ ィパリ テ ィ ：：

無の設定で無の設定で起動し ます。起動し ま す。 (TermWin (TermWin等のタ ーミ ナルソ フ ト等のタ ーミ ナルソ フ ト ))

Enet-SSEnet-SSの正面プ ロ グ ラ ムモ ードの正面プ ロ グ ラ ムモ ード SWSW を押し ながら 電源を入れ、を押し ながら 電源を入れ、 PROG LEDPROG LED のの

赤点灯を確認出来たら プ ロ グ ラ ムモ ード赤点灯を確認出来たら プ ロ グ ラ ムモ ード SWSW を離し て下さ い。を離し て下さ い。

RS232CRS232C よ り 強制プ ロ グ ラ ムモ ード に入り ま す。よ り 強制プ ロ グ ラ ムモ ード に入り ま す。

現在のフ ァ ームウ ェ ア のバージョ ン／日付を確認し ま す。現在のフ ァ ームウ ェ ア のバージョ ン／日付を確認し ま す。

確認後、確認後、 プ ロ グ ラ ムモ ード を抜けます。プ ロ グ ラ ムモ ード を抜けます。 Ｌ Ａ Ｎ ケーブ ルは外し ま す。Ｌ Ａ Ｎ ケーブ ルは外し ま す。

2)2) 弊社弊社HPHPのの TOPTOPページ左側のページ左側の  [ [◆フ ァ ームウ ェ ア ダ ウ ン ロ ード◆フ ァ ームウ ェ ア ダ ウ ン ロ ード ] ] ののリ ン ク を クリ ン ク を ク

リ ッ ク し て 、リ ッ ク し て 、 最新最新F/WF/W の書き換えを行うの書き換えを行う WindowsPCWindowsPC に ダ ウ ン ロ ードにダ ウ ン ロ ード し ま す。し ま す。

　　 ま た 、ま た 、 CDCD に添付のに添付の Enet-SSEnet-SS フ ァ ームウ ェ ア書き換えプ ロ グ ラ ムフ ァ ームウ ェ ア書き換えプ ロ グ ラ ム  [Enet Series [Enet Series

Rewrite Prog .exe] Rewrite Prog .exe] も 同じも同じ F/WF/W を書き換えを行うを書き換えを行う WindowsPCWindowsPC にに COPYCOPY し ま す。し ま す。

ダ ウ ン ロ ード し たダ ウ ン ロ ード し た  [ [新フ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ル新フ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ル ] ] とと   [Enet Series[Enet Series Rewrite Prog .exe]Rewrite Prog .exe]

は、は、 同じ フ ォ ルダ に同じ フ ォ ルダ に COPYCOPY し て下さ い。し て下さ い。
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4)4) フ ァ ームウ ェ ア書き込み手順フ ァ ームウ ェ ア書き込み手順

アア )) 前述、前述、「「 Enet Series Rewrite Prog .exeEnet Series Rewrite Prog .exe」」 を 起動し ま す。を起動し ま す。

　 　　 　 他のプ ロ グ ラ ムは停止し ま す。他のプ ロ グ ラ ムは停止し ま す。

イイ )) Enet-SSEnet-SSとと PCPCのの COMCOMポート とポート と RS232CRS232Cで接続さ れている事を確認し ます。で接続さ れている事を確認し ます。

COMCOM ポートポート NoNo も確認し ま す。も確認し ま す。

　 　　 　 Enet-SSEnet-SS の電源は、の電源は、 OFFOFF の状態で行います。の状態で行います。

　 　　 　 Enet-SSEnet-SS のの LANLAN ケーブ ルは外し ておき ま す。ケーブ ルは外し ておき ま す。

ウウ )) 次ページ画面①のよ う に前述イ次ページ画面①のよ う に前述イ ))で確認し たで確認し た COMCOM ポート をポート を選択し ま す。選択し ま す。

エエ )) Enet-SSEnet-SS のプ ロ グ ラ ムのプ ロ グ ラ ム SWSW を押し ながら 電源をを押し ながら 電源を ONON し ま す。し ま す。

　 　　 　 PROGPROG　　 LEDLEDの赤点灯を確認し たら プ ロ グ ラ ムの赤点灯を確認し たら プ ロ グ ラ ムSWSWを離しを離し プ ロ グ ラ ムモ ードプ ロ グ ラ ムモ ード

に入り ま す。に入り ま す。

　 　　 　 次ページ画面②のよ う に 、次ページ画面②のよ う に 、 書き込み手順が自動的に開始さ れます。書き込み手順が自動的に開始さ れます。

オオ )) 次ページ画面②の全てのメ ッ セージが表示さ れ、次ページ画面②の全てのメ ッ セージが表示さ れ、Enet-SSEnet-SSのの LED,CONNELED,CONNE

CTCT1,21,2,, PACKET,PROGPACKET,PROGがオ レ ン ジで点滅がオレ ン ジで点滅し ている事を確認し ま す。し ている事を確認し ま す。

3)3) [Enet Series Rewrite Prog .exe][Enet Series Rewrite Prog .exe]の起動の起動　 　 　　 　 　

　 ①　 ① Enet-SSEnet-SS とと RS232CRS232C 通信を行う通信を行う PCPC 側の側の COMCOM ポート を選択ポート を選択

　　 ②② 状態表示エ リ ア状態表示エ リ ア

　　 ③③ フ ァ ームウ ェ ア選択ボタ ンフ ァ ームウ ェ ア選択ボタ ン

　　 ③”③” 選択さ れたフ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ル名表示エ リ ア選択さ れたフ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ル名表示エ リ ア

　　 ④④ フ ァ ームウ ェ ア の書き込み開始ボタ ンフ ァ ームウ ェ ア の書き込み開始ボタ ン

　　 ⑤⑤ フ ァ ームウ ェ ア書き込み中、フ ァ ームウ ェ ア書き込み中、 進捗表示バー進捗表示バー

　　 ⑥⑥ 書き込み結果表示エ リ ア書き込み結果表示エ リ ア
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カカ )) 下記画面③の下記画面③の  [Select a File]  [Select a File] ボタ ン を ク リ ッ ク し 書き込みを行い、ボタ ン を ク リ ッ ク し 書き込みを行い、前述のダ前述のダ

ウ ン ロ ード し たフ ァ ームウ ェ ア を選択し ま す。ウ ン ロ ード し たフ ァ ームウ ェ ア を選択し ま す。

　 　　 　 フ ァ ームウ ェ ア の名称は、フ ァ ームウ ェ ア の名称は、 [Enet-SS-20140909.b in]  [Enet-SS-20140909.b in] の様な形式になり ま す。の様な形式になり ま す。

　 　　 　 フ ァ ームウ ェ アが選択さ れる と 、フ ァ ームウ ェ アが選択さ れる と 、にフ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ル名がパス と と もにフ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ル名がパス と と も

に表示さ れます。に表示さ れます。

キキ )) 選択し たフ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ルに間違いが無い事を確認し て、選択し たフ ァ ームウ ェ ア フ ァ イ ルに間違いが無い事を確認し て、下記画面④下記画面④

のの  [F/W Rewrite Start]  [F/W Rewrite Start] ボタ ン を ク リ ッ ク する と 、ボタ ン を ク リ ッ ク する と 、フ ァ ームウ ェ ア の書き込みフ ァ ームウ ェ ア の書き込み

が開始さ れます。が開始さ れます。　 書き込み中は、　 書き込み中は、下記画面⑤にプ ロ グ レ スバーが表示さ れ下記画面⑤にプ ロ グ レ スバーが表示さ れ

進捗を通知し ま す。進捗を通知し ま す。 　　 Enet-SSEnet-SSのの LED  CONNECT1,2,PACKETLED  CONNECT1,2,PACKETが緑点灯、が緑点灯、

PROGPROGが赤点灯と なり ます。が赤点灯と なり ます。

クク )) フ ァ ームウ ェ ア書き込みが正常終了する と 、フ ァ ームウ ェ ア書き込みが正常終了する と 、下記画面⑤のよ う に下記画面⑤のよ う に Error MesError Mes

sag esag e 欄に成功メ ッ セージの表示と なり ま す。欄に成功メ ッ セージの表示と なり ま す。

　 　　 　 こ の時、こ の時、 下記画面②の手順の表示と ⑤のプ ロ グ レ スバー表示は消えます。下記画面②の手順の表示と ⑤のプ ロ グ レ スバー表示は消えます。

　 　　 　 Enet-SSEnet-SSは、は、 自動的に再起動と なり 、自動的に再起動と なり 、 LEDLED が緑で数回点滅後消灯し ます。が緑で数回点滅後消灯し ます。

ケケ )) 再度、再度、 プ ロ グ ラ ムモ ード に入り フ ァ ームウ ェ ア が更新さ れた事を確認し まプ ロ グ ラ ムモ ード に入り フ ァ ームウ ェ ア が更新さ れた事を確認し ま

す。す。 こ れでフ ァ ームウ ェ ア の更新が終了と なり ま す。こ れでフ ァ ームウ ェ ア の更新が終了と なり ま す。

※※ 手順通り になら ない場合、手順通り になら ない場合、 エ ラ ー画面が表示さ れる場合は、エ ラ ー画面が表示さ れる場合は、手順ア手順ア ) ) から 再度やから 再度や

り 直し て下さ い。り 直し て下さ い。

※※ 複数台の書き込みを行う 場合は、複数台の書き込みを行う 場合は、 手順イ手順イ ) ) ～手順ク～手順ク ) ) を 繰り 返し ま す。を繰り 返し ま す。
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保証規定保証規定

Enet-SSEnet-SS　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20172017年年33月　 第月　 第55版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

ユ ー ザサ ポ ー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

Enet-SSEnet-SSに関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。に関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。

データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一故障し保証期間内に万一故障し

た場合、た場合、無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、 受領後直ちに受領後直ちに

梱包を開け、梱包を開け、 検収を お願い致し ま す。検収を お願い致し ま す。

Enet-SSEnet-SS の保証期間は、の保証期間は、 当社発送日よ り当社発送日よ り 55 カ 年です。カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ており 、製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ており 、 保証書はござ いま せん。保証書はござ いま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。

22 万一当社製品に万一当社製品に RoHSRoHS 指令基準値を超える六物質指令基準値を超える六物質 ( (鉛、鉛、 水銀、水銀、 カ ド ムウ ム、カ ド ムウ ム、 六価ク ロ ム、六価ク ロ ム、

PBBPBB、、 PBDE) PBDE) が含まれていた場合は、が含まれていた場合は、 購入後購入後11 年以内に限り 製品の交換も し く は、年以内に限り 製品の交換も し く は、 部品部品

に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換 ( (修理修理) ) と なり ま す。と なり ま す。

保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。

33 本製品の故障、本製品の故障、 ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、 当社はそ の責当社はそ の責

任を負わないも のと し ま す。任を負わないも のと し ま す。

44 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障およ び損傷。衝撃等で生じ た故障およ び損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、ある いは改造、 修理によ る故障およ び損傷。修理によ る故障およ び損傷。

(3)(3) 火災、火災、 地震、地震、 落雷等の災害、落雷等の災害、 あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およあるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およ

び損傷。び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。

55 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は原則製補修用部品の保有期間は原則製

造終了後造終了後55 年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、 補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、 部品メ ーカ の製造中止など によ り 修部品メ ーカ の製造中止など によ り 修

理でき ない場合があり ま す。理でき ない場合があり ま す。

66 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC 全損など 、全損など 、 故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合は修理で故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合は修理で

き ま せん。。き ま せん。。

77 出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。 当社ある いは販売店への持ち込み修理と なり ま す。当社ある いは販売店への持ち込み修理と なり ま す。

88 本製品に付属、本製品に付属、 ま たは、ま たは、 別売の別売の ACAC ア ダ プ タ は有寿命部品です。ア ダ プ タ は有寿命部品です。 本紙巻頭本紙巻頭 ( (表紙裏面表紙裏面) ) のの

【 有寿命部品に関する保証規定】【 有寿命部品に関する保証規定】 を必ずお読みく だ さ い。を必ずお読みく だ さ い。

99 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。


